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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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「ああ、アドリアーノ様よ」

「今夜も、なんて麗うるわしいのかしら」

　舞ぶ踏とう室を歩き抜ぬける私の後を、女性達のうっとりした声が追ってくる。

「あんなにハンサムで、しかも大だい企き業ぎようの取とり締しまり役やく。女性にとっては王子様よね」

「私なんかが話しかけるのは、身の程知らずかしら？　でもご挨あい拶さつしてみたいわ」

　女性達がジワジワと距きよ離りを詰つめてくることに気づき、私はさりげなく歩みを速くする。

　……申し訳ないが、私には想おもい人がいるんだ。

　私の名前はアドリアーノ・ヴェルディ・ディ・マルティネリ。二十九歳。世界中に支社を持つヴェルディグループの次期総そう帥すいだ。

「フェラン！」

　私は、女性達に取り囲まれた長身の男に声をかける。

　彼はフェラン・グランディス。二十九歳。大だい富ふ豪ごうグランディス家の嫡ちやく男なんで、世界的な大企業、グランディスグループ本社の副社長。ハーバードに留学していた頃ころからの友人だ。

　逞たくましい身体からだでタキシードを着こなした、ダークブラウンの髪かみと青い瞳ひとみの美形。見た目はモデルのように完かん璧ぺきだが、言うことはいちいち堅かた苦くるしい。私とはトップの成績を奪うばい合ったライバルでもある。

「アドリアーノ、遅おそかったな」

　フェランがいつもの渋じゆう面めんで言い、チラリと女性達に目をやる。おまえが遅かったせいで取り囲まれてしまった、と言いたいのだろう。

「……アドリアーノ様……！」

「……ああ、今夜も素す敵てき……！」

　私の方を見ながらうっとりと囁ささやき合っている女性達に、私はとっておきの笑えみを浮うかべてみせる。

「こんばんは、麗しいお嬢じようさん達。いい夜ですね」

　言うと、女性達は揃そろって頰ほおを染め、口々に挨拶を返す。私は、

「本当ならお話ししたいところなのですが……残念なことに、フェランと急ぎの仕事の話をしなくてはいけないのです」

「ああ、ごめんなさい。お邪じや魔ましてしまって」

「お仕事の話が終わった頃に、またおうかがいしますわ」

　彼女達は慌あわてたように言い、残念そうな顔で散っていく。だがこっちから視線を離はなさないところを見ると……隙すきを見せたら再び集つどってくるだろう。

「おまえが遅いせいで、二十分も話し込まれた」

　フェランがうんざりした声で言う。私は周囲を見回しながら、

「それはお疲つかれ様。ところで……フローレスはどこだ？」

　言うと、彼はため息をついて、

「二言目にはそれか。そうやって、私の秘書を追いかけ回すのはやめてくれないか？　このところ忙いそがしかったせいで、疲れているはずで……」

　私はフェランの言葉を無視して、舞踏室を見み渡わたすが……。

「なんでいないんだ？　もしかしてどこかの遊び人にでもさらわれたんじゃないだろうな？　たとえばニコラスとか……」

「遊び人とは失礼な」

　後ろから聞こえた声に、私は振ふり返る。

　そこに立っていたのは黒くろ髪かみと黒い瞳の長身の男。

　彼の名前はニコラス・カサノバ。私達と同じ二十九歳。彼もハーバード時代からの悪友。ニコラスは成績のトップ争いからは脱だつ落らくしたが、同じ人に恋こいをしているライバルだ。もちろん、負ける気などさらさらないが。

　ニコラスは私達の近くに来ると、キョロキョロと周囲を見回して、

「フローレスはどこなんだ？　どこかの遊び人に連れ去られたんじゃないだろうな？」

　ニコラスの言葉に、フェランが深いため息をつく。

「どうしてみんな同じことばかり言う？　フローレスは大切な仕事があって一足遅おくれてくる。少しはおとなしく……」

　彼は言いかけて、ふいに言葉を切る。それから、

「ユウヤ、こっちだ」

　私達のことなど完全に忘れたかのように、明るい声で言う。

　私は彼の視線を追って振り返り、近づいてくる人物を見て思わず微笑ほほえんでしまう。

　そこにいたのは、艶つやのある黒髪と、青い瞳をした美青年。引き締しまった身体を、仕立てのいいタキシードに包んでいる。

「フェラン」

　憧あこがれを込めた目でフェランを見上げる彼の名前は、浅あさ井い裕ゆう也や。フェランの熱愛する恋こい人びと。フェランは父親（かなりの遊び人と聞いているが）から頼たのまれて自分の腹はら違ちがいの弟を捜さがしに日本に渡わたり、彼を見つけ出したと聞いている。結局は人ひと違ちがいだったのだが……彼に一目で恋をしていたフェランは、彼が弟であるかもしれないことにかなり悩なやんだらしい。

「こんにちは、アドリアーノさん、ニコラスさん」

　裕也が私と隣となりにいるニコラスを交こう互ごに見上げて、にっこり笑う。まるで天使のような笑みに、私は思わず笑い返してしまう。

「こんばんは、ユウヤ。ところで、フローレスは？」

　私の言葉に、裕也が苦く笑しようする。

「フローレスさんは本当に人気者ですね。……さっきまで一いつ緒しよだったのですが、飲み物を取ってきますって……」

　彼の視線を追って振り返り、少し離れたところでウエイターから飲み物をもらっている一人の青年に気づいてドキリとする。

　……フローレス……。

　彼を見るだけで……私の心臓は壊こわれてしまいそうなほどに鼓こ動どうを速くする。

「ああ、いた。彼にも挨拶をしてくるよ」

　私は裕也に言い、素す早ばやく踵きびすを返す。

「ちょっと待て、私も……」

「おお、カサノバくんじゃないか！」

　ついてこようとしたニコラスがほかのゲストに捕つかまったのに思わずにやりとしながら、人込みを縫ぬって彼のそばに歩み寄る。

「フローレス」

　声をかけると、カウンターの内側にいるバーテンダーからグラスを受け取っていた彼が振り返る。

　ぴしりと背中を伸のばした美しい姿勢で、まっ直すぐに私を見上げてくる。

　白磁のように滑なめらかな肌はだ、さらりと額に落ちる茶色の髪。

　細く通った貴族的な鼻び梁りよう、とても形のいい、柔やわらかそうな淡あわいピンク色の唇くちびる。今はストイックに引き締められているが、これがゆるみ、笑みを浮かべたらどんなに色っぽいことだろう。

　反り返った長い長い睫まつ毛げ。その下に煌きらめくのは、美しい紅茶色の瞳。

　……ああ、彼はなんて麗しいのだろう？

　ダンサーのようなしなやかな身体を包んでいるのは、仕立てのいい漆しつ黒こくのタキシード。白のドレスシャツに白のジレ、それに完璧な形に結ばれた白の蝶ちようネクタイ。一分の隙もなく着こなしたモノトーンのそれが彼の華はなやかな美び貌ぼうを引き立てていて、とても見み栄ばえがする。パーティーに参加している女性達……だけでなく男どもまでが、話しかけたそうな顔で彼を次々に振り返っている。もちろん、話しかけさせる気など、さらさらないが。

　……ああ……私が愛した人は、どうしてこんなに麗しいんだろう？

　彼の名前はルカス・フローレス。フェランのいるグランディス家に代々仕えてきた、フローレス一族の嫡男。グランディスの屋や敷しきの家令は彼の父親で、執しつ事じは叔父おじが務めているはず。なので彼自身は修しゆ業ぎようも兼かねて、専属の執事として多た忙ぼうなフェランに常に同行し、今では専属秘書としての仕事もこなしているらしい。仕事もプライベートもすべての用事を任せられる、完璧なコンシェルジェのような存在だと聞いている。

「こんばんは、ヴェルディ様。いい夜ですね」

　彼は完全な無表情のまま、私を見上げて言う。甘さの欠片かけらもない冷たい声が、私の心を切なく痛ませる。

　……ああ、そしてどうしてこんなにクールなんだろう？

「アドリアーノと呼んでくれない限り、返事はしないと言っているだろう？」

　私が言うと、彼はその秀しゆう麗れいな眉まゆを微かすかに寄せる。面めん倒どうな人だな、とでも言いたげな反応に、さらに悲しくなる。

　……まあ、こんな反応にはすでに慣れっこなのだが。

「こんばんは、アドリアーノ様。いい夜ですね」

　彼はまったく表情を変えないままで言う。口調は、まるで棒読みの台詞せりふのように平へい坦たんだ。

　私が聞いたことのある彼の口調は、いつもこんなふうに無感情。だが、その声はとても澄すんでいて、わずかに掠かすれる語ご尾びの感じがとても甘い。

　……ああ……この声で耳元で囁いてくれたらどんなに素敵だろう？

「君の声に名前を呼ばれるのは、とてもいい。……では、今度は様をつけずに、呼び捨てにしてくれ。アドリアーノ、と」

「できません」

　胸を高鳴らせながら言った言葉を、フローレスがあっさりと切り捨てる。

「あなたは、主人であるフェラン様のご友人ですから」

「私がいいと言っているんだからいいじゃないか！」

「いいえ。私は、そんなことのできる立場の人間ではありませんので」

　彼の無感情な口調がつらくて、私は思わず彼の両方の肩かたを摑つかむ。タキシードの上着の下、その肩が予想よりさらにほっそりとしていたことに、胸が痛む。

「いつか君が甘い声で呼び捨てにしてくれることを夢見て、今夜はそれで我が慢まんしよう」

「では、失礼します、アドリアーノ様」　>>>♥

　フローレスは言い、グラスを持って私の脇わきを擦すり抜ぬける。グラスの中にはオレンジジュースが満たされている。こういうパーティーで、彼は一いつ切さいの飲食物を口にしない。だからこれはきっと、裕也のためのものだろう。

「待ってくれ、フローレス」

　必死で言うと、フローレスは立ち止まり、ゆっくりと振り返る。とがめるように眉が上がったところを見ると、ジュースがぬるくならないうちに裕也のところに運びたいのだろう。

「ずっと言っているが……君を愛してるんだ。私と付き合ってくれ。もしもまだ気持ちの整理がつかないのなら、私のことを知るためにせめてデートだけでも……」

「何度も言っていますが……お断りします」

　フローレスは私の言葉をあっさりと遮さえぎり、そのまま踵を返す。

　……ああ、今夜も振ふられてしまった。

　私は彼の優ゆう雅がな後ろ姿を見送りながら、がっくりと落ち込む。

　……デートは、一度もオーケーしてもらえたことがない。だが、二人にならなければ私のことを知ってもらうことすらできない。このままでは、永遠に彼との距きよ離りは縮まらないだろう。

「フローレス、今夜も綺き麗れいだ。タキシードが本当によく似合う」

　さっきのゲストから解放されたらしいロベルトが、嬉うれしそうにフローレスに話しかける。

「だが、君のリラックスした私服も見てみたい。だからこのままパーティーを抜け出して、二人でうちの別べつ荘そうにでも……」

「お断りします。……ユウヤ様」

　フローレスはロベルトの言葉をあっさりと遮り、それから裕也に向き直る。

「オレンジジュースです。どうぞ」

「どうもありがとう、フローレス」

　裕也がにっこりと微笑み、フローレスが微笑み返す。その優やさしい笑えみに心が痛む。

　……ああ、私にもあんなふうに笑いかけてくれたらどんなに幸せだろう？

　私はため息をつきながら、人込みをかきわけて彼らに近づき、フェランの腕うでを握にぎり締しめる。裕也に笑いかけて、

「少しだけ借りるよ、ユウヤ。仕事の話なんだ」

　言ってフェランの腕を摑んだまま、窓に近づく。フェランはムッとした顔で、

「またよからぬことを考えているな？　おまえといい、ニコラスといい、本当に迷めい惑わくだ」

「そう言わずに、頼たのむ！」

　私が言うと、フェランはため息をついて、

「で？　今度はなんなんだ？　私とユウヤの仲を邪じや魔まするようなことは許さないぞ。それにフローレスは大切な秘書だし、ユウヤも彼のことを兄のように慕したっている。だからフローレスを傷つけるようなことは言語道断だ」

「そんなことをするわけがないだろう？　私が、どんなに彼に夢中かを知っているだろう？」

　私が言うと、フェランの顔に微かに気の毒そうな表情がよぎる。

「まったく。そろそろあきらめればいいのに」

　私は学生時代からフローレスに迫せまり続け、玉ぎよく砕さいし続けてきた。そしてフローレスの生き真面目まじめな性格をよく知っているフェランは、ずっとあきらめろと言い続けてきた。

「今までのおまえなら、あきらめろと気軽に言えただろうが……」

　私は、フェランを睨にらみ付けながら言ってやる。

「……ニコラスから、おまえとユウヤの馴なれ初そめを聞いた。私が香ほん港こん支社の設立で悪夢のように忙いそがしい日々を送っている間に、お伽とぎ噺ばなしのようにロマンティックな出会いがあったようじゃないか。そして今は、熱ねつ烈れつなハネムーン中だとか？」

　私の言葉に、フェランはひくりと唇を引きつらせる。笑みをこらえるようなその反応は、常にポーカーフェイスを保っている彼にしては、とても珍めずらしい。

「本当の恋こいを知ったのなら、『あきらめろ』なんて言えないよな？　まだユウヤを手に入れる前に、誰だれかが同じことを言ったらどうしてた？」

　フェランは微かに眉を寄せて、

「そんな言葉は聞かないことにしたに決まっている。誰がなんと言おうと、私はユウヤに運命を感じていたのだから」

「それならよかった。協力してくれると思った。おまえは本当に頼たよりになるなぁ」

　私が満面の笑みを浮うかべてやると、フェランはしまった、という顔をする。それからとても不ふ愉ゆ快かいそうに、

「何を頼みたいのか、言うだけ言ってみろ」

「ニコラスから聞いた。ユウヤはチェスの名手だとか？　あのニコラスが、彼にはどうしても勝てないんだってな」

「まあね。ユウヤは数学者だった彼の母上の血を受け継ついで、とんでもなく聡そう明めいだ。ニコラスは一勝もできたことがない」

　自じ慢まんげな口調に、私は苦く笑しようする。それから、

「そして、フローレスも実はチェスの名手だとか？　おまえが忙しい時にはフローレスがユウヤの相手をしていると聞いたぞ」

「ああ、フローレスはとても強い。慎つつましい彼は、主人である私とは対戦しようとしなかったので知らなかったのだが……あのユウヤとかなり対等に戦えるらしい。きっと、ニコラスにも圧勝するだろう」

　その言葉に、私は身を乗り出して、

「私とフローレスが対戦できるように、おまえから計らってくれないか？」

「おまえと？　たしかにおまえはニコラスよりも強かったが……」

「頼む。フローレスとチェスがしたいんだ」

　私の言葉に、フェランは不思議そうな顔をする。デートをセッティングしろだの、もっと直接的な頼みを想像していたのだろう。

「チェスくらい、別にかまわないと思うが……」

「ありがとう！　恩にきる！　明日は土曜日だからおまえは休みだろう？　お茶の時間に屋敷に行くというのはどうだ？」

　私の言葉に、フェランはいぶかしげな顔をして、

「なぜそんなにチェスをやりたがる？　何かよからぬことを……」

「ただフローレスに『素す敵てき』と思って欲しいだけだよ。私がどんなに一いち途ずか、おまえはよく知っているだろう？」

　私の言葉に、フェランはまた微かすかに気の毒そうな顔をする。

　こう見えても私は男女共にモテる。物心ついた頃ころから愛の告白を受けることは日常茶さ飯はん事じだったし、常に気楽な恋れん愛あいを楽しんできた。しかしフローレスに出会い、彼に運命を感じてしまってから、私は変わった。彼のことだけを想おもい続け、ほかのすべての誘さそいを断ってきた。近くにいたフェランは、それをよく知っている。

　……まあ、私のよからぬたくらみには、気づいていないだろうが。

　ニコラスによれば、フローレスはチェスが得意というだけでなく、しかも意外に負けず嫌ぎらいらしい。裕也との対戦を目もく撃げきしたことのあるニコラスは「フローレスとユウヤの一いつ騎き打うちは見ものだった。フローレスは勝負になると我を忘れるタイプだな」と言っていたし。

　……チェスでフローレスに勝つ。そしてある条件を吞のんでもらうんだ。

　私は、少し離はなれたところで裕也と話しているフローレスに目をやる。フローレスはにこやかに微笑ほほえみながら裕也と話し、しかし時折こちらにチラリと視線を向ける。彼の視線は私ではなくフェランに向けられていて……私の胸が嫉しつ妬とに疼うずく。

　学生時代から、フローレスは従者としてすべてをフェランに捧ささげようとしているふうに見えた。そのストイックさに私は激しく胸を打たれてしまった。フェランは、自分がストレートだと言っていたが、私はフェランが女性に興味が持てないタイプの男であるのではないかとずっと疑っていた。なので、いつかはフローレスの気持ちを受け入れるのだろうとずっと悔くやしく思っていたのだ。だが……。

「さて、顔見せも済んだし、私達はそろそろ屋や敷しきに戻もどる。こんなところで長居をするのなら、ユウヤと一秒でも早く二人きりになりたい」

　フェランは、時計を見ながら言う。

　……フローレスの気持ちになど、未いまだに気づいていないんだな。この鈍どん感かん男が！

　私は思いながらフェランを睨んでやる。

「これからは、堂々とフローレスを口説かせてもらう。本当の私を知って欲しいので、『あのこと』は、今までどおりに秘密にしてくれ」

　私の言葉に、フェランはチラリと眉まゆを上げる。

「……あのこと？　君がマルティネリ公国の次期元首──本物の王子様だということか？」

　その言葉に、私は小さくため息をつきながらうなずく。

「ああ。……本当に、面めん倒どうな身の上に生まれてしまったものだな」

　女性達は私のことをよく『王子様のよう』と言うが……実際のところ、私は本当に王子と呼ばれる立場の人間だ。マスコミ対策とセキュリティーの面で面倒なので、名前はヴェルディまでしか名乗っていないが、マルティネリ公国の次期元首──プリンス・アドリアーノ、正しよう真しん正しよう銘めいの王子だ。

　公おおやけに出しているのは、十五年前──十四歳の頃に撮とった一枚のみ。今とはまったく違ちがう、紅顔の美少年だった頃のもので、同一人物であることを知る人間は、ごく限られた関係者だけだ。

「以前から言っているが……本気なら、すべてを告白したほうがいいのでは？」

　その言葉に、私はチクリと胸が痛むのを感じる。

　マルティネリ公国は世界に名だたる富ふ豪ごう国だし、それを公表すれば財産目当てで振ふり向いてくれる相手はきっと少なくない。だがフローレスがそういう人間とはとても思えない。

「元首の息子むすこで、しかもゲイ。私の道は茨いばらだらけだし、きっと交際相手にとってはマイナスの要素ばかりだ。彼と気持ちが通じ合うまで、言わないでおきたい」

　私の口から出た言葉に、フェランはチラリと驚おどろいた顔をして、

「おまえにしては珍しく殊しゆ勝しようなことを言うんだな。……まあ、いい。秘密にしておこう」

「頼む。ありがとう」

「まあ、あのフローレスが、そうそうなびくとは思わないが……彼が恋をしないことは、少し心配だったんだ」

　彼の言葉に、今度は私が驚く番だった。

「そんなことを思っていたのか？」

「フローレスはとても真面目まじめで、グランディス家のために尽つくしてくれている。だが、私の執しつ事じを務めているからと言って、恋愛まで我が慢まんする必要はないんだ。……まあ、ユウヤと出会う前までは私も仕事一筋のワーカホリックだったので、あまり人のことは言えないのだが……」

　彼は言い、それからフローレスと話している裕也に目をやる。

「恋というのはとても素す晴ばらしいものだ。苦しいことも多かったが……今は本当に幸せだ」

　今までのフェランとは別人のような優やさしい目に、心がチクリと疼く。

　……近くにいるだけで当てられそうなほどのラヴラヴカップルだ。フローレスは、こんな二人のそばに、常に付き添そっているのか……。

　フローレスは私の視線に気づいたかのようにふと振り返り、それからこっちに真っ直すぐに歩いてくる。私に話しかけてくれるのか、とつい期待するが、フローレスはふと目をそらしてフェランを見上げる。

「フェラン様。ユウヤ様は少し眠ねむそうなご様子です。そろそろお屋敷に戻られては？」

「すぐに屋敷に帰ろう。ユウヤは昨夜も遅おそくまで勉強をしていた。今夜は早く寝ねかせてあげなくてはいけなかったな」

　フェランは私のことなど忘れたかのように歩きだし、裕也に近づいて何かを話している。たしかに少し眠そうな裕也が、眩まぶしそうな顔でフェランを見上げて微笑んでいる。

「本当にお似合いのカップルだな」

　私は思わず呟つぶやいてしまい……そばにフローレスがまだ立っていたことに気づいて、一人で慌あわててしまう。

「ああっ、すまなかった。余計なことを……っ」

　私は慌てて謝るが、フローレスは、なぜ謝られるのか意味が解わからない、という顔でチラリと眉を上げただけだった。

「フローレス。帰るぞ。運転手に迎むかえに来るように連れん絡らくをしてくれ」

　フェランが、私達の近くに来て言う。彼の手はエスコートをするようにさりげなく裕也の背中に回されていて……私の胸がチクリと疼く。

　……フローレスは、この二人の近くにいることが、つらくないのだろうか？

「かしこまりました」

　フローレスは、ポケットから出した携けい帯たい電話で運転手に短く指示を出す。それから、

「近くで待機しているので、すぐに来られるそうです。車寄せに向かいましょう」

　言ってから、私をチラリと見上げて、

「失礼いたします、アドリアーノ様。またいつか」

　クールに言い、やけに丁てい寧ねいに頭を下げてからフェランの後に続く。フローレスの背中はスッと真っ直すぐに伸のばされていて、いつ見ても本当に美しい。腰こしの位置が高く、脚あしがすらりと長い。私はその凜り々りしい後ろ姿に見とれ、それから慌てて、

「フェラン、明日の午後、おまえの屋敷に行く！　大切な用事なんだ！」

　叫さけぶと、フェランが振り向いて、

「別にいいが……ティータイムより前には来るな。せっかくの休日なんだ」

　言って、また踵きびすを返す。フローレスはもう振り向きもせずに、彼の後に従っていく。

「こら、何を考えているんだ？」

　後ろから話しかけてきたのは、悪友のニコラスだった。私は、

「フローレスとチェスをする。彼に勝ってみせる」

　言うと、ニコラスは苦く笑しようして、

「無理無理。おまえが強いのはたしかだが、フローレスの強さは半はん端ぱじゃない。なんせ、あのユウヤと互ご角かくにやり合えるんだから」

「ユウヤはそんなにすごいのか？」

　思わず聞くと、ニコラスは深くうなずいて、

「ものすごい。あんな綺き麗れいな顔をして、とんでもない頭脳の持ち主だ。しかし素直で可愛くて……フェランがいなかったら、ちょっとグラッときそうな子だぞ」

　言ってから、慌てたように付け加える。

「ああ、いや……俺の心の中にはフローレス一人だ！　おまえには渡わたさないからな！」

　……もちろん、フローレスをおまえに渡す気などさらさらない！








　　　　ルカス・フローレス







　……彼は、なぜ私などにかまうのだろう？

　私は、フェラン様に気づかれないように小さくため息をつく。

　……私はただの執事、兼けん、秘書。彼のような眩まばゆい人からすれば、ただの影かげのような存在だろうに。

「……だったか、フローレス？」

　急に耳に入ってきた言葉に、私はハッと我に返る。

「申し訳ありません。もう一度お願いできますか？」

「珍めずらしいな、君がぼんやりするなんて」

　フェラン様の言葉に、私は思わず青ざめる。

「申し訳ありません。主人の言葉を聞き逃のがすなんて、私は執事として失格です」

　自分の言葉が胸に突つき刺ささる。今までフェラン様とグランディス家のことしか考えてこなかった私にとって、彼に必要とされないことは自分の存在意義を失うことになるからだ。

「失格？」

　フェラン様は驚いた顔をし、それから苦笑して、

「そんなことは思っていないから安心してくれ。逆に少し安心した」

「……は？」

　フェラン様は笑えみを浮うかべたままの目で私を見つめて、

「君はいつでも完かん璧ぺきだ。だから少し心配だったんだ。何かを我慢しているのではないかと」

「我慢？」

　とても意外なその言葉に、私は彼を見つめ返す。

「私は、グランディス家に代々仕えてきたフローレス一族の一員です。あなたに仕えるのは生まれる前から決まっていた使命で、私の絶対の義務です」

「我慢をしている自覚もないのか。……私は最近、君のことが、少し心配になってきた」

　深刻な顔で言われた言葉に、私はさらに驚いてしまう。

「それはどういうことでしょうか？　私は健康にはじゅうぶん留意していますし、その点ではなにも心配していただく必要はありません。それとも、私はフェラン様のお仕事の邪じや魔まになるようなことを……」

　私の言葉を、フェラン様は手を挙げて遮さえぎる。

「違うんだ、フローレス。私は君が恋こいをしていないことが心配なんだ」

「……恋……？」

　彼の言ったさらに意外なその言葉に、私は呆ぼう然ぜんとする。フェラン様は苦笑して、

「ああ、いや、ほんの少し前まで、私も仕事ばかりで恋れん愛あいなどには縁えんのない生活をしてきた。だから人のことを言える立場ではないのだが……」

　彼は言葉を切り、どこか遠くを見つめるような顔をする。

「……ユウヤという恋こい人びとができて、恋というのはなんて素晴らしいものだろうと思ったんだ。彼に出会った瞬しゆん間かん、人生が変わってしまった。彼と結ばれることができて、世界がどんなに煌きらめいているかに気づいた。だから……」

　フェラン様は遠い目をしたまま静かな口調で言い、それから私に視線を合わせる。

「君も、その機会を失うことはない。君はルックスがいいだけでなく、とても優しい人だ。今までも、君に恋こい焦こがれた女性は少なくなかっただろう？」

　彼の言葉が、なぜか胸に突き刺さる。

「いえ、私など……」

「謙けん遜そんはいい。君が屋や敷しきからの遣つかいで来るたびに、学部中が大おお騒さわぎになった。女性だけではなく、男どもまで君に夢中だった。もちろん、一番うるさかったのはアドリアーノだが」

　その名前に、私はある夜のことを思い出してしまう。

　フェラン様を訪ねて行った大学の寮りよう。第一印象はただの遊び人かと思ったアドリアーノ様が、中庭でとても深刻な顔で電話をしていた。

　それは……私が、彼のことが印象に残るきっかけになった光景だ。

　……どうして、あの夜のことがこんなに気になるんだろう？　そしてどうして、彼のことをずっと忘れられないのだろう？

「もしも好きな人ができたなら、私に教えてくれないか？　私は君の恋を応おう援えんするし、そのために仕事のスケジュールを調整することも可能だ」

「その必要はありません」

　私は彼がどうしてそんなことを言い始めたのかをいぶかりながら、姿勢を正す。

「私は恋愛になど興味ありませんので。フローレス家の一員として恥はずかしくないよう、グランディス家、そしてあなたに一生仕えさせていただきます」

「……フローレス。君は……」

　フェラン様が何かを言いかけた時、書しよ斎さいのサイドテーブルに置かれたクラシカルな電話が小さなベルの音を立てた。私は電話に歩み寄り、受話器を取る。

「フローレスです」

『おお、ルカス』

　聞こえてきたのは、この屋敷の家令である私の父の声だった。

『フェラン様にお伝えしてくれ。「ユウヤ様が、あと五分ほどで到とう着ちやくされる」と』

「わかりました。お伝えします」

『それから、家族用のサンルームに、ハイティーの準備が整った。フェラン様をお連れしてくれ。給きゆう仕じは任せていいな？』

「はい。大だい丈じよう夫ぶです。ありがとうございます」

　私は言い、受話器を置いて通話を切る。フェラン様を振ふり向いて、

「あと五分でユウヤ様がご到着になります。家族用のサンルームにハイティーの準備ができているそうなので、そちらに……」

「ユウヤを迎むかえに車寄せに向かう」

　フェラン様は言いながら私の脇わきを通り抜ぬけ、部屋を出ていく。私は追いかけるが……最初はいつものように悠ゆう然ぜんと歩いていた彼の歩ほ幅はばが、だんだん広くなる。彼は小走りで一階への階段を下り、エントランスホールを突っ切る。

「おはようございます、フェラン様」

　エントランスホールで待機していた家令……私の父だ……と、フットマン達の朝の挨あい拶さつに簡単に答え、彼らの脇を通り抜けて両開きのドアを自分で開く。

　車寄せには、ちょうどリムジンが滑すべり込んできたところだった。フェラン様はゆっくりと停車したリムジンに歩み寄り、運転手が降りてくるのを待たずに外側からドアを開く。

「ただいま、フェラン！」

　元気な声がして、リムジンから若い青年が降りてくる。フェラン様は彼の手を取り、そのまま彼の身体からだを引き寄せて抱だきしめる。

「……お帰り、ユウヤ」

　本当に愛いとおしげな声、彼の背中に回ったとても優やさしい手。私の胸が、なぜかチクリと疼うずく。

　……どうしたというのだろう、私は？

　裕也様は、最初はフェラン様の腹はら違ちがいの弟として屋敷に招かれた。裕也様はとても美しいだけでなく聡そう明めいで素す直なおで、私は心から彼に好意を持った。フェラン様も同じだったようで、裕也様をとても可愛かわいがっていた。最初はなんて仲のいい兄弟だろうと微笑ほほえましく思ったのだが……二人はそのまま距きよ離りを縮め、最後は心から惹ひかれ合っているようにしか見えなくなった。許されない気持ちに苦しむお二人はそばで見ているだけでも苦しくなるほどで……あの時の私は、二人が本当は兄弟ではないこと、そして二人が結ばれるようにと心から祈いのっていた。

　結局、裕也様の父親がフェラン様の父親であるイグナシオ様ではなく、二人に血のつながりがないことが解わかった。そして二人は結ばれた。私は二人のことを心から応援し、祝福しているはずだったのに……。

　……裕也様が現れてから、フェラン様は本当に変わられた。

　物心ついた時から、私は彼のそばにいた。フェラン様は幼い頃ころから人並みはずれて賢かしこく、王のように落ち着いていた。彼よりも年下の私は、つねに彼を見習い、その助けになれるようにと考えて育ってきたと言ってもいい。

　……だが……。

「試験はどうだった？」

　フェラン様の言葉に、裕也様はにっこり笑って親指を立ててみせる。

「ばっちり。オレ、なんだかんだで勉強は得意かも」

　裕也様は、いつも素直で気取りがない。見た目も若くて可愛らしいので、一見するとスポーツが得意な普ふ通つうの元気な大学生にしか見えない。だが、実は日本の最高学府で学び、その後世界的に言ってもかなりレベルの高い、この国最高レベルの大学の編入試験にあっさり通ってしまった。しかも数学では満点を取り、教授陣じんを驚おどろかせたと聞いた。現在は高名な数学者でもある教授のゼミに入り、大好きな数学三ざん昧まいの学生生活を送っている。

「フローレスも、ありがとね」

　急に振り返られて、私はドキリとする。

「勉強を見てもらって、すごく助かったよ。オレ、語学系いまいち苦手だから」

「お忙いそがしいフェラン様の代わりに勉強を見させていただきましたが……私などでお役に立てましたか？」

「もちろん。フローレスがヤマをかけてくれた箇か所しよ、試験にしっかり出たよ。さすが、フローレス。九カ国語くらい話せるんだよね？」

　尊敬の光を浮かべた瞳ひとみで見つめられ、頰ほおが熱くなる。

「私が卒業したドイツのホテル学校では、数カ国分の語学は必修でしたので。かろうじて通訳ができる程度なので、ユウヤ様のように特出した才能ではありません」

「噓うそ、すごいよ！　英語でしょ、スペイン語でしょ……あとはイタリア語、ドイツ語、フランス語、中国語、日本語……ええと、あとは……」

「ポルトガル語と、ロシア語です。堪たん能のうではありませんが、アラビア半島で使われている言葉をいくつか」

「ああ、それって、もしかして……！」

　裕也様が、驚いたように目を見開きながら言う。

「フェランがいる、グランディス社の支社がある場所の言葉？　フェランがどの支社に行った時も通訳ができるように、勉強したの？」

　いきなり言い当てられて、私は彼の聡明さを改めて思い知る。

「おっしゃるとおりです。よくお気づきですね」

　私が言うと、フェラン様が改めて驚いた顔をし、

「そうなのか？」

「今さら気づいたの、フェラン？」

　裕也様が呆あきれたように言い、それからとても優しく私に微笑みかけながら、

「フローレスは、フェランのことをいつも一番に考えてくれていたんだよね？　あなたみたいな人がそばにいてくれて、フェランはすごく幸運だと思うんだ」

　彼の言葉に、私の胸が熱くなる。

　……ああ、こんなに優しい伴はん侶りよを見つけたフェラン様は、とても幸運だ。

　思うと同時に、微かすかな寂さびしさを感じる。だが、私はその感情を心の底にそっと押し込める。

　……私は、フローレス一族の一員。グランディス家に一生を捧ささげるために生まれてきた。寂しさを感じることなど、きっと許されないんだ。




　　　　◆




「フローレス、私と勝負をしてくれ」

　ニューヨークにあるグランディス家の屋や敷しきの遊ゆう戯ぎ室。ゲストの口から出た言葉に、私は驚いてしまう。

　……何かをたくらんでいそうだとは思ったが、まさかこんなことを言い出すなんて。

　いつも忙しいフェラン様が、珍めずらしく休みを取れた土曜日。本当なら裕也様と甘い休日を過ごしたかっただろうに……なぜかゲストが来てしまっている。しかも……。

「アドリアーノ様。あなたがチェスをしにいらっしゃるというのは聞いておりましたが、どうして私が相手なのですか？」

　私の向かい側に座っているのは、アドリアーノ・ヴェルディ様。二十九歳。フェラン様のハーバード時代の同級生で、私とも当時からの顔見知りだ。

　艶つやのある黒くろ髪かみとエメラルド色の瞳をしたたいへんなハンサムで、社交界ではフェラン様と並んで女性達の憧あこがれの的。しかしその表情は開けっぴろげで、まるで大型犬のように誰だれにでも人ひと懐なつこい。クールなフェラン様を見慣れている私は、いつも彼のことを警けい戒かいしてしまう。

　家族用ダイニングでお茶を飲んだ後、私達は隣となりにある遊戯室に移動した。木材を多く使った落ち着いたこの部屋は、私が小さな頃からとても好きだった場所。グランディス家の代々の当主がコレクションしてきた、さまざまなゲームが並んでいる。部屋の真ん中を占しめるのはビリヤード台で、フェラン様は最近、裕也様から頼たのまれて日本ではなじみのないさまざまなゲームの遊び方を教えている。とても頭のいい裕也様は、どんどん知識を吸収しているようだ。

「フローレス、頑がん張ばって」

　裕也様が、ビリヤードのキューを縦に構えながら言う。

「気を遣つかっていつもオレの相手をしてくれているけど、たまにはほかの人とも対戦してみたほうがいいよ。きっと、すごく強いからオレとばっかりじゃもったいないし……えい！」

　言いながら、上から下に弾はじくようにして球をショットする。ボールは激しく回転し、大きなカーブを描えがいてラシャの上を転がっていく。邪じや魔まなボールを避よけて進み、小気味のいい音を立てて的球に当たる。それがポケットに入ったのを見て、フェラン様が笑えみを浮うかべる。

「素す晴ばらしい。ユウヤは本当に何をやっても上手だな」

　その言葉に、裕也様が頰を染める。

「本当に？　フェランの教え方がいいから……」

　二人が熱く見つめ合うのを見て、私は心の中で苦く笑しようする。

「フローレス」

　二人の方を見てしまっていた私に、向かい側に座ったアドリアーノ様が声をかける。彼の陣じん地ちにある駒こまが綺き麗れいに並んでいるのを見て、私は慌あわてて自分の陣地の駒を揃そろえる。

　このアンティークのボードは黒曜石と大理石、そして駒は濃のう淡たんの紫むらさき水ずい晶しようで作られている。彼の方が濃こい紫、私の方が普通の水すい晶しように近い薄うす紫色だ。

「心ここにあらずという顔だ。私が相手では、物足りない？」

　アドリアーノ様が言い、私は慌てて、

「いいえ、そんな。アドリアーノ様もかなりお強いのだと、ロベルト様から聞いております。学校では、フェラン様と並ぶくらい強かったとか？」

「まあね。だがあまり信じていない顔だ」

　アドリアーノ様が言い、それからそのハンサムな顔にイタズラっぽい笑みを浮かべる。

「君が、本気を出せるようにしてあげようか？」

「……は？」

　彼は笑みを浮かべたまま、声を落として囁ささやく。

「もしも君が勝ったら、フェランが欲しがっていた豪ごう華か客船の乗船券を融ゆう通ずうしてあげる」

　その言葉に、私は驚いてしまう。

「それは……あなたの会社の……？」

「そう。我が社の『ダイヤモンド・オブ・エイジア』の乗船券だ。もちろんフェランなら手に入れることは難しくないが……ユウヤの誕生日に今から間に合わせるのは難しいだろう？　ちょうどハイシーズンでもあるし」

　その言葉に、私の鼓こ動どうが速くなる。フェラン様と裕也様が二人でテレビを見ていた時にアドリアーノ様の会社が所有するいくつかの豪華客船が映り、裕也様が「すごい。乗ってみたいなぁ」と呟つぶやいただけのようだが……フェラン様は、裕也様の誕生日にプレゼントできないかと手を尽つくしているところだった。

「本当ですか？」

　私は言い……それから彼が笑みを浮かべたままであることに気づく。

「では……万が一、私が負けたとしたら？」

「負けると思っている？」

　彼の挑ちよう発はつ的な言葉に、私の負けん気が出てしまう。

「いいえ」

「それなら……」

　彼はにっこりと爽さわやかに笑って言う。

「負けることなど今から考える必要はないよ。私は君と勝負をしたいだけ。正々堂々と戦おうじゃないか」

「その手には乗りません」

　私は何か嫌いやな予感を覚えながら言う。

「はっきりおっしゃってください。私が負けたら何を要求するおつもりですか？」

「バレたか。君は本当に賢かしこい人だな。……君が負けたら、一週間、私の屋敷で暮らすこと」

「できません」

　私は、間かん髪はつ容いれずにその言葉を遮さえぎる。

「私はフェラン様の執しつ事じ、兼けん、秘書です。彼のおそばを離はなれることなど、考えたこともありません」

　彼は声をさらにひそめて、

「フェランのそばには、いつでもユウヤがいるじゃないか。新しん婚こんの二人にとっては、君は邪じや魔ま者ものなのでは……？」

　その言葉に、私は思わず眉まゆを寄せてしまう。それはいつも私も気になっていて……。

　私は目を上げて、楽しげにビリヤードをする二人を見つめる。

　……たしかに、私はこの二人には邪魔な存在かもしれなくて……。

「私を……賭かけの対象にする気ですか？」

　言った言葉が、微かにかすれる。

「君が勝てば、大好きなご主人様の役に立てる。嬉うれしいだろう？　それとも自信がない？」

　畳たたみ掛かけるような言葉に、私は、

「フェラン様はギャンブルがお嫌きらいです。そんなことをお許しになるとは思いません」

「どうしたの、フローレス？」

　裕也様が、不思議そうに言う。つい声が大きくなって聞こえてしまったようだ。アドリアーノ様が、

「ユウヤ、聞いてくれ。私はフローレスを愛しているんだ。学生時代、初めて出会った瞬しゆん間かんからずっと彼を想おもっている。そして彼も私を憎にくからず想ってくれているんだ」

　その言葉に、裕也様がとても驚おどろいたように目を見開く。

「いつも冗じよう談だんを言っているのかと思ってました。そうなんだ？　おめでとうございます！」

　感動したように言われて、私は、

「違ちがいます、ユウヤ様。アドリアーノ様が勝手に……」

「恋こいに不慣れなフローレスは、まだ自分の気持ちに気づいていないんだよ」

　アドリアーノ様が芝しば居いがかった口調で言い、フェラン様が呆あきれた顔をする。しかし純情な裕也様は本気で感動したような顔をして、

「そうなんだ？　わあ、全然気づかなかった！　なんだか素す敵てきだね、フェラン！」

　キラキラ光る目で見上げられて、フェラン様が苦笑する。

「まあ、たしかにいい話ではあるが……」

「どうか、二人の恋を応おう援えんして欲しい」

　アドリアーノ様の言葉に、裕也様がキラキラと目を煌きらめかせて、

「うん。いろいろ大変かもしれないけど、オレ、二人のことを応援します。フローレスはオレにとっては兄弟みたいに大切な存在だし、幸せになって欲しいんです。あなたもそうだよね、フェラン！」

　フェラン様はさらに苦笑してから、私にちらりと視線を送ってくる。

「フローレス、面めん倒どうだから本気を出していい。そうすれば、うるさいことを言われなくなるだろう」

「わかりました」

　私はうなずき、目の前のアドリアーノ様を睨にらみつける。

「申し訳ありませんが、本気で勝たせていただきます。アドリアーノ様」　>>>♥




　　　　◆




「……チェック」

　アドリアーノ様が言いながら、駒を進める。私は信じられない気持ちでチェス盤ばんを見つめて動きを止める。

　……噓うそ……だろう……？

　すべての手が封ふうじられていることに気づき、言葉を失う。

　……なんだ、この人は……？

「……すごい」

　ゲームを観戦していた裕也様が、感動した声で呟く。

「……アドリアーノさん、ものすごく強い……！」

　……まさか……この私がこんな負け方をするなんて。

「これで、今日から一週間、君は私のものだ」

　アドリアーノ様の言葉に、私は脱だつ力りよくする。

　……まさか、こんなことになるなんて。

「ご主人様と呼んでみてくれないか？」

　アドリアーノ様に嬉しそうに言われて、私は思わず眉をひそめてしまう。

「……かしこまりました、ご主人様」

　言うと、彼は楽しそうに、

「ああ……君に言われるこの言葉は、とてもいいぞ！」

　……まったく、なんて人だ……。

「フェラン、ユウヤ、フローレスを一週間借り受ける。宝石のように大切にするので、心配する必要はないからな」

　アドリアーノ様が、二人に向かって言っている。裕也様が、

「フローレスがいないのはすごく寂さびしいけど……楽しい一週間になるといいですね！」

　その言葉に、アドリアーノ様がにっこりと笑う。

「退たい屈くつなどさせないよ。フローレスは預かった」

　フェラン様が深いため息をついて、

「くれぐれもおかしなことなどするんじゃないぞ。フローレスは大切な秘書なのだから」

　その言葉に……微かすかな寂しさを感じてしまうのはどうしてなのだろう？




　　　　◆




「……すごいお屋や敷しきですね」

　まるで城のような石造りの屋敷、車寄せにずらりと並んだ百人を超こえるであろう使用人達。世界各地に散らばるグランディス家の豪ごう奢しやな屋敷に慣れている私でも、その規模に思わず圧あつ倒とうされてしまう。

　そういえば、いつもアドリアーノ様の方からフェラン様の屋敷に来るばかりだった。彼の屋敷でパーティーがひらかれたことはなく、そのためにお邪じや魔まするのは初めてだ。

　……こんな広大な屋敷が、マンハッタンから車で二十分ほどの場所にあるなんて。

　彼の経営するヴェルディ海運は世界的な規模の海運会社だし、彼が由ゆい緒しよ正しい一族の一員であることは想像に難かたくなかった。しかし……。

　……そういえば、私は彼の一族の由来をよく知らない。考えてみれば、アドリアーノ様の素す性じようは私にとっては謎なぞだらけだ。

　世界的な大だい富ふ豪ごうには昔からの横のつながりがあり、執事や家令にも自然と付き合いができる。よい家令や執事の条件はたくさんの情報を持ち、主人のリクエストに迅じん速そくに応こたえることなので、そういう付き合いはとても大切ともいえる。

　代々グランディス家に勤めて来た一族の嫡ちやく男なんである私もまた、そのために世界に名だたる大富豪の家の使用人達とのつながりを大切にしている。その一族の由来をすぐに思い浮うかべることができるし、社交界にありがちな人間関係も把は握あくしているはず。しかし不思議なことに、ヴェルディ一族の情報だけが、私の中ですっぽりと抜ぬけている。アドリアーノ様は社交界で派手に活かつ躍やくしているが……彼の父親や祖父の情報が、そういえば欠けている。

　よく『成金』と呼ばれている一代で財産を築いた富ふ豪ごうでは、世界中の社交界にあれほど自由に出入りすることは難しい。

　……もしかして偏へん屈くつな一族だったのだろうか？　その反動で、アドリアーノ様はあんな性格になったとか？

「今日から一週間、彼をこの屋敷に迎むかえる！　ハネムーンのようなものだから、全員休きゆう暇かを取っていいぞ！」

　アドリアーノ様の言葉に、高こう齢れいの家令と執しつ事じが失神しそうな顔をしている。

「ハネムーン……ですか？　というか……」

　高齢の家令が、心配そうな顔で私を見る。それからハッとした顔になり、

「以前、パーティーでお見かけしたことがございます。あなたはフェラン・グランディス様に同行なさっていた秘書の方では……？」

「はい。ルカス・フローレスと申します。グランディス家の家令、ホセ・フローレスの息子むすこでもあります。先代の家令は祖父です」

「おお、そうでしたか。お父様にはいろいろとお世話になっておりますよ。先代の家令であるあなたのお祖父とは、よくお茶をご一いつ緒しよしたものです」

　彼の言葉に、私は少し驚いてしまう。

　父や祖父は付き合いがある執事や家令の話をよくしてくれたが、「ヴェルディ家の～」という話は聞いたことがない。もしかしたら、別の家に勤めていた人なのかもしれない。

　彼は私を見つめ、それからほうっとため息をついて、

「立派に、そして本当に麗うるわしい青年になられた。あなたがまだ小さな頃ころに、一度お会いしたことがあるんですよ。あれはたしか、グランディス様の南フランスの別べつ荘そうでした。あの時……」

「ちょっと待ってくれ」

　私と家令の間に、アドリアーノ様が無理やり割り込んでくる。

「積もる話は後にしてくれ。ともかく私は、この一週間で彼を口説き落とすつもりなんだ。二人きりになりたいので、全員に休暇を……」

「一週間、全員が休暇を？　それはどう考えても無理でございます」

　家令がとても心配そうに言う。

「この広いお屋敷のすべてを、ご自身でお掃そう除じなさるおつもりですか？　庭の手入れは？　車の運転は？」

　家令の言葉に、彼は呆ぼう然ぜんとした顔になる。どうやら自分が生きていくのにどれほど労力がかかっているのかが解わかっていないらしい。

「せっかく、彼とのハネムーンを楽しもうと思ったのに」

　アドリアーノ様の言葉に、家令達はさらに度ど肝ぎもを抜かれた顔をする。私はため息をついて、

「誤解があるといけませんので、私から説明させていただきます」

　言うと、使用人達の視線が一いつ斉せいに私の方を向く。

「アドリアーノ様と、私の主人であるフェラン様がふざけて賭かけをなさいました。アドリアーノ様が賭けに勝ち、なぜか私が、一週間、ここにお邪魔することになってしまいました」

　私の言葉に、使用人達は揃そろって気の毒そうな顔をする。

「アドリアーノ様は、本当に気まぐれですからね。ご迷めい惑わくをおかけして申し訳ありません」

　何かを言おうとしたアドリアーノ様を睨にらんで黙だまらせ、それから私に真っ直すぐに向き直る。

「あなたは、グランディス様のお身内ともいえるほど縁えんの深い存在。大切なお客様としてお迎えし、私ども一同、精せい一いつ杯ぱい尽つくさせていただきます」

　言いながら、私に向かって深く頭を下げる。ほかの使用人達もそれに倣ならい……私は面めん食くらってしまう。

「ありがとうございます。でも、私はグランディス家のいち使用人です。お客様扱あつかいされては逆に居い心ごこ地ちが悪いです。私の祖父も父もお世話になっている身ですから」

　私は顔を上げた家令を見つめながら、

「せっかくですから、勉強のためにも何か仕事を手伝わせていただけませんか？　もしも空きがなければ庭の雑草むしりでもなんでもします。別のお屋敷に滞たい在ざいし、経験のある方々の近くで学べる……こんな機会はめったにありませんので」

「……おお」

　使用人達の間から、感かん嘆たんの声が漏もれる。家令は目を細めて、

「さすがは彼のお孫さん。本当に勉強熱心でしっかりした方で……」

「ああ～、ちょっと待ってくれ」

　アドリアーノ様が、また無理やり話に割り込んでくる。

「この屋敷で彼と二人きりになるのは無理だということが解った。だが、私は彼を使用人として扱う気はないんだ。どうしても仕事をするというのなら、私と常に同行し、秘書のサポートをしてもらう」

「大だい丈じよう夫ぶですか？　アドリアーノ様は気まぐれですし、ご迷惑をおかけするのでは……」

　心配そうな顔をする家令に、私はにっこり笑ってみせる。

「仕事の内容は、アドリアーノ様と打ち合わせをしてみます。ともかく、一週間、よろしくお願いいたします」

　私が頭を下げると、使用人達も深々と頭を下げてくれる。アドリアーノ様が、

「ここにいては話が進まない。おいで、フローレス。部屋に案内する。君には、一週間、私の部屋で一緒に寝ねてもらうから」

　私の二の腕うでを摑つかんでいきなり歩きだす。私は驚おどろきながら、

「ちょっと待ってください。私は使用人用の部屋をお借りして……」

「ダメだ。そんなことをしたら、きっと君は家令の手伝いばかりして私にかまってなどくれなくなる。……私の部屋に滞在すること。決まりだ」

　きっぱりと言われたアドリアーノ様の言葉に、私は思わずうなずいてしまう。

「わかりました。仰おおせの通りにさせていただきます」

「おいで、こっちだ」

　彼は言いながらエントランスホールを突つっ切り、正面の大階段を上り始める。私は彼に引きずられるようにして階段を上がりながら、フェラン様が苦く笑しようしながら言っていたことを思い出していた。

『ずっとふざけていてとても深いことを考えているとは思えないのに、最後の最後に鶴つるの一ひと声こえですべてを動かし、しかも成功させてしまう。あれも一種のカリスマ性かな』

　……たしかに、彼には有う無むを言わせずに言うことを聞かせてしまう迫はく力りよくがある。それをカリスマ性と呼ぶのかどうかは、まだよく解らないが。

　彼は私の腕を摑んだままで階段を上りきり、廊ろう下かを歩きだす。

　廊下の床ゆかには落ち着いた色合いの絨じゆう毯たんが敷しかれ、ふわりと靴くつを受け止める。廊下の左側には一定の距きよ離りを空けてドアが続き、廊下の右側は窓になっている。時代を帯びた手延べガラスの向こうには、美しい中庭を見下ろすことができた。

　揃いの作業着を着た若い庭師達が、楽しげに話しながらトピアリーの剪せん定ていをしている。経験豊富そうな高齢の庭師が、彼らの間をにこやかに歩き回りながら指導をしている。完かん璧ぺきな形に整えられた木々の向こうに、美しい花々が咲さき誇ほこる花か壇だんが見える。主人の趣しゆ味みなのか、花の色がブルーからパープルへのグラデーションで揃えられていて、そのポイントとして白い花が植えられている。観葉植物の種類も淡あわい緑のものから、青みを帯びた深い緑の植物まで多た岐きにわたっている。一見するとまるで緑の多い田舎いなかに来たかのような風情ふぜいを保ちつつ、しかし実は鋭するどいセンスに裏打ちされた美しさを持つ庭は、グランディス家の完璧に整備された庭を見慣れている私から見ても、本当に見事だった。

「素す晴ばらしいお庭ですね」

　私が思わず見とれながら言うと、彼は少し驚いたように立ち止まる。それから私の視線を追って中庭を見下ろしてくる。

「たしかに、職しよく人にん肌はだの庭師たちが丹たん精せい込めて作り上げてくれた自じ慢まんの庭だ。だが……今は、君の余よ裕ゆうが少し憎にくらしいな」

「余裕？」

　私は言いながら、彼の顔を見上げる。

「私は、余裕をなくさなくてはいけないような状じよう況きようにありますか？」

　彼は面食らった顔をし、それから複雑な顔で苦笑する。

「これで怒おこれない自分が、本当に情けない。まあ……そこが君らしくもあるんだが」

　彼は言いながら、握にぎり締しめていた私の腕をやっと放してくれる。ホッとしたのも束つかの間、いきなり私の肩かたを摑んで自分の方を向かせる。

「でも、こうしたら少しは危機感を感じない？」

　間近に見下ろされて、私は思わずため息をついてしまう。彼は傷ついたような顔で、

「な、なぜ、そこでため息をつくんだ？」

「失礼しました。ただ、これからの一週間、あなたのお相手をするのかと思ったら、つい」

「ああ、まったく……」

　彼は、天てん井じようを仰あおいでため息をつく。

「私の片思いだろうとは思っていた。だが、君だって少しは私に興味がある……そう思っていたんだが……」

「自意識過か剰じようという言葉をご存じですか？　いえ、別にあなたがそうだと言っているわけではないのですが。それから……」

　私は彼のことをちらりと睨んでやりながら、

「できれば肩を摑んだその手を放していただけませんか？　こういう接せつ触しよくには慣れておりませんので」

「ああ……難なん攻こう不ふ落らくとはこのことか」

　彼はもう一度ため息をつき、それから私の肩からやっと手を放してくれる。廊下を先に立って歩きだしながら、

「夜になったら私と一いつ緒しよのベッドに寝るんだよ。これは命令だ。いいね？」

「はい、仰おおせのままに」

　私の言葉に、彼はとても驚いたように振ふり返る。

「ええっ、本当か？　なんだかんだと嫌いやみを言って断られるかと思ったのに……！」

「私は使用人としてここに来たつもりです。ご命令には従います」

「ほ、本当か？」

　彼は愕がく然ぜんとした顔で私に向き直り……それから、とても真しん剣けんな顔になって、

「じゃあ……一週間、毎晩おやすみのキスをしてくれ、と命令したら？」

「ご命令には従います」

「えええっ！」

　彼はとても驚いたように叫さけび、それから私の顔を見つめたままで動きを止める。それから何かの覚かく悟ごを決めたように、

「じゃあ……毎朝おはようのキスをするように、と言ったら？」

「お望みでしたら、そのように」

　彼は何か思いつめたような顔になって、

「それなら……今すぐに服を脱ぬいで、ここで全ぜん裸らになれと命令したら？」

「命令でしたら、仰せのままに」

　私は言いながら、自分のネクタイの結び目に指をかける。それをゆるめようとした私の手を、彼の手がしっかりと握って止めた。彼はなぜかショックを受けたような顔で、

「一つ、とても重要なことを聞きたいんだが……」

「どうぞ」

「フェランに、似たようなことを命令されたことは？」

　彼の声が緊きん張ちようしたようにかすれる。私は彼の顔を真っ直すぐに見上げながら、

「ありません。フェラン様はそのような命令をするような方ではありませんので」

　彼は秀しゆう麗れいな眉み間けんに苦しげな皺しわを寄せて、

「それなら……私が『今夜、私とセックスしろ』と命令したら？」

「ご命令には従います。もしもあなたが本当にそんなことをお望みでしたら、ですが」

　私が言うと、彼はとてもつらそうな顔のままで私を見つめる。

「私は君に夢中だと言っている。もちろん君とセックスしたい。君の裸はだかが見たいし、感じた君がどうなるか知りたい。君の唇くちびるに数え切れないほどキスをして、君の身体からだのあらゆる部分を愛あい撫ぶして、その脚あしを広げさせて、とんでもなく淫みだらな姿にしてみたい」

　私は黙だまったまま彼を見上げ、彼の反応を見る。彼は思いつめたような目で私を見つめ……。

「ああ……ダメだ」

　今にも泣きそうな声で言い、手で顔を覆おおって天井を向く。

「君のことが好きなんだ。そんな命令ができるわけがない！」

　彼の言葉に、私はホッとため息をつく。

　……やはりそうだろうと思った。フェラン様の友人が、そんなひどい命令をするわけがないんだ。
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　……嫌いやな予感がする。

　シャワーを浴び、彼が貸してくれたシルクのパジャマに着き替がえた私は、アンティークの豪ごう奢しやなベッドに横たわり、息を殺している。

　……『先に寝ねていてくれ、これは命令だ』などと言われたので仕方なくベッドに入ってはいるが……あのアドリアーノ様がおとなしく寝るとは、とても思えない……。

　背後で、バスルームのドアを開閉する音がする。脱だつ衣い室の電気が消され、部屋を微かすかに照らしているのは、ベッドサイドにおかれたガレのランプの仄ほの暗ぐらい光だけになる。

　大理石の床を裸足はだしで踏ふみながら、彼がベッドに近づいてくる。そして……。

「フローレス、起きている？」

　微かな声で聞かれて、私は慌あわてて寝ね返がえりを打って起き上がる。

「はい、起きています、なんの御ご用ようでしょう？」

　私が言うと、彼は苦く笑しようして、

「君が寝てしまっていないかを確かめただけだ」

　言いながらいきなりベッドに乗り、私をシーツの上に押し倒たおす。間近に顔を近づけて、

「寝込みを襲おそう趣しゆ味みはないんだ。きちんと君が起きている時に襲いたい」

　彼が言いながら、私の襟えり元もとに顔を近づけようとして……。

「愛してるんだ、フローレス。このまま君が欲し……ぐっ！」

　いざという時に主人の身を守れるように、私の一族の男はいくつもの格かく闘とう技ぎを会え得とくすることが義務づけられている。私は父や祖父ほど強くはないが、いくつかの格闘技の有段者だ。

　私は彼の手首を握り、そのまま後ろに捻ひねり上げていた。がっしりとした体たい軀くの彼にこんなことをしてもたいしたダメージではないだろうが……少なくとも、ふざけた言葉を止めるのには有効だろう。

「私は、執しつ事じ、兼けん、秘書の仕事をするためにここに来たと理解していたのですが。しかしあなたの目的は違ちがった？　私に、性せい欲よくの処理をさせるために連れてきたのですか？」

「性欲の処理だなんて言うな！　私は君のことを愛しているんだ！」

　アドリアーノ様は叫ぶけれど、私はため息をついて、

「愛しているからと言って、相手を無理やり押し倒すのですか？　それがあなたの一族のやり方ですか？」

　真っ直ぐに睨にらみ上げてやると、彼は言葉を詰つまらせる。それから、

「……悪かった。今夜は君がいつもよりも少し優やさしい気がして、調子に乗ってしまった」

「私が邪じや魔までしたら、隣となりの専用リビングのソファで寝かせていただきますが？」

　私が言うと、彼は慌ててかぶりを振って、私の上から慌ててどく。

「そんなことをさせられるわけがないだろう？　もしも君が嫌なら、私はリビングのソファで寝る！」

「私に使用人用の部屋を使わせてくださるという選せん択たく肢しはないのですか？」

「ない」

　彼はまたきっぱりと言い、私は二の句が継つげなくなる。彼は、

「明日は私に同行して、ヴェルディ海運のニューヨーク支社に出社してくれ。フェランの秘書は優ゆう秀しゆうな人材として有名だった。私の秘書もしてくれるだろう？」

　その言葉に、私は驚おどろいてしまう。

「私がですか？　ヴェルディ海運の取とり締しまり役やくであるあなたには、何人もの専属の秘書がいるのでは？　私がいても足手まといなだけでしょう」

「秘書は三人いる。だが、彼らに君のことを話したらとても喜んでいた。他社のやり方を学ぶ勉強のチャンスだとね。……君にとっても視野を広げるチャンスでは？」

「それはそうですが……」

　私は彼らの開けっぴろげさに面めん食くらいながら思う。

「……普ふ通つうはもう少し警けい戒かいしませんか？　私が企き業ぎようスパイのようなことをしないか、とか」

「特に秘密にしていることはないしなぁ。私は実務専門なので、いろいろなデータは社長である私の叔父おじが管理しているんだ。それに……」

　彼は私の顔を見つめながら、ふいに白い歯を見せて笑う。

「君がそんな人ではないことは、ずっと昔から知っている。でなければこんなに惚ほれたりはしないよ」

　真っ直ぐな言葉が、なぜか胸に痛い。あまりにも眩まばゆい彼の前にいると、自分がとても小さい人間であることを思い知らされる。自分が彼の信しん頼らいを得るのに相応ふさわしいほど仕事ができる人間かどうかをつい考えてしまうし、さらに人間性の話になるとまったく自信がない。自分が魅み力りよくなどない、神経質な堅かた物ぶつであることは嫌というほど自覚しているからだ。

「君は、たまにそういう顔をする。どこかつらそうな、少し悲しそうな。……もしかして、自分なんか魅力も実力もない……とかネガティブなことを考えている？」

　アドリアーノ様の言葉に、私は少し驚きながら、

「どうしてそれを……」

「図星か」

　アドリアーノ様は言って、深いため息をつく。

「君は綺き麗れいなだけでなく、仕事ができて、優しくて、とても魅力的な人だ」

　ふいに真面目まじめな言葉で言われて、ドキリとする。

「もしかしたら自己嫌けん悪おに陥おちいることもあるかもしれないけれど、それは君の目標がとても高く、しかも自分にとても厳しい人だからだ。君は本当に素す敵てきだよ」

　囁ささやかれた言葉が、胸にじわりとしみてくる。いつも不完全で、自己嫌悪ばかりしている自分が、ほんの少しだけ救われるような気がする。

「買いかぶりすぎです。でも……」

　私は、胸がじわりと熱くなるのを感じながら言う。

「……お世辞でもそう言っていただけると、少しだけ気が楽になります。こんな自分でも、努力を続ければ少しは向上できるのではないかという希望が持てます」

　私の言葉を、彼は黙ったまま聞いてくれる。それから、

「君を褒ほめる言葉なら何千と思い浮うかぶのだが……今は、言わない方がいいんだろうな。君のそういうストイックなところを、私はとても尊敬する。私は自分に甘い人間だからね」

　彼は言ってから、ふいに苦笑して、

「いけない。このままでは朝まで話してしまいそうだ。君を寝ね不ぶ足そくにさせたらフェランとユウヤに叱しかられてしまうよ。……ああ……寝る前に……」

　彼は言いかけ、迷うように言葉を切る。

「なんですか？」

　私が言うと、彼は意を決したかのように、

「無理ならいいのだが……抱だき締しめさせてくれないか？　それ以外は我が慢まんするから」

　思いつめたような口調に、私はため息をつく。

「それくらいなら……」

「本当に？　ありがとう」

　彼は私に両手を伸のばし、私の身体からだをそっと抱き締める。

「……おやすみ、フローレス。いい夢を」

　彼の囁きが、私の髪かみを揺ゆらす。なぜか、また鼓こ動どうが速くなってしまう。

「……おやすみなさい、アドリアーノ様」

　彼は仕上げのように私をキュッと強く抱くと、そのまま手を放す。それから横になって私に背を向ける。

「明日は七時起きだ。寝ね坊ぼうしないように」

　彼の言葉に、私は笑ってしまう。

「秘書である私は遅ち刻こくなどするわけがありません。それよりもあなたが心配です」

　私は言いながら手を伸ばして、ベッドサイドテーブルのスタンドの明かりを消す。

「おやすみなさい」

　もう一度言うが……彼が答えないことに気づいて彼を振ふり向く。

「アドリアーノ様？……えっ？」

　彼の背中が、ゆっくり上下している。すでに寝ね入いってしまったのだろう。

　……まったく、子供か、この人は？
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　次の日、私は彼の会社に連れて行かれた。リムジンから降りた途と端たん、何人もの秘書が車寄せで彼を出で迎むかえて驚いてしまう。遅刻したのだろうか、と思うが……そっと腕うで時ど計けいを見ると、まだ彼が言っていた始業時間よりも前だ。

「この件は、私が直接連れん絡らくを入れておく。……これは十時からの事業企き画かく部との会議で決定する。……ああ、この会社との取引は中止する。安価で品質の悪いものを使うことは、我わが社の信念に反するだろう？」

　彼は歩きながら、秘書からの質問に次々に答えていく。エレベーターの中で何枚もの書類にサインをし、電話でどこかに指示を与あたえる。エレベーターが最上階に着くと、扉とびらが開いた途端に秘書達が短く挨あい拶さつだけして、散っていく。素す早ばやく仕事を進めに行ったのだろう。

　……車寄せからここまでの間に、十件以上の案件を片付けている。

　私は長いストライドで廊ろう下かを歩く彼を横目で見上げながら、内心舌を巻いていた。

　……フェラン様も相当仕事が速く、殺人的なスケジュールをこなしていたが……彼もそれに匹ひつ敵てきする……というか、フェラン様以上かもしれない。

「おはようございます！」

　社長室がある最上階には、取締役用の部屋だけでなく、立派な会議室もあるらしい。分厚い資料を抱かかえた若い社員達がそこから出てきて、口々にアドリアーノ様に挨拶をする。

「おはよう、ミスター・ロレンツォ、それにミスター・オガワ。早朝会議があるおかげで、早起きさせてしまったな」

　アドリアーノ様が気軽な調子で話しかけ、若い社員達は嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

「いいえ。朝の方が頭がすっきりしていますし！」

「今日の会議も頑がん張ばります！　若い社員達からも、いろいろといい企画が出ていますので！」

「なるほど、期待しているよ。……じゃあ、また後で」

　アドリアーノ様は言いながら、廊下にあるドアの一つの前に立ち止まる。ドアの脇わきに設置された指し紋もん認にん証しよう装置に指をかざす。ピッと音がして、赤かったランプが緑色に変わる。

「あとで、君の指紋も登録しよう。私の部屋には自由に出入りしてくれていいから」

　言いながら、ドアを押し開く。彼にうながされて部屋に入った私は、思わず立ちすくんでしまう。

　フェラン様のニューヨークのオフィスもビルの最上階にあるが……セントラルパークを見下ろせる、クラシカルでのんびりとした雰ふん囲い気きの部屋だ。

　しかし、ここはいかにも摩ま天てん楼ろうという雰囲気の超ちよう高こう層そうビルの最上階。まるでヘリコプターから見下ろしているかのような景色に、思わず見とれてしまう。

「すごい景色ですね」

「なかなかいいだろう？　ニューヨーク支社を作る時には景色が綺麗なところを……と思ってこのビルを狙ねらっていたんだ」

　部屋の内装は、重じゆう厚こうなアンティークの家具で統一されていた。大きな本ほん棚だなにはいろいろな言語のビジネス書や分厚いファイルが並び、窓まど際ぎわには巨きよ大だいなデスクが置かれている。手前には座り心ごこ地ちのよさそうな革かわ製せいのソファが向かい合っている。

「ソファに座っていてくれ。……どうぞ」

　彼の言葉にうなずき、私はすすめられたソファに腰こしを下ろす。フェラン様のオフィスでは座る暇ひまなどないほど忙いそがしく働いているので、こうしているのはなんだかとても違い和わ感かんがある。

「あの、何かお手伝いすることがあれば……」

「すぐに忙しくなる。とりあえず始業時間まで一休みしよう」

　彼は言って、立ち上がろうとした私を手で止める。

　秘書が先に入って彼が出社してくるための準備を済ませていたようで、部屋の中には微かすかなコーヒーの香かおりが漂ただよっていた。

「早朝から活気があって驚おどろいただろう？」

　彼が言いながら、壁かべ際ぎわの棚たなの開き戸を開ける。そこに設置されていたのは、最新式のエスプレッソマシン。部屋に漂う香りは、ここからのものだったようだ。

「ストレートのエスプレッソは大だい丈じよう夫ぶ？　もしミルクが必要なら、秘書に用意させるよ」

　彼は言いながら、慣れた仕草でマシンにカップをセットしている。

「大丈夫です。ストレートで。苦いのはとても好きですから」

「それなら、オススメのダークなローストを」

　彼は言いながら、エスプレッソの粉が入っているであろうポッドを選び、マシンの中に設置する。蓋ふたを閉めてボタンを押すと、すぐに湯気と共に、濃こいエスプレッソが抽ちゆう出しゆつされる。

「朝から人が多くて驚いただろう？　うちはフレックス制なんだが、効率を追求したら朝早くから働いて夜は早めに帰るというのがいいみたいで……最近はみんな早起きだ」

　楽しそうに言って、抽出し終わったエスプレッソのカップをローテーブルに置く。

「たしかに早めに出社する方が、車の渋じゆう滞たいや電車のラッシュに巻き込まれずにすみますね」

　私は少し感心してしまいながら言う。

「そんなことで体力を消しよう耗もうするのはもったいないからね。それに海外の取引先とのやりとりも多いので、始業時間になったらすぐに仕事はフル回転する。その前に準備を済ませておかないと、ほかの国のペースについていけないんだ」

　二杯はい目のエスプレッソを淹いれた彼が、カップを持って私の向かい側に座る。

「どうぞ。遠えん慮りよせずに飲んでくれ」

　彼に言われて、私は慌あわててカップを持ち上げる。彼は、

「……ああ、そんなに急がなくていいよ。火傷やけどをしないように」

　彼に言われて時計を見上げると、始業時間まであと二十分ある。仕事の前に一休みをするなどというサイクルに慣れていないせいか、こんな時間はやけに優ゆう雅がに感じる。

「朝が早い分、夜は早めに仕事を終わらせるようになった。夕方に退社すれば帰り際に買い物やデートも可能だ。家庭サービスも大いにできるようになったと、既き婚こん者からも好評だ」

　彼は言いながらエスプレッソを飲み……微笑みながら私を見つめる。

「こういう仕事のサイクルになっていてよかったと、今日ほど思ったことはない。君と、ゆっくりと夜を過ごせるということだからね」

　やけに優やさしい声で囁ささやかれ、鼓動が速くなる。

　……ああ、いったいどうしたというのだろう……？
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「君はそこでゆっくりしていてくれ。慣れない会社で疲つかれただろう？」

　スーツから普ふ段だん着ぎに着き替がえたアドリアーノ様と私は、屋や敷しきの中の一角にある家族用のダイニングルームに来ている。

「働く私の姿を見て、惚ほれ直した？」

　アドリアーノ様が言う。

「昨夜はシェフの作ったものだったが……今夜のディナーは私が作る。そして、君を夢中にさせるんだ」

「作る？　あなたがですか？」

「もちろんだ。料理のできる男はモテるからな」

　彼は、自信満々で言う。フェラン様も器用な方だし、最近の男は料理ができても不思議ではないが……。

「すぐにできるから」

　彼は厨ちゆう房ぼうに向かいながら、シャツの袖そで口ぐちのボタンを外し、袖をまくりあげる。

「何をお作りになるのですか？　お手伝いしましょうか？」

　私は言うが、彼はかぶりを振ふって、

「いや、私一人でじゅうぶんだ。君はそこでくつろいでいてくれ」

　言いながら厨房に入っていく。私は示されたダイニングチェアに座るが……再び嫌な予感を覚える。

　……そういえば、フェラン様が、以前、『アドリアーノは絶望的なほど不器用』と言っていた。まあ、感情の表現が不器用で誤解を受けやすいという意味かもしれないが……。

「うわっ！」

　厨房の方から声が聞こえ、それに続いて激しい金属音が響ひびきわたる。ボウルを大量に落としたような音だ。

「どうしました？」

　私は慌ててダイニングチェアから立ち上がり、厨房に飛び込む。厨房のタイルの床ゆかの上には、大量の大小のボウルが転がっていた。作業台の上にある棚の扉とびらが開いているところを見ると、彼が何かを取り出そうとして積みあがっていたそれをすべて落としてしまったのだろう。

「……くう……金属製の調理器具は攻こう撃げき力が強いな」

　痛そうな声に私は慌てて顔を上げ、彼が頭を押さえていることに気づく。

「大丈夫ですか？」

　私が聞くと、彼はうなずいて、

「驚かせてすまなかった。ボウルを取ろうとしたら山が崩くずれてきた。もう大丈夫だ」

　その言葉に、私は不安を覚えながらも厨房を後にする。

　……本当に大丈夫なのだろうか？　やはりとても不器用な人のような気がするのだが……。

　私は思いながらもダイニングに戻もどり、フランス窓を開いてベランダに出てみる。庭のトピアリーは美しくライトアップされ、刈かり込んだばかりの芝しばから、瑞みず々みずしい緑の香りが立ち上る。

　私はグランディス家の屋敷の、使用人用の離はなれで生まれた。そしてずっと、そこで育った。私にとってはあの屋敷はとても素す晴ばらしく、思い入れのある場所だ。ドイツのホテル学校に留学している間も、あの屋敷を思い浮うかべては微かなホームシックを覚えたものだ。フェラン様に同行して世界中のあらゆる王族の別べつ荘そうや、大だい富ふ豪ごうの屋敷のパーティーに参加してきた。だが、グランディス家の屋敷に敵かなう場所はないと思ってきた。なのに……。

　……この屋敷は、あそこに勝まさるとも劣おとらないほど、素晴らしい。

　庭師のセンスの良さ、使用人達が愛着を持って手入れをしている屋敷の内部、洗練されたアンティークで揃そろえたインテリア。すべてが私の鼓こ動どうを速くさせる。こんなことは初めてかもしれない。

　……屋敷というのは、主人の性格をよく反映する。

　だらしのない性格の主人がいる屋敷はどこか怠たい惰だな雰ふん囲い気きだし、下品な主人のいる屋敷はどこからどこまでも趣しゆ味みが悪い。

　……この居い心ごこ地ちのよさは、アドリアーノ様の性格によるのかもしれないな。

　私は、気持ちのいい風を頰ほおに受けながら思う。

　彼は確かにふざけた男だが、一いつ緒しよにいる人間を陽気な気分に巻き込んでしまうような、不思議な力がある。事実、堅かた物ぶつの私でさえ、こんなふうにリラックスして……。

「……ん？」

　緑の香かおりの風に、何か異質な臭においが混ざる。それは何かが焦こげているかのような……？

　私は慌てて部屋の方を振り返り、キッチンが黒々とした煙けむりでいっぱいになっていることに気づいて驚きよう愕がくする。

「どうしたんですかっ？」

　私は部屋に入り、ダイニングを走り抜ぬけてキッチンに入る。彼はレタスを千切っていたが、やり方が荒あらっぽすぎて作業台がレタスでいっぱいだ。そして……。

「焦げているじゃないですか！」

　強火にかけられたフライパンから、もうもうと黒い煙が上がっている。アドリアーノ様は驚おどろいた顔で、コンロの方を振り返る。

「え？　ああっ！」

　持っていたレタスを放り出し、鉄のフライパンの柄えをいきなり握にぎろうとする。

「危ない！　素す手でで触さわらないでください！」

　私はとっさに叫さけんで飛び出し、彼を押し退けて火を止める。キッチンタオルを柄に巻き付け、フライパンをシンクに放り込んで上から水をかける。ジュウッという大きな音がして、激しく白い煙が上がる。

「近づかないで！　蒸気で火傷をしますよ！」

　興きよう味み津しん々しんでフライパンを覗のぞき込もうとしていたアドリアーノ様が、慌てて身を引く。

「厨房というのは、危険がいっぱいの場所なんだな。知らなかったよ」

　彼が呆ぼう然ぜんとした声で言う。

「……は？」

　彼の言葉に、私は驚いて振り向く。

「モテる男は料理がうまいのだと自信満々だったじゃないですか。料理はいつもやっているのでは？」

「ああ、いや……」

　彼は肩かたをすくめながら、

「専属シェフ達が働くのを、カウンター越ごしによく見ていた。だから自分にもできるのではないかと思っていたんだが……実は、厨房に入ったのは今日が初めてだ」

　白い歯を見せながら爽さわやかに言われて、私は脱だつ力りよくする。

「……それで？」

　見下ろすと、フライパンの中には、真っ黒になった何かがへばりついている。よく見ると、それは薄うす皮かわをむかないままの丸ごとのニンニクと、驚くほどたくさんの唐とう辛がら子しだった。

「……初めて入った厨房で、いったい何を作ろうとしていたんですか？」

「アーリオ・オーリオ・ペペロンチーノとエーゲ海風のサラダだ。これなら簡単だろう？」

「アーリオ・オーリオ・ペペロンチーノの意味は理解しておられますか？」

　私の言葉に、彼は自信たっぷりの顔でうなずく。

「イタリア語はネイティブ並みに話せるからね。ニンニクと唐辛子と……ああ、オリーブオイルを入れ忘れたなぁ」

　彼の言葉に、私はため息をつく。

「メニューはわかりました。私がお手伝いをしましょう。アーリオ・オーリオ・ペペロンチーノとサラダなら、すぐに作れます」

　言いながら厨房を見み渡わたし……そして広々としたそこが恐おそろしいほど散らかっていることに再びため息をつく。この男が入る前には、完かん璧ぺきに片づけられていた厨房が、まるで嵐あらしの後のように散らかっている。

　さっき落としたボウルはそのまま床に転がっているし、いったい何をしていたのかと思うほどレタスの葉が散らばり、さらにドレッシングを作ろうとしたのか、作業台の上がこぼした油でべたべたになっている。小さなボウルに作られたドレッシングらしき液体は上に五ミリほどの油を浮かべただけで、あとのほとんどの部分が酢すでできているようだ。こんなものをサラダにかけたら、むせかえるに決まっている。

　……いったい、どんなに手て際ぎわが悪いんだ……。

　私は思いながら作業台の上を掃そう除じし、洗い物をシンクの中にまとめる。

「……君は本当にすごいんだなぁ」

　感かん嘆たんしたように言われて、フライパンを洗っていた私は驚いて顔を上げる。

「……は？」

「何もかもをてきぱきとこなし、料理までできるんだろう？　心から尊敬するよ」

　普ふ通つうの男に言われたら嫌いやみに聞こえそうなストレートな言葉。だが彼の開けっぴろげな表情で言われると、それが本気であることが伝わってくる。

　……なんなんだ、この浮き世離ばなれした男は。

「まったく、どこの国の王子様ですか」

　私が言うと、彼はなぜかとても驚いた顔で私を見つめる。

「……今、なんて？」

「あなたが王子様並みに浮き世離れしていると言ったんです。厨房から出ておとなしく座っていらしてください」

　私が言うと、彼はなぜか複雑な顔でダイニングチェアに座る。

　……いいところを見せられなかったのが、そんなに悔くやしいんだろうか？

　私はすんでのところで笑ってしまいそうになりながら思う。

　……まったく、本当に子供のような人だ。

　私は油がこぼれているところを避よけて歩き、換かん気き扇せんのスイッチを最強にして、充じゆう満まんして目にしみている煙を排はい出しゆつする。拾って歩いた大量のボウルを重ねて食器洗せん浄じよう機の中に入れる。一つだけ残して洗ったボウルに、作業台の上に散らばっているレタスを入れて洗い、そのまま水につけておく。綺き麗れいに洗ったフライパンをコンロにかけ、弱火で加熱して水分を飛ばす。フライパンの火をいったん止めたところで、ドアをノックする音が響ひびいた。

「失礼いたします」

　慌あわてたような声がして、家令がダイニングに入ってくる。掃除用具と革かわ靴ぐつを持ったフットマン二人も一緒だ。フットマンの一人がアドリアーノ様の前にひざまずき、油で汚よごれた靴くつを履はき替かえさせている。もう一人は油で汚れた床ゆかと作業台の上をてきぱきと掃除している。家令は黒い煙の充満した厨ちゆう房ぼうを見回して、申し訳なさそうな顔をする。

「アドリアーノ様が『自分が夕食を作るから近寄るな』とおっしゃるので遠えん慮りよしていたのですが……やはり大変なことになったようですね。シェフを呼んだ方がよろしいですか？」

「簡単なメニューなので、シェフの手をわずらわせるほどではないかと思います。私でもすぐに作れるでしょう。……ああ、鍋なべや調味料を適当に使ってよければ、ですが」

「もちろんご自由にお使いください。何か足りないものがあればすぐに持って参ります。そこにある内線の一番が、私への直通ですので」

　彼は言ってから、ダイニングにいるアドリアーノ様をちらりと睨にらむ。

「アドリアーノ様、ミスター・フローレスのお邪じや魔まをしてはいけませんよ」

　言って、床を綺麗に掃除し終わったフットマン達と一緒に部屋を出ていく。私は足元の棚たなを開いて寸ずん胴どう鍋なべを取り出し、水をたっぷりと満たしてコンロにかける。

　それから厨房を見回して、後ろの棚にパスタの袋ふくろを見つけだす。棚の前に束になったニンニクと唐辛子、それに月げつ桂けい樹じゆの葉が縄なわでぶら下げられていることに気づき、そこから使う分だけを取って作業台に戻もどる。

　ニンニクの外側の皮をむき、内側の薄皮を残したまま包丁で潰つぶす。乾かん燥そうした唐辛子のへたを取り、アドリアーノ様に向かって、

「辛からいのは平気ですか？　もしもダメなら唐辛子の種を取りますが？」

「私は子供ではない。辛くても平気だぞ」

　少しムッとしたような声に、また笑いをこらえなくてはならなかった。……まったく、なんて人だ。

　あら熱の取れたフライパンにオリーブオイルを入れ、ニンニクと唐辛子と月桂樹の葉を入れる。あっという間に焦こげてしまうので、ごくごく弱火にして、ゆっくりと油に香かおりを移していく。さらに寸ずん胴どうに満たした水に塩を入れ、棚で見つけた計りでパスタの重さを計量する。私は百グラムでいいが、大おお柄がらな彼はたくさん食べそうだ。

「どんなサラダにする予定でしたか？　冷蔵庫の中のものを使っても大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

　私が言うと彼はうなずいて、

「シェフから、自由に使っていいと言われている。シェフがよく作ってくれる、チーズとサラミとオリーブとゆで卵の載のったサラダが好きなんだ。今夜はそれを再現しようとしていたんだが……」

「わかりました。ではそれを」

　私は言いながら冷蔵庫の中にあった食材を出していく。オリーブオイルの中のニンニクや唐辛子は微かすかな泡あわを出し、いい香りを漂ただよわせ始めている。私はコンロの火をいったん止めて、棚からミルクパンを出す。水を満たしたそれを火にかけて、洗った卵をそこに入れる。沸ふつ騰とうし始めた寸胴鍋にパスタを広げて入れてトングでかき混ぜ、冷蔵庫に貼はり付けてあったタイマーを押して、六分を計り始める。

「いい香りがして、さらにお腹なかが空いてしまった」

　まるでお腹を空かせた大型犬のような顔で言われて、私は噴ふき出しそうになる。彼が一いつ瞬しゆん、茶色の毛並みの大型犬に見えてしまったからだ。私は大型犬が大好きなので、一瞬ほだされそうになる。

　……いや、この男はただの躾しつけのなっていない狼おおかみだ！　この男が可愛かわいい大型犬のわけがないだろう！　だが……。

　心の底にある何かがくすぐられるようで、私は笑いを必死でこらえる。

　……ハーバード大学出で新進気き鋭えいの実業家、このルックスもあって社交界では本物の王子様と噂うわさされている彼が、こんな顔をするなんて。

　私は慌てて咳せき払ばらいをして、

「卵とパスタを茹ゆでるのに六分。盛りつけで五分。あと十分程度でできあがると思います。おとなしくお待ちください」

「君は本当にすごいな」

　いつの間にかアドリアーノ様が立ち上がり、カウンター越ごしに私を見つめていた。

「こんなに美しくて、賢かしこい上に、とても器用なんだな」

　本気で感心したような顔に、調子が狂くるう。

「グランディス家の屋や敷しきでは小さな頃ころから厨房に入り、シェフの手伝いをしていました。これくらいで感心されてしまっては……」

「それなら、今度は食材から調達しにいこう。君の得意料理を作ってくれ。とても楽しみだな。……というか……」

　彼は楽しげに言ってからふいに複雑な顔になる。

「……フェランに本気で嫉しつ妬としそうだ。あいつは昔から君の手料理を食べていたんだろう？」

「私は手伝っただけですから、手料理と言うほどのものではありませんが」

「それでも、憎にくらしいものは憎らしい。私は軽そうに見えても意外に一いち途ずだし、おまけに意外に嫉しつ妬と深ぶかいんだ」

　ふいに真面目まじめな顔をして真っ直すぐに見つめられ、なぜかドキリとする。

「あなたに嫉妬される覚えはありません。お腹が空いているのなら、邪魔をしないでおとなしくなさっていてください」

　私は言いながらフライパンのオリーブオイルの中に、ミルで砕くだいた岩塩と胡こ椒しようを入れる。シンプルだがいい香りと塩加減になったことを確かめてから、冷蔵庫から出したパルミジャーノ・レッジアーノをチーズおろしで粉にしていく。チェダーチーズとサラミを一センチ角に切ってから、水切りして小さく千切り直したレタスを、二つのガラスの器うつわにふんわりと盛り付ける。その上にチーズとサラミを散らし、作り直したドレッシングを用意する。

「ああ……君の相手に思い切り嫉妬できる関係になりたい……」

　アドリアーノ様がやけに真面目な声で呟つぶやき、私はドキリとする。

　私は一生を主家であるグランディス家、そして次期当主であるフェラン様に捧ささげる覚かく悟ごはできている人間だ。だから恋れん愛あいになど興味はないし、ましてや同じ男性にそんな興味が持てるわけがない。なのに……。

　私は速くなる鼓こ動どうを抑おさえようと深呼吸をしながら想おもう。

　……どうして彼といるとこんなふうに調子が狂うのだろう？




　　　　◆




「美味おいしかった。君は本当に料理が上手なんだな」

　向かい側に座ったアドリアーノ様が、うっとりと言う。彼の皿は綺麗に空になっている。

「パスタは完かん璧ぺきなアルデンテだったし、塩気もちょうどよかった。サラダの盛り付けは美しいし、ドレッシングは完全に私好みの味だった」

「お口に合ったようでよかったです」

　私は少しホッとしながら言う。とても簡単なメニューではあったが、一流の腕うでを持つシェフの料理で育った彼の口に合うかどうか、実は不安だった。

「それに……君の手料理が食べられるなんて、まるで夢のようだったよ」

「料理くらい、いつでも作って差し上げます。シェフにはもちろん敵かなわないと思いますが」

「それならオムレツを作ってくれ！　明日の朝すぐに！」

「オムレツですか？」

「苦手か？」

　がっかりしたように言う彼にかぶりを振ふり、さっき見た冷蔵庫の中身、そしてフライパンを思い出す。

「フェラン様からのリクエストで、オムレツならけっこう作ります。シェフが作るものとは少し違ちがう、特製なのですが」

「フェランが食べているのか？　それなら絶対に私も食べる！」

　アドリアーノ様はムキになったように言うが……。

「普ふ通つうのプレーンオムレツではなく、中に自家製のベーコンやチェダーチーズを混ぜ込んだ具ぐ沢だく山さんのものなのです」

「ああ……なんて美味おいしそうなんだ……」

　アドリアーノ様がうっとりと言い、私は思わず微笑ほほえんでしまう。しかし……。

「それには、タイ産のプリッキーニという小型で辛い唐とう辛がら子しを刻んだものを入れます。普通の唐辛子では絶対にあの味が出せません」

「プリッキーニ？」

　アドリアーノ様は厨ちゆう房ぼうのほうを見み渡わたして、

「この厨房にあるだろうか？」

「さっき拝見したところ、唐辛子の類たぐいはあそこに下がっている乾燥したものだけでした。あれでは違うかと」

「明日、会社の帰りにマーケットに行こうか？　そこで売っているだろうか？」

「グランディス家の屋敷には三人のシェフがいて、一人はエスニック専門でした。彼がタイから取り寄せた苗なえを、屋敷の温室で増やしていたんです。なので、市場にあるかどうか……」

「そんな……もうどうしても食べたくなっているのに……！」

　アドリアーノ様は天てん井じようを向いて絶望的な声で言い、それから何かを思いついたように、

「それなら、今からフェランの屋敷に行こう。どうせ車で三十分もかからない」

　私は腕を上げて時計を見る。

「もう十一時になります。うちの父を始めとする使用人達は、十一時で使用人棟とうに下がってしまいます。行っても誰だれもいないかと思います。フェラン様は起きていらっしゃるかもしれませんが……」

「別にフェランに挨あい拶さつをしなくても。温室に行って、プリッキーニだけ拝借してこよう」

　彼の言葉に、私は思わず苦く笑しようしてしまう。

「それでは泥どろ棒ぼうではないですか。まあ、シェフからはいつでも使ってくれと言われていますので、別に叱しかられはしないでしょうが」

「それなら行こう！」

　彼が叫さけんで立ち上がる。まるで少年のように目を輝かがやかせている彼を見て、私までなんだか心が浮うき立つようだ。

　……本当に、不思議な人だ……。




　　　　◆




「父に知られたら面めん倒どうですので、そっと入ってください」

　私は言い、温室のドアを開ける。ガラス張りの温室には巨きよ大だいな熱帯の植物が生おい茂しげり、二十四時間管理がされているために、あたたかな風がゆっくりと吹ふいている。通風口から噴ふき出す空気に葉がサラサラと揺ゆれる音が、南国の気分を味わわせてくれる。

　私は差し込む月明かりだけで木々の間を進み、熱帯の果実が茂っている場所に行く。温室の入り口の倉庫から持ってきた新しい手て袋ぶくろをはめ、小さな実をたっぷりとつけているプリッキーニの木から、グリーンや黄色、赤い実を同じくらいの割合で選んで摘つむ。とても辛からい唐辛子なので、素す手でで触さわると後が大変だからだ。摘んだ実を持ってきたビニール袋ぶくろに入れ、脱ぬいだ手袋と一いつ緒しよにスラックスのポケットに入れる。

「いいですよ。そろそろ戻……」

「シッ！」

　彼が言い、口の前に人差し指を立ててみせる。

「……誰かの声がしないか？」

　私は彼がまたふざけているのではないかと思うが……微かすかに聞こえてきた人の声に、思わず目を見開く。

「……う……っ」

　どこかから、誰かが苦しむような声が聞こえる。私は庭師の誰かが倒たおれているのではないかと思い、慌あわてて温室の扉とびらを開く。周囲を見回して……。

「……っ！」

　思わず声を上げそうになった時、彼の大きな手のひらが私の口を覆おおった。

「……邪じや魔まをしてはいけない。声を出さないで」

「……あ……っ」

　聞こえてきた声は裕也様のもの。いつもは青年らしく澄すんでいる彼の声が、今はかすれてとても甘い。

「……ダメ……」

　声は、温室の中央にある東あずま屋やから聞こえていた。東屋には籐とうでできたアジア風の大きなデイベッドが置いてあるのだが……そこに、二人の人間が重なっている。

　ベッドに仰あお向むけに押し倒されているのが裕也様、その上にのしかかっているのがフェラン様だ。フェラン様は会社から戻もどったままのチャコールグレイのスーツ姿。ネクタイ一つゆるめていない。しかし、裕也様はほぼ全ぜん裸らに近い格好。ボタンをすべて外された綿シャツを肩かたにまとわりつかせただけのしどけない格好だ。

「……フェラン……んん……っ」

　フェラン様の唇くちびるが、裕也様の胸を滑すべる。

「……や、あ……っ」

　彼の腰こしが震ふるえ、背中が反り返る。突つき出された胸の先せん端たんには、咲さきかけの蕾つぼみのような淡あわいピンク色の乳ち首くびがある。フェラン様がその先端にキスをし、チュクッと音を立てて吸い上げる。

「……ああ……そこ、吸われたら、オレ……！」

　裕也様の全身に、さざ波のような震えが走る。

「……ダメ……フェラン……！」

　ダメ、と言いながらも、裕也様の手はフェラン様の頭を抱だきしめ、ねだるように指先を彼の髪かみに埋うずめている。

　……これが……愛し合う者達の本当の姿なのか……。　>>>♥

　フェラン様は私の前では本当の姿を隠かくさない。裕也様にことあるごとにキスをし、その肩を抱き寄せる。朝の紅茶やナイトキャップ代わりのシャンパンをベッドサイドに運んだ時、二人が裸はだかのままでいる姿ならすでに見慣れてしまった。だが、もちろん二人は私の前で愛の行こう為いを始めたりなどしないし、裕也様はいつも恥はずかしがって掛かけ布ぶ団とんを鼻まで引き上げている。だから、二人が愛し合う姿を見るのは初めてで……。

「乳首を愛あい撫ぶしただけで、こんなに濡ぬれるなんて」

　フェラン様が、二人の身体からだの間に差し込んだ手をゆっくりと動かしている。

「いやらしい子だな。しかもこんなに硬かたくして」

「……や、ああ……っ！」

　裕也様の剝むき出しの脚あしが、ビクッと宙に跳はね上がる。クチュ、クチュ、という濡れた音が、温室の湿しめった空気の中に響ひびいている。

「……フェラン……っ」

　裕也様の唇から、切せつ羽ぱ詰つまった喘あえぎが漏もれた。

「……そんなに擦こすったら……出ちゃう……っ」

「まだダメだ」

　フェラン様が、初めて聞くようなセクシーな声で囁ささやく。

「私がいいと言うまで、イッてはいけないよ」

「……でも……ああ……っ」

　私は重なり合った二人の姿に呆ぼう然ぜんと見とれ……それからふとズキリと胸が痛むのを感じる。

　……これが……愛の行為というものなのか……。

「……行こう。これ以上はさすがに目の毒だ」

　アドリアーノ様は囁き、私の背中に手を当て、温室の出口に誘ゆう導どうする。私は彼と一緒に温室を出て、そっとドアを閉める。

　そのまま離はなれようとするが……頭の中が真っ白になって、足に力が入らない。私はドアに背中をもたせかけ、深いため息をつく。中学生ではあるまいし、そんなことくらいでショックを受ける年ねん齢れいではないだろう、と思うけれど……。

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

　彼の言葉に、私はハッと我に返る。彼に弱みを見せないように、ずっと気を張っていたはず。だが、あまりのことに、それすらも忘れてしまっていた。

　……主人の愛の行為を見て動どう揺ようするなんて、使用人として失格だ！

　私は思い、慌てて咳せき払ばらいをして姿勢を正す。

「もちろん大丈夫です。彼らは恋こい人びと同士ですし、私もあのくらいのことでショックを受けるような年齢では……」

　言いながら一歩踏ふみ出すが……膝ひざからカクンと力が抜ぬけてしまう。

「……あ……っ」

　転びそうになった私の身体を、とっさに伸のばされたアドリアーノ様の腕うでが支えた。肩を抱だくようにされて、頰ほおがカアッと熱くなる。

「……放してください、一人で……」

「温室の中はやけに暑かったな。あれでは眩め暈まいがしても仕方がない」

　彼の言葉に、腕を振ふり払はらおうとした私は動きを止める。

「座れるところまで腕を貸そう。おかしな真似まねなどしないから」

　きっとからかわれるだろうと思ったのに……彼はやけに真面目まじめな声で言い、私は少し驚おどろいてしまう。

「あ……」

　私はとっさに反論できず、思わずうなずいてしまう。

「ありがとうございます。すみません」

「気にしなくていい。君を無む理りやりに温室に誘さそったのは私の方だ」

　彼は私の肩を抱いたまま中庭に置かれたベンチに私をエスコートし、まるで年若い淑しゆく女じよでも扱あつかうかのような繊せん細さいな仕草で私をそこに座らせる。

「すまなかった。こんな遅おそい時間に来るなんて、私の配はい慮りよが足りなかった」

　彼は真面目な声で言い、それから空を見上げる。

「とても綺き麗れいな満月だ。愛し合う二人が、ロマンティックな気分になっても仕方なかった」

　ため息混じりの声が、混乱した私を少しだけ落ち着かせてくれる。

「そうですね」

　私は深呼吸をして、乱れた心を落ち着かせようとする。

「彼らは本当に心から愛し合っているのです。執しつ事じの仕事をしている私が、今まで目もく撃げきしなかった方が不思議でした。……私に、遠えん慮りよしてくれていたのでしょうか？」

　私の言葉に、アドリアーノ様はうなずく。

「そんな気もするな。フェランは神経の細かい男だから。私と違ちがって」

　彼は言い、彼らしくなく深いため息をもう一度ついて、

「君には、ショックだっただろうな」

「そう……ですね」

　私は前まえ髪がみをかき上げながら、正直な気持ちを口にする。

「私は堅かた物ぶつですから。自分で経験したことがないのはもちろん、愛の行為に関する知識もほとんどありませんし……」

　自分の言葉に、ドキリとする。ドイツのホテル学校に通っている頃ころ、同室の男に無理やり迫せまられたことを思い出す。胸の辺りからスッと血の気が引くような感覚は、性的なものを見てしまった時にいつも襲おそってくる感覚だ。

「そうだろうな。君はとても純じゆん粋すいな人だから」

　彼は言い、私の方にふいに手を伸のばす。

「……あっ」

　あの同室の男のことを思い出してしまっていた私は……伸ばされた彼の手に、気づいてギクリと震え、彼の手を露ろ骨こつに避よけてしまう。

「……あ……」

　彼は手を伸ばした格好のままで動きを止め、とてもショックを受けたような顔をする。

「申し訳ありません。少し驚いただけです」

　私が言うと、彼はつらそうな顔のまま苦く笑しようして、

「私こそすまなかった。動揺している君に不用意に触さわろうとするなんて……やっぱり私は鈍どん感かんすぎるな」

　言って、自分の頭の横を指差す。

「髪に、花がついているんだ。温室でついたんだろう。……このへんだよ」

　彼の言葉に驚いて、私は髪に触ふれてみる。ふわりとした感かん触しよくを摘つまんでみると、彼が言ったとおり小さな熱帯の花だった。

「ありがとうございます。それに、すみません。避けたりして」

「避けても当然だよ。私は危険な男だからな」

　彼がおどけた声で言い、私は思わず笑ってしまう。

「やっと笑ったね。少し元気が出た？」

　覗のぞき込んできた彼の顔がやけに優やさしくて、私はドキリとする。

「あ……はい。もう眩暈もしませんし、大丈夫です」

「それならよかった。心配したよ」

　彼の声まで優しくて、さらに鼓こ動どうが速くなる。

　……大おお雑ざつ把ぱで無神経な人だと思っていたのに……。

　私は自分の反応が理解できないまま、呆然と思う。

　……そんな顔をするなんて、反則だ……。

「場所を変えたほうがいいかもしれませんね。二人と鉢はち合あわせしてしまったら、お互たがいに気まずいことになりそうです」

「たしかに。……おいで」

　彼はクスリと笑い、私に手を差し出す。

　男らしく骨ばった手。長い指、なめし革がわのように滑なめらかな肌はだ。彼の手はまるで彫ちよう刻こくのそれのように美しくて、私は思わず見とれてしまう。

　彼は手を差し出したままで動きを止め、ふいにハッとした顔になる。

「ああ、すまない。こうやって気楽に触れられるのは嫌いやなのかな？　だったら……」

「いいえ」

　私は言い、彼の美しい手にそっと自分の手を乗せる。彼の大きな手の中で自分の手がやけに細く見えて、なぜかさらに鼓動が速くなる。

「助かります。ありがとうございます」

　彼はうなずいて立ち上がる私の手を支えてくれる。それから、

「ああ……肩かたを抱かれるのは、どう？」

　緊きん張ちようした声で言われて、私は思わず笑ってしまう。

「今までさんざんやっておられましたよ。今さら聞くんですか？」

「そうだったな。……ともかく、今夜は挨あい拶さつなしで帰ろう。あの様子だと、何時間も出て来そうにないからな」

　彼のさりげない言葉に、なぜか胸がチクリと痛む。熱ねつ烈れつに抱だき合う二人の姿が瞼まぶたの奥に蘇よみがえりそうになり……私は慌あわてて言う。

「そうですね。行きましょうか」

　私は歩きだそうとするが、微かすかに足元がふらついてしまう。彼は何も言わずに私の肩を抱き、そっと支えてくれる。

「故郷にある私の屋や敷しきには、大きな温室があるんだ。熱帯の植物が茂しげり、アラブ風のデザインの美しい東あずま屋やがある。庭師が丹たん精せい込めて管理している場所だから、とても美しいんだ」

　彼の言葉にはあたたかな懐なつかしさがこもっていて、彼がその場所に愛着を持っているのが伝わってくる。

「それは素す敵てきでしょうね」

「仕事が忙いそがしくてなかなか故郷には帰れないのだが……いつか君を招待したいな。仕事が早く一段落するといいのだが……」

　彼は言ってため息をつく。私は彼のスケジュールを思い出しながら、

「しばらくは難しそうですね。……というか、あなたは少し働きすぎでは？　ほかの秘書達から聞きましたが、もう何年もきちんとした休きゆう暇かを取っていないとか？」

　言ってしまってから、私は少し後こう悔かいする。

　……たしかにこれは、彼のそばに来てからずっと思ってきたことではあったが……。

「申し訳ありません。一週間だけの秘書が、余計なことを」

「ああ……いや、いいんだ」

　彼は言ってから、クスリと笑う。

「ほかの秘書達からも、同じことを言われていたんだ。だが、会社を陰かげで支えているのは自分だという気負いがあって、どうしても素す直なおに聞くことができなかった。ワーカホリックな生活に慣れてしまっているので、仕事以外に特にやりたいこともなかったしね。だが……」

　彼は私の肩をキュッと引き寄せて、

「君から言われると、休暇もいいなと思えてくる。君と一いつ緒しよに故郷に戻もどってのんびりできたら楽しいだろうな」

「そういうのも、たまにはいいのでは？　故郷の話をする時のあなたは目が輝かがやいています」

　私は思わず微笑ほほえんでしまい……彼が私の顔を覗き込んでいることに気づく。

「……どうかしましたか？」

「ああ、いや……笑ってる君は本当に綺麗だ。その笑えみが、一いつ瞬しゆんだけで消えてしまうのが、とても惜おしいんだ」

　素直な気持ちを表すような口調に、頰ほおがかすかに熱くなる。

「何をおっしゃっているのか、意味が解わかりません」

「君に、ずっと笑っていて欲しい」

　彼は言いながら、私の目を真っ直すぐに見つめる。

「君を愛しているんだ」

　本当の告白のような真しん剣けんな声に、鼓動が速くなる。

「私が誤解したらどうするおつもりですか？　そういう言葉は、パーティーで会ったどこかのお嬢じよう様さまにでも……」

「一つ、言っておく」

　アドリアーノ様は真剣な声のまま、私の言葉を遮さえぎる。

「私は、愛の告白は一人にしかしない。私が愛しているのは世界で君一人。これは、きちんと覚えていて欲しい」

　……ああ、彼がふざけているというのはよく解っている。

　私は彼のエメラルド色の瞳ひとみを見上げながら、呆ぼう然ぜんと思う。

　……なのに、どうしてこんなにドキドキするんだろう……？
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　……まさか、あんな場面を見てしまうなんて。

　私は寝ね返がえりを打ち、窓の外の月を見上げながら、小さくため息をつく。

　フェランが裕也に夢中なのはもともとよく解っていたし、二十代後半の健康な男が、熱愛する恋こい人びととセックスをしないわけがない。

　……しかも、こんなにロマンティックな月夜の晩に。

　どうしてもオムレツが食べたいと言ったのは、ただの口実だった。私はこの美しい月の下を愛するフローレスと歩きたかった。だが……フェランもその気持ちは同じだったのだろう。

　……まさか、温室でコトに及およんでいるとは思わなかったが。

　しかし。温室の中はとても美しいだけでなく、熱帯の花と濃こい緑の香かおりで満たされた空気がやけにエロティックな場所だった。正直に言えば、私もフローレスを抱き締しめそうになった。カップルになったばかりでハネムーン中ともいえるフェランと裕也が、発情してしまうのもうなずける。

　……もっと想像力を働かせるんだった。

　私はそっと寝返りを打ち、こちらに背中を向けて横たわっているフローレスを見つめる。枕まくらに広がる艶つやのある茶色の髪かみ。シルクのパジャマに包まれた肩。羽う毛もうの入った薄うすい掛かけ布ぶ団とんが、彼のほっそりとした身体からだのラインを浮うき上がらせている。彼の静かな寝ね息いきを聞いているだけで、切なさに胸が痛くなる。

　……君に、フェランのあんな姿を見せるべきではなかった。

　いつもクールで完かん璧ぺきに見えるフェランが、愛する裕也の前だけはあんなに獰どう猛もうでセクシーになる。フェランを心から慕したっているフローレスには、きっとつらい光景だっただろう。

　想像するだけで、さらに胸が痛む。

　温室から出た時、フローレスは一人で立つのがやっとという状態だった。二人の愛の行こう為いの激しさに驚おどろいたのもあるだろうが……彼は照れていると言うよりは、魂たましいを抜ぬかれたように呆然としていた。純情な彼は、主人であるフェランがあんなふうになることなど、想像したこともなかったのだろう。

　どう見ても恋こいに不慣れなフローレスが、どのくらいのことを望んでいたかはもちろん解らないが……彼が、フェランのことを心から慕っているのはたしかだろう。フェランと裕也はいかにも幸せそうで、お似合いだ。そしてフローレスも二人が結ばれたことを心から祝福しているように見えた。だが、その心の奥に複雑な気持ちがあったことは想像に難かたくない。

　私は手を伸のばし、彼の艶のある髪にそっと触ふれてみる。驚いて飛び起きたらどうしよう、と思うが……彼はぐっすりと眠ねむっているようで規則的な寝息は乱れることがなかった。

「……悪かった、フローレス」

　指先に触れた彼の髪は、猫ねこの毛のようにふわりと柔やわらかい。

「……可か哀わい想そうに。君のように純情な人には、きっとショックだっただろうな」

　囁ささやきながら、その髪をそっと撫なでてやる。

「……ん……」

　彼が小さく呻うめき、私は慌てて手を引く。起こしてしまったのかと思って申し訳ない気持ちになる。

「……悪かった。起こしてしまっ……」

　私は言いかけ、そのまま言葉を失う。フローレスがふいにこちらに寝返りを打ち、私に抱だきついてきたからだ。

　……噓うそ……だろう……？

　彼の細い指が、私のパジャマの襟えり元もとをキュッと摑つかむ。彼のひんやりした頰が、私の首筋にキュッと押しつけられる。

「フローレス、これはどういう……」

　私は、鼓こ動どうが速くなるのを感じながら言う。

　……もしかして、彼は誘さそっているのだろうか？　愛し合うフェラン達を見てあきらめがついたとき、やっと私を振ふり向いてくれる気になったとか……？

「フローレス。私は君のことが本気で好きなんだよ。いきなりこんなふうに大だい胆たんなことをしたら、どんなことをされるか……」

　私は動どう揺ようしてしまいながら言い……それから、あることに気づく。

「……え……？」

　私の首筋を、あたたかな息がくすぐる。それは規則正しく、ゆったりとしていて……？

　……誘ったのではなく、寝ねぼけて抱きついてきただけかーっ！

　私は思わず叫さけびそうになり、しかし彼を起こさないように必死でこらえる。

「……なんて人だ、まったく」

　私はため息をつきながら呟つぶやき、

「……私なら、君のことを心の底から愛してあげるのに」

　それは、私の本心から出た言葉だった。

　私と二人でいる時、フローレスはやっとリラックスした表情を見せてくれるようになってきた。だが心から打ち解けてくれているとはまだまだ言えない。

　……ああ……私は、この青年に本当に夢中のようだ……。
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「……私なら、君のことを心の底から愛してあげるのに」

　耳元に響ひびいた低い囁きに、私はゆっくりと目覚める。そして自分が誰だれかの腕うでの中にいることに気づいてとても驚いてしまう。

　……これは……。

　私は慌あわてて相手の胸から顔を上げ、相手を見上げる。

「……アドリアーノ様……」

「フローレス」

　私を見下ろしてくる瞳ひとみ。月明かりに煌きらめく彼の瞳の中に獰猛な光がある気がして、私はドキリとする。

「これは、いったい……」

　私は言いかけるが……自分が彼に無む理りやり抱だき締しめられているわけではないことに気づく。私の指は、彼のパジャマの襟元をしっかりと握にぎり締めていた。

「し、失礼しました」

　私は慌てて指を開き、彼から離はなれようとするが……。

「……あ……」

　彼の手が、私の腰こしに回ってグッと引き寄せる。

「私の胸に顔を埋うずめてぐっすりと寝ていた。これは……私のことを嫌きらってはいないということだね？」

　彼が、私を真っ直すぐに見つめて囁く。なぜか鼓動がさらに速くなり、私はさらに動揺してしまう。

「そ、そういうわけでは……」

「頰ほおが赤い。照れると、そんな顔をするんだな」

　真しん剣けんに囁いてくる彼の顔は、いつもとは別人のように見える。出会った頃ころから、私を見つめる彼の瞳の中には、いつもおどけたような光があった。やけに熱い言葉も、彼の軽い口調で言われるとからかわれているとしか思えなかった。でも、今は……。

「君を愛しているんだ」

　どこか苦しげなほど真剣な眼まな差ざしに、鼓動がどんどん速くなる。身体がじわりと熱を帯びた気がして、頰がますます熱くなる。

「また、そんなご冗じよう談だんを……」

　軽くかわさなくてはいけないのに、私の声は緊きん張ちようしたように微かすかにかすれている。

「冗談だと思う？」

　彼の手が、さらに強く私の身体を引き寄せる。

「……っ」

　風が動いた瞬しゆん間かん、ふわ、と香った芳かんばしいコロンの香りに眩め暈まいがする。

　明るい日差しを思わせる若々しいオレンジ、ジンに似た男っぽい松の香り、その奥に潜ひそむ、とてもセクシーなムスク。毎晩一いつ緒しよに寝かせられ、彼のコロンの香りにはもう慣れているはずなのに……今夜はこの香りが胸を締め付ける。

　……ああ、いったいどうしたというんだろう、私は？

「キスをしたい」

　今までに何度も囁かれたその言葉。私はそのつど笑い飛ばし、聞き流してこられたはずだ。なのに今は……。

「いいね？」

　低い声で囁かれて、ふいに思考能力が失われてしまう。月明かりの下の彼は完かん璧ぺきな彫ちよう刻こくのように麗うるわしくて、女性達がどうしてあんなに熱ねつ狂きようするのかがよく解わかる。

「……あ……」

　否定の言葉を言わなくてはいけないのに、どの言葉を口にしていいのか解らなくなる。

「キスするよ。目をとじて」

　彼が小さく囁き、その美び貌ぼうがゆっくりと近づいてくる。

　……彼は主人であるフェラン様のご友人だ。だからこんなことはしてはいけない。

　彼の胸に両手をつき、押しのけなくてはいけない。解っているのに身体からだが言うことをきかない。どうしていいのか解らず、私は思わず目をとじてしまい……。

「……ん……っ」

　唇くちびるに、彼の唇が重なってくる。

　……ああ、どうして逃にげなかったんだ……。

　見た目よりも柔らかいその感かん触しよくに、私は陶とう然ぜんとしてしまう。

　……キスなんて、生まれて初めてなのに……。

　力が抜ぬけてしまった上下の歯列の間から、彼の舌がゆっくりと滑すべり込んでくる。

「……ん……っ」

　私の舌をすくい上げ、愛あい撫ぶするように舌でなぶりながら、彼の手がゆっくりと身体の上を滑る。

「……んん……」

　彼の手が私のパジャマのボタンをゆっくりと外す。私は驚おどろき、逃げようとするけれど、しっかりとのしかかられ、深いキスを奪うばわれてまったく動くことができない。

　ボタンを外し終わったパジャマが左右にゆっくりと開かれる。肌はだに触ふれた空気が冷たくて、私は身体を熱くしてしまっていたことに気づく。

　……ああ、どうしてこんなふうに……。

　私の舌先をチュッと吸ってから、彼が顔を上げる。私の顎あごにキスをして、さらに顔を動かしていく。彼のあたたかな呼吸が肌をくすぐる。

「……あ……っ」

　肌の上に、彼のあたたかな舌が触れてくる。舌先で私の肌に細い線を描えがき、それから乳ち首くびにそっと息を吹ふきかける。

「……んんーっ……」

　そこから走った快感に、身体が勝手に跳はね上がる。怖こわくなって逃げようとするのに、彼の熱い体温と芳しいコロンを感じるだけで、身体がさらに熱くなってしまう。

　……ああ、どうしてこんな……。

「んっ！」

　彼の唇が乳首の先に触れ、私は短く声を上げてしまう。舌先が尖とがった乳首の先せん端たんをくすぐり、私の腰が勝手に跳ね上がる。

「……ああ……っ！」

「とても感じているようだね」

　彼が囁ささやき、二人の身体の間に彼の手が滑り込んでくる。

「……待ってください、アドリアーノ様……ああっ！」

　彼の手が、私の脚あしの間の部分に当てられる。

「……ンン……ッ！」

「もう、こんなに硬かたくして」

　彼の言葉に、私は愕がく然ぜんとする。

　今まで自分は、性に対して極きよく端たんに淡たん白ぱくだと思ってきた。なのに、今は……。

「……あ……ああ……っ！」

　パジャマの布地ごとゆっくりと揉もまれて、身体に生まれて初めて感じるような甘い電流が走る。私の唇から信じられないほど甘い声が漏もれ、私の先端からは先走りの蜜みつが溢あふれて……。

「……いけません、アドリアーノ様……んん……っ！」

　彼の手が、私の下着の中に滑り込む。直じかに触れられ、乳首を舌で愛撫されながらゆっくりと擦こすり上げられて……。

「……あ……出る……っ」　>>>♥

「いいよ。うんとイッてごらん」

　セクシーな声で囁かれ、チュッと音を立てて乳首を吸い上げられる。うながすように、キュッキュッとリズミカルに扱しごき上げられて……。

「……アアッ……！」

　目の前が、真っ白になる。私の先端から、ビュクビュクッ、と欲よく望ぼうの蜜が迸ほとばしり……。

「……ンン……ッ！」

　下着が、熱く濡ぬれる感触。私は喘あえぎながら呼吸を整えようとし……。

　……え……？

　気づくと、のしかかっていたはずのアドリアーノ様の体温がない。私は仰あお向むけに寝ねていて、パジャマに乱れもない。なのに身体は甘く痺しびれ、脚の間だけがたっぷりと濡れていて……。

　目を開くと、そこは見慣れない部屋。クラシカルな天てん蓋がいに、自分がアドリアーノ様のベッドにいるのだということを思い出し……。

　静かな部屋に、ゆっくりとした寝ね息いきが聞こえている。顔をそちらに向けると、アドリアーノ様が安らかな顔でぐっすりと眠ねむっているのが見えた。

　……私は……彼に愛撫される夢を見てしまったのか……？

　私は青ざめ、それからあることに気づいて一気に真っ赤になる。

　……しかも……夢精してしまったなんて……！

　私は泣きそうになりながらベッドを下り、足音を忍しのばせてバスルームに向かう。

　……ああ、中学生じゃあるまいし、何をしているんだ、私は……？








　　　　アドリアーノ・ヴェルディ・ディ・マルティネリ









　……したい盛りの中学生ではあるまいし、そのまま夢に見ることはないだろう……。

　私は自分に呆あきれながら、ため息をつく。

　午後の会議室。長い会議。収支報告をしているのはベテラン社員だが、彼はともかくいつでも冗じよう長ちようだ。ほかの取とり締しまり役やく達はあくびを押し殺しているが……私はそれどころではなかった。

　昨夜、私はフローレスを抱だく夢を見てしまった。場所は温室、そして折り重なっていたのはフェランと裕也ではなく、私とフローレスだった。

　彼はとても色っぽく喘ぎ、恥はずかしげに頰ほおを染め、最後には可愛かわいい声で泣きじゃくった。私の前にいる彼とは別人のように素す直なおで、そして淫みだらだった。

　それは……温室の中で見た、フェランと裕也の愛の行こう為いそのもの。私はあの光景を、頭の中では自分とフローレスに置き換かえてしまっていたらしい。しかも夢はとても鮮せん明めいで、見た光景以上に熱く……。

　目を覚ました時、夢のあまりのリアルさにしばし呆ぼう然ぜんとし……それから私は夢の中の自分に嫉しつ妬とした。

　……フローレスに、あんな色っぽい顔をさせるなんて……。

　私は、夢の中で見た彼の様子を思い出す。滑なめらかな白い頰がバラ色に染まり、長い睫まつ毛げが震ふるえていた。開いたままの唇からは、甘い声が漏れ続け……。

　……二人きりになりたい……。

　書類をめくりながら、私は唐とう突とつに思う。

　会社ではもちろん、屋や敷しきに帰っても、フローレスはさりげなく働き続けている。家令を手伝って銀器を磨みがき、庭師を手伝って屋敷に飾かざる花を美しく生け、シェフを手伝ってはさまざまなレシピを教えてもらっている。彼も、そして屋敷の使用人達もとても楽しそうにしているし、私にそれを止める権限などないのだが……なんとなく、疎そ外がい感を覚えてしまう。

　……しかも……。

　私は今朝、家令とフローレスが話しているのを偶ぐう然ぜんに聞いてしまった。「こんなに手伝っていただいてしまって申し訳ありません」という家令に、フローレスは「勉強になります。屋敷に戻もどってからすぐに実じつ践せんできることばかりですから」と答えていた。

　……すべては、フェランのためか……？

　私の心が、ズキリと熱く痛む。大人おとな気げないとは思うが……やはり私はフェランに激しく嫉妬しているようだ。

　私は小さくため息をつきながら、会議の時にいつも持ち歩いているメモパッドにペンを走らせ、ある言葉を書く。

『今夜、できるだけ早い時間にシンガポールに発たつ。家令に連れん絡らくをして、自家用ジェットの準備をさせてくれ。それからうちのホテルの一番いいスイートを、二泊はく押さえて欲しい』

　そして、斜ななめ後ろの椅い子すに座っているフローレスを振ふり返る。書類を見ていた彼は顔を上げ、「どうかなさいましたか？」という表情で私を見つめてくる。私が切り取ったメモを差し出すと、彼はそれを受け取り、書かれた字に目を走らせる。急な用件にも表情を変えないところは、さすがフェランの秘書を務めているだけはある。

　顔を上げた彼にうなずいてみせると、彼はうなずいてさりげなく立ち上がる。猫ねこのように足音を立てない歩き方で会議室を横切り、そっと部屋を出て行く。

　……もしかしたら、とてもくだらない作戦かもしれない。

　私は内心ため息をつきながら思い……しかし拳こぶしを握にぎり締しめる。

　……私には時間がないんだ！　ともかく、やるだけのことはやって、フェランに差をつけるしかない！







　　　　ルカス・フローレス







　ヴェルディ海運、シンガポール支社。純白の石が張られたコロニアル風のエントランスを持つ高層ビルは、さすがに一流企き業ぎようの支社だけあってとても立派だ。

　セダンから降りたＳＰ達が、車寄せにずらりと並ぶ。運転手が車から降りたのを見計らって私は自分でドアを開けてリムジンから降りる。そして車を回り込んで、ドアの前に立った運転手と並ぶ。

　亜あ熱帯であるここは想像以上に蒸むし暑い。急な話で夏向けのスーツを用意する時間がなかった。普ふ通つうのスーツを着た私は、汗あせが滲にじみそうなオーブンの中のような空気に鼻白む。汗まみれの秘書など許されないので、暑くなどない、と自分に言い聞かせる。

　車寄せには、スーツを着た何人もの男性が直立不動で並んでいる。私は、ニューヨーク支社の秘書室で見た社内資料を思い出す。真ん中にいる白しら髪がの男性が支社長、両りよう脇わきに並ぶのは副社長と専務だ。

　運転手がタイミングを見計らってリムジンのドアを開き、アドリアーノ様がリムジンから降りてくる。ヴァニラアイスクリーム色の麻あさの上下と、洒落しやれたブルーのネクタイ。悠ゆう々ゆうとして涼すずしげな姿は、まるで王のような風格だ。

　……私の前では、ただのダメな大型犬のようなのに……。

　私は、彼の姿に思わず見とれてしまいながら思う。

　……こういう時には、まるでライオンのようだ。さすがにすごい迫はく力りよくだな。

　支社のメンバーが、一いつ斉せいに頭を下げる。それから支社長が先導して、アドリアーノ様と私はエントランスロビーに案内される。ここの空気は、今度は冷蔵庫のように冷やされている。汗をかかなくていいのは嬉うれしいが、今度は風邪かぜを引きそうだ。

「ようこそいらっしゃいました、ヴェルディ副社長。またお会いできて光栄です」

　支社長が、なぜか怯おびえたような顔をして言う。

「私も、また君に会えて嬉しいよ。ところで、この間提案された、新しいクルーズの企き画かくの件だが……」

　勝手知ったる様子でロビーを歩きながら、アドリアーノ様が言う。

「……もう企き画かく書しよは上がっている？　見せてもらいたい」

「は、はい！」

　支社長が、さらに怯えた様子になって言う。

「それはもちろん、全力で企画書を作らせていただきました。本当は、今夜にでも国際郵便でお送りする予定だったのですが……」

「せっかくだから見せてもらいたい」

「は、はい、もちろんです。でしたら、会議室の方に……」

　支社長は言いながら、社員がドアを押さえて待っていたエレベーターの脇わきに立つ。アドリアーノ様と私を先に乗せ、あとから乗り込んでくる。続いてきた女性秘書が、階数ボタンを押している。支社長も彼女も、今にも死んでしまいそうなほど緊きん張ちようした面おも持もちだ。

　……いったい、どうしたというのだろう？

　私は、悠々とした様子のアドリアーノ様を見上げながら思う。

　……たしかに彼には王のような迫力とカリスマ性がある。だが、それに圧あつ倒とうされているだけにしては、様子がおかしい。

　アドリアーノ様と私は、そのまま大きな会議室に案内された。支社長達は、会議の準備のためにそそくさと部屋を出て行く。

「フローレス、シンガポールに来たことは？」

　窓まど際ぎわに立ったアドリアーノ様が、楽しそうに言う。私は、

「いいえ。初めてですが」

「そうか。屋台の料理は美味おいしいし、いろいろな民族が住んでいて街に変化があるし、歩くだけでも面おも白しろいよ。それに何より、南国の空気はとてもロマンティックだしね」

「これは出張ですよ。観光する暇ひまなどないのでは？」

　私は言いながら、ポケットから携けい帯たい電話を取り出す。

「ニューヨーク支社の方に連絡を入れなくては。急なスケジュール変へん更こうなので、あちらの仕事に無理がきていないか心配ですし」

「君は、本当に優ゆう秀しゆうな秘書だな」

　アドリアーノ様の感心したような声に、私はため息をつく。

「私は最低限のことをしているだけ。あなたの会社の秘書室のメンバーが優秀なだけです。それくらいでないと、気ままなあなたのスケジュールは管理できないかもしれませんが」

　言って彼に背を向け、ドアに向かって歩き出す。

「フローレス、せっかくシンガポールまで来たんだ。旅の疲つかれもあるだろうし、そんなに頑がん張ばらなくても……」

「もちろん、そうはいきません。失礼します」

　私は言って廊ろう下かに出て、後ろ手にドアを閉める。

　……まったく、なんてのんきな社長なんだろう？

　私は秘書室に電話をし、無事に到とう着ちやくしたことを報告する。ニューヨーク支社の方の仕事もとりあえず滞とどこおりなく進んでいることを確かめてホッとする。

「あの、君」

　通話を切って携帯電話をポケットに入れた時、後ろから声が聞こえた。慌あわてて振り返ると、そこには支社長と取とり締しまり役やく、さらに若手社員達がずらりと並んでいて私は少し驚おどろく。

「失礼。ニューヨークの方に電話を入れていました。すぐに中に入りますので……」

「ちょ、ちょっと待ってくれ」

　踵きびすを返そうとした私の腕うでを、支社長が慌てたように摑つかむ。

「副社長には聞きづらいので、君に一つ、聞きたいことがあるのだが……」

「はい、なんでしょうか？」

　私が言うと、支社長は声をひそめて、

「副社長がまたここに来たのには、何か深い理由でもあるのかな？　いや、何かよくない面があったのなら、全力で対処法を考えなくてはいけないし……」

　とても心配そうに聞かれて、私は驚いてしまう。

「私は特に問題点などは聞いておりませんが……」

　私は言いかけ、それから、

「待ってください。今、『また』とおっしゃいましたか？」

「そうだよ。副社長は、ほんの二週間前にすでに視察に来ておられる。なのにまたここに来るなんて！　何か深い理由があるとしか思えないんだ……！」

　混乱した様子で頭を抱かかえる支社長を見て、私は気の毒になる。

　……アドリアーノ様は、いったいどういうつもりなのだろう……？




　　　　◆




「一つ、お聞きしたいのですが」

　シンガポール、ヴェルディ・ラッフルズホテル。ここはヴェルディ海運が所有するホテルで、白い壁かべを持つコロニアルスタイルの建築で有名だ。

　私達がいるのは、文ぶん豪ごうが愛用していたことでも有名な、ホテルのメインバー。アドリアーノ様に常に同行しているＳＰ達は、少し離はなれた場所に散らばってこちらを窺うかがっている。

　窓の外にある専用の中庭には熱帯の植物が茂しげり、開いた窓からは湿しめり気を帯びた熱帯夜の風がゆっくりと吹ふき込んでくる。二人の間のテーブルには、アルコール抜ぬきにしたシンガポール・スリングのグラスがある。テーブルに置かれた蠟ろう燭そくの光にカクテルの美しい赤が揺ゆれて、とても美しい。

　もしもこれが恋こい人びと同士の秘密の旅行なら、このうえなくロマンティックなシチュエーションだろう。だが……。

「出発の時、大変お急ぎのご様子でしたよね？」

　私は、目の前のアドリアーノ様を睨にらみながら言う。

「しかしシンガポール支社への視察を、あなたはたった二週間前に済ませていました。支社長が怯えて、『何か問題でもあったのでしょうか？』と私に聞いてきました。……もしかして、仕事以外に、何か別の大切な目的がおありなのですか？」

「えっ？」

　等とう間かん隔かくに置かれた籐とうのソファ。私の向かい側に座ったアドリアーノ様は、案の定、ギクリと肩かたを震ふるわせる。彼が手に持っているシンガポール・スリングのグラスが、小さく揺れる。

　私は、フェラン様と裕也様が初めて出会った日のことを思い出していた。フェラン様はある日突とつ然ぜん、「急ぎの用件がある」と日本支社への急な視察を入れた。しかし本当の目的は裕也様を捜さがしに、彼が働いていたカフェに出向くことだった。フェラン様は私やＳＰに黙だまってホテルを抜け出し、警備の都合もあって私達は混乱し……原宿の街で追いかけっこをする羽目に陥おちいってしまった。

「私には深い事情はわかりませんので、すべてを話していただく必要はありません。しかし、セキュリティーの問題もあるかと思います。ですから、もしも何かたくらんでおられるのなら、行動を起こす前にＳＰには一言伝えておいた方が……」

「……バレていたか。君のような鋭するどい人に隠かくし事は無理だった……」

　アドリアーノ様は呟つぶやき、私は、やはり、と思う。

「何か大切な用件があるのですね。でしたら……」

「そう、大切な用件なんだ！　私にとっては、何よりも最優先の！」

　彼は言い、いきなり私に向かって頭を下げる。

「騙だましたりしてすまない！　だが私は、どうしても君と一いつ緒しよに旅行がしたかったんだ！」

「……は……？」

　予想外の答えに、私は耳を疑う。アドリアーノ様は、

「だから！　君と旅行がしたくて、無理やりにシンガポール支社の視察を入れたんだ！」

　その言葉に、私はさらに驚いてしまう。

「そんなことのために？」

「そんなことではない！　今の私にとっては、最優先事じ項こうなんだ！」

　彼の言葉に、私は呆ぼう然ぜんとしてしまう。

「大だい企き業ぎようヴェルディ海運の取締役で、世界的に有名な実業家であるあなたの最優先事項が……私と旅行をすること？」

「どんな男でも、恋こいをする権利がある。そうだろう？」

　彼はローテーブルにグラスを置き、エメラルド色の瞳ひとみで私を真っ直すぐに見つめる。

「過ごす時間が長くなるにつれて、君をどんどん好きになっていく。どうしていいのかわからないんだ」

　真っ直ぐに見つめられて、胸が痛む。

「私はただの執しつ事じ、兼けん、秘書で、あなたの遊び相手とは違ちがいます。いくらロマンティックな場所にいるとはいえ、そんなリップサービスはしていただかなくてけっこうですよ」

　私の言葉に、彼は本気で傷ついた顔をする。

「私をまだ遊び人だと思っている？　私は初めて会った日から君一筋なのに」

　その言葉に、私は驚いてしまう。

「初めて会った日？」

「ハーバードの寮りようの部屋で、フェランが私を紹しよう介かいしただろう？」

　その言葉に、私はあの夜のことを思い出す。

　……興味がないどころか……ずっと忘れられなかった。

　私は、あの日のことを思い出す。

　祖父の代理で用事を済ませにハーバードの寮に向かった私は、そこでフェラン様から、ルームメイトだというアドリアーノ様を紹介された。彼はフェラン様に勝まさるとも劣おとらない美しい男性で、私は思わず見とれてしまった。しかし彼はいかにも遊び人という風情ふぜいで笑いながら、「なんて綺き麗れいな執事だろう？　私の恋人にならないか？」と言ってきた。フェラン様のルームメイトがこんな軽そうな男で大だい丈じよう夫ぶだろうか、と私は一いち抹まつの不安を感じたのを覚えている。

　私はフェラン様の部屋での用事を済ませ、祖父の代理で学園長に挨あい拶さつをしに行った。そこから帰る途と中ちゆうで……中庭に一人でいるアドリアーノ様を見つけた。

　アドリアーノ様は、誰だれかと電話で言い争っているようだった。

『私にはまだ猶ゆう予よがあるはずです。自由な生活をする権利があるはずだ』

　さっきとはまるで違う苦しげな口調、憂うれわしげな表情に、私は胸を打たれた。……こんなに美しく、王者のように見える男性が、いったい何に苦しんでいるのだろう？　軽けい薄はくとしか思えなかった彼が、何か逃のがれられない宿命を背負っているように見えて、ひどく気になったのを覚えている。

　……今の彼は、あの時のように苦しげな顔をしている。

「初めて君を見た時、なんて麗うるわしい人なんだろうと見とれた。美しいだけでなく、凜りんとして、ストイックで……そしてまるで、咲さいたばかりの白い花のように無む垢くに見えた」

　彼は私を真っ直ぐに見つめながら言う。

「ふざけたことばかりしていた私には、自分よりも若いのにいかにも執事然として凜り々りしい君がとても眩まばゆく見えた。君の前では、自分がとても子供っぽいように感じて恥はずかしかった」

　彼はその時のことを思い出すように、遠い目をする。

「私はなんとかして、君に自分の存在をアピールしたかった。君に自分のことを覚えていて欲しかった。だから思わず『付き合ってくれ』などと言ってしまった。もちろん君は相手にもしてくれなかったけれど……」

　彼は小さくため息をつき、それから、

「あの日、君に会えて、私の人生は変わったんだ。たくさんいたガールフレンドにも興味が湧わかなくなり……君のことばかり考えている自分に気づいた。君がフェランに会いに来る日だけを待ち続け、君に会えただけで胸が高鳴り、声をかけてもらえただけで、天に昇のぼるほどに嬉うれしくて……」

　彼はふいに苦しげな顔になり、小さく笑う。

「まあ……フェランのことで頭がいっぱいだったであろう君は、私になど少しも興味がない様子だったけれどね」

　彼の悲しげな笑えみに、なぜか胸がズキリと痛む。

「あなたはフェラン様の大切なご友人です。そんな顔をしてほしくありません」

「君はあくまでも正しいことしか言わないんだね。……そんなにフェランが好き？　彼の許もとから引き離した私を恨うらんでいる？」

　私は、彼の表情と言葉に少し驚おどろく。それから、

「私は、あなたとの賭かけに負けてここにいます。フェラン様もそれをご承知です。私があなたを恨む理由などありません」

　私が言うと、彼はふいに手で顔を覆おおって、

「いや……それも正しいが……はあ……」

　深いため息をつく。

「どう言えば納なつ得とくしていただけますか？　私はあなたを恨んでなどいません。それどころか、屋や敷しきにいては解わからなかったいろいろなことを学べて、とても感謝しています」

　私が言うと、彼はしばらくその格好のままで動きを止める。それから勢いよく顔を上げて、

「それなら、遠えん慮りよなくリクエストしていいだろうか？　私は君と、いろいろなことを一緒に体験したいんだ。まずは……」

　彼は少し考えて、それからいきなり言う。

「水泳は得意？」

　唐とう突とつな問いに、私は驚く。

「……は？」

　……どうしたんだろう？　本当に不思議な人だ。
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　このままでは、彼は噓うそをついた私に愛あい想そを尽つかすかもしれない。だから、その前に、少しでも二人の距きよ離りを縮めたい……そう思った私は、ふとフェランがいつも泳いでいたことを思い出す。

「水泳は得意？」

　私の唐突な言葉に、彼は呆然とした顔をする。

「は？」

「フェランは身体を鍛えると言いながら、学生時代から週に何度も泳いでいた。一緒に泳いでいたのか？」

　私は聞きながら、激しい感情が燃え上がるのを感じていた。

　……泳ぐなら、少なくとも上半身は裸はだかだったはずだ。彼の肌はだを日常的に、しかも昔から見ていたとしたら……？

「私の仕事はプールサイドで彼の代わりに電話を受けたり、タオルを準備したりすること。一いつ緒しよに泳いだりはしませんよ」

　その言葉に、私は不思議なほどホッとする。フェランとの距離が近いことは仕方がないとして、彼の身体をフェランがしょっちゅう見ていたというのは……彼に片思いをしている身としては、やはりかなり複雑だ。

「体力を付けるために毎朝ジョギングはしていましたが、屋敷のプールで泳いだことはありません。私が通っていたドイツのホテル学校にはプールはありませんでしたし……泳ぎはほとんどしたことがありませんし」

　彼の言葉に、私は少し驚く。

「じゃあ、泳げないのか？　フェランが、フローレスはスポーツ万ばん能のうで格かく闘とう技ぎも得意だ、と言っていたので、てっきり……」

「学生時代は陸上をやっていましたし、球技もひととおりできます。格闘技は小さい頃ころからたたき込まれました。ですが……遊びでするようなスポーツには今まで縁えんがありませんでした」

「じゃあ、私が教えてあげよう」

　私の言葉に、彼は少し驚いた顔をする。

「教える？　なんのためにですか？」

「もちろん、私との休きゆう暇かを楽しむためだ」

　私はきっぱりと言い、彼が反論する言葉を探している間に続ける。

「決まりだな」

　彼はまだ当とう惑わくした顔で、

「そうおっしゃられても、出張に水着など持ってきていません」

「それなら大丈夫。君の旅行用の荷物は執しつ事じに事前に準備させておいた」

　私は手を挙げ、バーの支配人に合図を送りながら言う。

「シンガポール・スリングを、アルコール抜ぬきで作らせておいて正解だった。だが味はアルコールが入っているものと変わらないくらい美味おいしい。ちゃんと飲んでいこう」

　残っていたそれを飲み干してから言うと、彼は呆あきれた顔で、

「これからお仕事をなさるので、アルコール抜きを作らせたのかと思っていましたが？」

「ストレス解消も仕事のうちだよ」

　片目をつぶってやると彼はさらに呆れた顔になり、しかし残しては失礼だと思ったのか、グラスを持ち上げて残っていたそれを飲み干す。そらされた白い首が上下し、私はそのほっそりとしたラインの美しさと滑なめらかな肌の白さに思わず見とれる。

「失礼いたします」

　支配人が言いながら、私の前に伝票の挟はさまったフォルダーを置く。私は伝票に部屋番号とサインをする。このホテルは一応自分の会社の持ち物だが、公私混同はしないから普ふ通つうに扱あつかってくれ、と以前から言ってあるからだ。

「部屋に戻もどったら、ベッドルームのクローゼットの中を見てごらん」

「クローゼット？　いったい何があるんですか？」

　不思議そうに言う彼に、私は片目をつぶってみせる。

「中は、部屋に行ってからのお楽しみだ」




　　　　◆




　部屋に戻ったフローレスは、すぐにベッドルームに入り、クローゼットの中に入っていたトランクを取り出した。荷物置きの台にトランクを載のせ、それを開いて……。

「……あ……っ」

　驚いたように声を上げる。それから私を振ふり返って、

「あの、これは……」

「君の服だよ。執事と出入りのテイラーに選せん択たくを任せてしまったので、気に入ったものを着てくれればいい。ああ、それから……」

　私はクローゼットの方を示して、

「ちなみに、そのクローゼットの中に下げられている服も、君のために用意したものだ」

「……は？」

　フローレスは声を上げ……それからため息をついて、

「……今は反論する気になれません。ともかく着き替がえます」

　言いながら水着とゴーグルを取り出し、トランクの蓋ふたを閉める。彼がネクタイを無造作に解いたのを見て、私は慌あわてて立ち上がる。

「少しだけ待ってくれ。私は向こうのリビングで着替えるから」

　言って隣となりのクローゼットを開き、引き出しから水着とゴーグルを取り出す。

「そこで着替えてくださってもかまいませんよ。男同士なのですから、別に気にしません。それとも先にお手伝いしましょうか？」

　いつもながらのフローレスの言葉に、私は脱だつ力りよくする。

「断る。襲おそいかかられたいのなら、話は別だが」

　私の言葉の意味がよく解らないのか、彼は不思議そうな顔をする。自分の父親や祖父が主人の着替えを手伝うのを見ながら育った彼には、嫌いやがる方が不自然なのだろう。

　……こんなに綺き麗れいな顔をして、しかも鉄のようにガードが堅かたいくせに……意外なところで無防備なんだから。

「いや、なんでもない。フェランがどうだか知らないが……私は子供の頃から、一人で着替えるのが好きなんだ。向こうで着替えてくる」

　言ってベッドルームを横切り、隣の専用リビングに出る。ドアを閉め、それに背中で寄りかかって深いため息をつく。

　……まったく……。

　私の心も身体からだも、一日ごとに余よ裕ゆうを失っている。ベッドのある部屋で二人きりでいるだけで、すでに息苦しかった。さらに彼のしなやかな指がネクタイを解くのを見ただけで、心しん拍ぱく数すうが跳はね上がってしまった。ワイシャツのボタンを目の前で外されたら、いきなり抱だき上げてベッドに運んでしまいそうだった。

　……もう、何日も一緒のベッドで寝ねているのに……。

　私は彼の穏おだやかな寝ね息いきと体温を思い出し、ふいに眩暈めまいを覚える。

　……今夜は、さらにおかしい。もう、限界が近いのかもしれない……。

　私は思い……それから手の中の水着を見下ろす。

　……彼の水着姿を見なくてはいけない。とんでもない提案をしてしまった気がする。







　　　　ルカス・フローレス







　高い天てん井じように、規則正しい水音が響ひびいている。

　深いブルーのタイルが張られたプールは、まるで本物の海のよう。完かん璧ぺきなフォームで泳ぐ彼は、海の生き物のように美しい。

　このホテルのプールは、地下にあった。壁かべ一面がガラス張りになっていて、そこから明かり取りのためのライトコートが見み渡わたせる。壁かべ際ぎわに植えられた南国の植物。石張りの白い壁と白い床ゆかを持つそこは、まさにアジアの超ちよう一流ホテルという雰ふん囲い気きだ。昼間は燦さん々さんと太陽が照りつけるであろうそこは今は月明かりの中に沈しずんでいる。ところどころにアジア風のデザインの石の照明が置かれ、蠟ろう燭そくのような明かりがチラチラと揺ゆれている。

　室内は、等とう間かん隔かくに置かれた観葉植物がライトアップされているだけで、ほぼ真っ暗だ。プールの内側の照明が青いタイルを照らしている。ゆらゆらと揺れる深いブルーの光に浮うかび上がるプールは、まるで巨きよ大だいな宝石のように美しい。

　……いったい、何を見とれているんだ、私は？

　プールサイドに立った私は、思わず頰ほおが熱くなるのを感じる。

　フェラン様の執事になって以来、彼のトレーニングにはいつもお付き合いしていた。タイムを計ったり、飲み物を運んだり。フェラン様は鍛きたえているだけあって同じ男である私から見ても完璧といえる体型をしているし、だから彫ちよう刻こくのように美しい身体はとっくに見慣れている。なのに……。

　……どうしても、アドリアーノ様を直視できない……。

　アドリアーノ様がスピードを上げ、彼の手がプールの壁を叩たたく。私は慌てて、持っていたストップウォッチのボタンを押す。

　彼は泳ぐのを止めて立ち、ゴーグルを外す。

「……はぁ……はぁ……」

　速い呼吸音が響き、彼の逞たくましい肩かたが大きく上下する。陽ひに灼やけた滑らかな肌はだが水すい滴てきを宿し、宝石のように煌きらめく。彼はやけに真しん剣けんな顔で私を見上げて、

「……タイム、どう……だった……？」

　言いながら、濡ぬれた髪かみをかき上げる。いつもと違ちがう雰ふん囲い気きの彼がやけにセクシーに見えて、私は慌てて目をそらし、ストップウォッチに目をやる。

「三分三十三秒、一七」

　私は読み上げ、そのとんでもない速さに眩暈を覚える。

「四百メートル自由形、短水路でこれは……世界記録並みですよ」

「……世界記録なんぞ、どうでもいいんだ」

　彼が水をかきわけながら、私の方に歩いてくる。真っ直すぐに見つめられて、ますます鼓こ動どうが速くなる。

「……フェランと比べて、どうなんだ？」

「フェラン様の最高記録は、三分三十三秒、一二です」

　私が言うと、彼は手のひらで水面を叩いて、

「チクショ、やり直しだ！　フェランには絶対に負けたくない！」

　とても悔くやしそうに叫さけぶ。私はストップウォッチのボタンを押して針をゼロに戻しながら、

「肩ならしだと言って平泳ぎで千メートル、バタフライで五百メートル、それから全力のクロールで四百メートル。少しは休きゆう憩けいなさったらいかがですか？」

「君が見ていると思うと、とんでもなくパワーが湧わいてくるんだ。まだ疲つかれていないんだが」

　不満そうに言いながらプールサイドに両手をつき、身軽に身体を引き上げる。プールサイドに真っ直ぐに立つ彼を見て、私はまだ鼓動が速くなるのを感じる。

　……本当に……どうしたというんだ……？

　彫刻のように完璧な骨格。それを覆おおうのは、いかにもアスリートらしいしなやかな筋肉。

　滑なめらかな肌を、水がゆっくりと伝い落ちて行く。

　がっしりとした肩、長く逞しい腕うで。筋肉の影かげを浮かび上がらせ、細く引き締しまった腹。

　最小限の大きさしかないブルーの競泳用の水着。そこから伸のびる、見とれるほど長い脚あし。

　彼は大きなストライドで歩き、木製のビーチチェアに座る。私が差し出したタオルと冷えたミネラルウォーターのボトルを受け取る。

　タオルで軽く髪を拭ふいてそれを首にかけ、ボトルの蓋を開けてミネラルウォーターを半分ほど一気に飲み干す。唇くちびるの端はしから溢あふれた水が顎あごから首筋までをゆっくりと伝い……私は思わず目をそらす。

　……ああ、本当に、私はおかしい……。

「頰が赤い。泳ぐ私を見て、惚ほれ直した？」

　いきなり言われて、私は驚おどろいて彼を見下ろす。彼は楽しそうな笑えみを浮かべて、

「冗じよう談だんだから怒おこらないでくれ。それより……」

　彼は私の全身に視線を滑すべらせて、

「いつになったら、そのバスローブを脱ぬいでくれるのかな？」

　ここに来てすぐに、彼は羽織っていたバスローブを脱ぎ捨てて、私に泳ぎを教えると言ってくれた。しかし私は彼のあまりにも完璧な身体に圧あつ倒とうされ、自分の情けない裸はだかを見られることに躊ちゆう躇ちよした。そこで「あなたのトレーニングが終わってから」と言ってしまった。

「あなたは、もうお疲れでしょう。ですから……」

　彼がいきなり立ち上がり、私は思わず言葉を切る。

「逃にげようとしているね？　そうはいかない」

　彼は言いながら、いきなり私の身体を抱き上げる。そのままプールに向かいながら、

「このままプールに放り込まれるのと、自分でバスローブを脱ぐのと……どっちがいい？」　>>>♥

　プールサイドのギリギリの際きわに立ち、彼がとても楽しそうに言う。私の身体は水の上にあり、彼が腕から力を抜ぬけばプールに落ちてしまうだろう。

　正しいフォームを正式に習ったことがないというだけで、私はまったく泳げないわけではない。だが、今のように分厚いバスローブを着たまま、不自然な格好で水に落とされたら……きっととても無様な姿を彼の目にさらすことになるだろう。

　私は、彼を睨にらみ上げながら言う。

「私を、溺おぼれさせる気ですか？」

「……う……っ」

　彼は小さく呻うめき、それから方向転てん換かんをして私をそっとプールサイドに下ろす。それからとても申し訳なさそうな顔で、

「すまない。怖こわがらせる気はなかったんだ。許してくれ」

「怖がってなどいません。ですが、意図的にされるのは不ふ愉ゆ快かいです」

　私は言いながら、バスローブの腰こし紐ひもを解く。

「それに、あなたやフェラン様のようには泳げないというだけで、完全なカナヅチではありませんし」

　私は言いながらバスローブを脱ぎ、デッキチェアに近づいて畳たたんだバスローブをその上に置く。タオルの上に置いてあったゴーグルを持ち、プールサイドを横切る。

「それに、プールに入る前にはシャワーで身体からだを流し、体温の調節をしなくてはいけません。あなたはさっさと飛び込んでしまいましたが」

　言いながらプールサイドの端に設置されたシャワーのコックを開く。頭から水を浴びて身体を水温に慣らし、プールサイドを歩いて彼の許もとに戻もどる。

「さて、せっかくですから正しいフォームを……どうしました？」

　歩く私をずっと見つめていた彼が、なぜか不自然に顔を背そむけている。彼の眉み間けんに皺しわが寄っているのを見て、私は驚いてしまう。

「どうなさいました？　気が進まないのでしたら、もちろん断ってくださって……」

「そうじゃないんだ」

　彼は言い、それから小さくため息をつく。

「すまない。つい、見とれてしまって」

「……は？」

「いや、なんでもない。レッスンを始めるよ。まずは、どのくらい泳げるのかを教えてくれないか？　得意な泳ぎは？」

「クロールと平泳ぎ、それに背泳ぎは一応できると思うのですが……ごく小さい頃ころに、祖父に軽く教わったきりです。恥はずかしいですが」

「君の弱点を見つけた気がして、とても嬉うれしい」

　彼はにっこり笑って言う。

「それに、泳ぎを教えたら、ご褒ほう美びをもらえるかもしれないしね」

　まるで尾おを振ふる大型犬のような嬉しそうな様子に、私は内心ため息をつく。

　……まったく。そんな顔をされたら、ほだされてしまいそうだ。

「適当に泳ぎますので、おかしなところがあったら教えてください」

　私は言ってプールの端に行き、飛び込み台の上に乗る。

「飛び込みはできるのか？」

　驚いた顔をする彼に、私はうなずいてみせる。

「一応、祖父に習いましたので」

　言ってゴーグルを着け、両手を伸ばしながら台を蹴けって水に飛び込む。昔教わったフォームは正しかったらしく、私の身体は指先から水に滑り込み、全身があたたかな水に包まれる。私はそのままクロールで二十五メートルプールの向こう側まで一気に泳ぎ、ターンして壁かべを蹴る。

　水底に揺ゆれる、光の模様。泳ぐのはとても久しぶりだが、こうしてあたたかな水に包まれているのがとても心ここ地ちいいことに気づく。私はスピードを速め、彼の近くで足をつく。

「……いかがでしたか？」

　ゴーグルを外しながら聞くと、呆ぼう然ぜんとしていた彼が我に返ったような顔で、

「君の弱点……などと言って悪かったよ」

　言ってから、煌きらめくような笑みを浮うかべて私に言う。

「すごい。綺き麗れいなフォームだ」

「本当ですか？」

「まあ……あともう少し、自然に腕を伸ばせたら、完かん璧ぺきかもしれない。腕を伸ばした時に進むので、もっとスピードが上がる。……こんなふうに」

　彼が説明をし、水をかく格好を示してくれる。

「こうですか？」

　私が真似まねると、彼はうなずいて、

「その調子。もう一度泳いでごらん」

　私はうなずき、もう一度クロールを始めて……。




　　　　◆




「もう完璧だ。スピードも驚くほど速い。本当に優ゆう秀しゆうな生徒だな」

　彼は感心したように言い……それから少しだけ照れたような顔で私から目をそらす。

「ああ……泳ぎをレッスンしてあげた、ご褒美はもらえないのかな？」

　彼の言葉に、私は思わず苦く笑しようする。

「あなたらしいです。まあ……だんだん慣れてきましたが。何が欲しいんですか？　屋や敷しきに戻ったらクッキーでも焼きましょうか？」

「それも魅み力りよく的だが……その……」

　彼は私から目をそらしたままで口ごもる。

「どうなさいました？」

　私が聞くと、彼はふいに真面目まじめな顔になる。いつも笑みを浮かべているような彼がこんなふうに顔を引き締めると……彼が人並みはずれた美形であることを、改めて意識してしまう。

「フローレス」

　そっと肩かたに触ふれられて、私はドキリとする。

「キスを……許してもらえないか？」

「……は？」

　思わず見上げると、彼は慌あわてたように、

「もちろん、唇くちびるを奪うばおうとは思わない。せめて……額や、頰ほおに」

「額や、頰になら、別に……」

　私は言いかけ、いきなり引き寄せられて驚おどろいて言葉を切る。

「ありがとう。好きだよ、フローレス」

　彼が囁ささやき、私の額にそっとキスをする。彼の唇が見た目よりも柔やわらかかったことに、なぜか鼓こ動どうが速くなる。

「過ごす時間が長くなるにつれて、君をどんどん好きになっていく。どうしていいのかわからないんだ」

　真っ直すぐに見つめられて、なぜか鼓動が速くなる。

　こんな顔をすると、彼はまるで捨てられた犬のように見えて、胸が痛む。

　……ああ、どうしてこんな気持ちになるのだろう？

「私は……」

　私が言いかけた時……。

「アドリアーノ様！」

　プールサイドに声が響ひびく。姿を現したのは、携けい帯たい電話を掲かかげた従業員だった。

「急ぎのお電話が入っております。ご実家からのようです」

　彼は一いつ瞬しゆんだけさらに苦しげな顔になり、私からそっと離はなれる。

　……実家の話など初耳だ。何か、複雑な事情でもあるのだろうか……？








　　　　アドリアーノ・ヴェルディ・ディ・マルティネリ









『アドリアーノ、無事か？』

　電話の向こうから聞こえた父の声に、プールサイドに立った私は思わず眉まゆをひそめる。何か、とても嫌いやな予感がしたからだ。

「何があったんですか？」

『宮きゆう殿でんに、おまえの殺害を予告する手紙が届いた。今、警察が動いているが……犯人はまだ捕つかまっていない』

　その言葉に、私は思わず深いため息をつく。マルティネリ公国は比ひ較かく的てき治安のいい国として知られてはいるが、やはり昔からの反体制派の組織がいくつもある。彼らは定期的にテロの予告や、元首である私の父、さらに次期元首である私の殺害予告を送りつけてくる。彼らが本物の刺し客かくを送り込んで来たことは今までになく、今回も彼らの狂きよう言げんだろうと思うが……。

『念のため、すぐに国に戻もどりなさい。海外にいては、警護もじゅうぶんにできない』

　その言葉に、私は思わずフローレスを振り返る。家令から渡わたされたバスタオルを肩に掛かけた彼が、何かを感じ取ったように心配そうな顔で私を見返してくる。

「わかりました、自家用ジェットの準備ができ次し第だい、そちらに戻ります」

　私は言って、電話を切る。それを従業員に渡しながら、

「ある場所に、私の殺害予告が送られてきた」

　言うと、フローレスが驚いたように息を吞のむ。

「今までにも何度かあったことだが……念のために故郷に戻るようにと父から厳命された」

「では、このまま……？」

「ああ。だが、まだ一週間経たっていない」

　私は言い、フローレスを見つめて言う。

「フローレス。私の故郷、マルティネリ公国まで一いつ緒しよに来てくれないか？　しばらく休きゆう暇かを取ろうと思うんだ」

　彼はまだ混乱した顔のまま、うなずいてくれる。

　……彼を連れて行くことが正しいのか、解わからない。しかし……私と一緒にいるところを、犯人に見られたかもしれない。彼を置いていき、彼の命を危険にさらすことは絶対にできない。




　　　　◆




「面めん倒どうなことになってしまって、すまない」

　私は、シートの向かい側に座った彼に言う。

「せっかく休暇気分を味わってもらおうと思ったのに」

　マルティネリ公国に向かう自家用ジェットの中。小型の旅りよ客かく機きほどあるこの飛行機の中は、半分が使用人や乗組員のための座席、もう半分が私のプライベートスペースになっている。飛行機が離り陸りくしてから三十分後、私達は応接室として使っている部屋にいた。

　床ゆかを覆おおうのは特注で作らせた深い青の絹の絨じゆう毯たん。部屋の中央に固定されているのは、アンティークの三人にん掛がけのソファとローテーブル。広さは十分の一ほどだが、城の応接室とほぼ同じように整えられた内装は、とても飛行機の中にいるとは思えない落ち着いたものだ。

　私達は窓まど際ぎわにしつらえられたカフェテーブルに向かい合っている。一人掛けのソファに座った彼は、数時間前の驚きを引きずっているのか、とても無口だ。

「驚いただろう？　多分いつもの狂言だとは思うのだが……」

「いいえ」

　私の言葉を、フローレスの厳しい声が遮さえぎった。

「たくさんの財産を持った方には、同じだけの危険がつきものです。フェラン様も何度か危険な目に遭あわれていますし、そのために私はフェラン様をお守りするための訓練を受けています。驚いたりはしません。それよりも……」

　彼の強い光を浮うかべた瞳ひとみが、私の目を真っ直ぐに見つめてくる。

「それよりも、きちんとお聞かせいただけませんか？　あなたを狙ねらっているのは、いったい何者なのですか？　それが解わかれば、あなたの警護もしやすいのではないかと思うのですが」

　私はその言葉に、もうこれ以上は正体を隠かくしておけない時期に来ているのだと思う。

　……こんなことがなければ、もっと時間をかけて、素すの私を知って欲しかったのだが……。

「わかった。国に到とう着ちやくしたら、すべてを話そう。その方が理解してもらいやすいだろうから」

　私が言うと、彼はうなずく。それから、

「お仕事の方は、無事に調整できましたか？」

　彼のビジネスライクな口調に、少しホッとする。

「ああ。秘書室のメンバーがなんとかスケジュールを調整してくれた。どうしても避さけられない会議がいくつかあるが、インターネット経由でできるように環かん境きようが整えてある」

　私は言い……それから小さくため息をつく。

「もともと、ヴェルディ海運の本社はマルティネリ公国にある。本社勤務に戻って欲しいという要望は以前からあった。それから逃にげていたのは私なんだ」

「マルティネリ公国の中心地にはたくさんの一流企き業ぎようがビルを構えていますし、さらに郊こう外がいには美しい自然もあります。マルティネリ公国での仕事に憧あこがれるビジネスマンはとても多い。グランディス社でも、マルティネリ支社への異動希望者は毎年驚くほど多かったですし……」

　彼は言い、わずかに遠い目になりながら言う。

「私なら、ニューヨークよりもマルティネリ公国での暮らしに憧れます」

　彼の声に優やさしい響きが混ざり、鼓動が微かすかに速くなる。

「自然の多い場所が好き？」

　私が聞くと、彼は素す直なおにうなずいて、

「マルティネリ公国には、祖父が存命の頃ころ、休暇で二度ほどつれていってもらったことがあります。その時はまだ子供でしたし、祖父と一緒にグラスボートから海底を見ただけでしたが」

「フェランの秘書になってから、旅行は？」

　私の問いに、フローレスは頰をわずかに引き締しめる。

「私は、フェラン様の秘書というだけでなく、執しつ事じでもあります。彼のそばを離れることは許されません」

「なんだそれは？　フェランは長期の休暇をくれなかったのか？」

　私は、とても驚いてしまいながら言う。彼は、

「もちろんくださいました。しかし私は、執事としても秘書としてもまだまだ半人前です。休暇中は父の仕事を手伝い、執事としての心構えを学んでいました」

「君らしいといえば君らしいが……」

　私はおもわずため息をついてしまう。

「たまには、息いき抜ぬきに旅行でもすればよかったのに。もしもマルティネリ公国に興味があると言ってくれれば、いくらでもガイドをしたのに」

「あなたは、主人であるフェラン様のご友人です。ガイドをさせることなどできません」

　フローレスは真面目まじめな顔で言う。

「たしかに、君ならそう言いそうだ。だが……」

　私は言い、彼に向かってにっこり笑ってみせる。

「今の君は私のものだ。私が行くところにはどこにでも同行してくれる。そうだろう？」

　フローレスは一いつ瞬しゆんだけ黙だまり、それから小さくため息をつく。

「私が断れないことをご存じで、そう言っておられますね？」

「もちろんだ」

「開き直りましたね」

「ああ、開き直った。それに……」

　私は、心がちくりと痛むのを感じながら言う。

「私にはあまり時間がない。もうすぐ君は私を嫌きらいになるかもしれない。それまでに、私の存在を君の心に焼き付けておきたいんだ」

　彼は、微かに不ふ審しんそうな顔になる。

「それはどういうことですか？　私があなたのワガママさに呆あきれて、愛あい想そを尽つかすと？」

　私は、自分が次期元首であることを告白しなくてはいけないことを思い、心の中でため息をつく。本当なら今回のことをきっかけにして親しくなり、何年もかけて彼の心を開かせるつもりだった。だがこの国に来てしまった以上、素す性じようを隠しておける時間はほとんどないはず。

　……彼は、私の素性を、そして私が隠し事をしていたことをどう思うだろう？

　私は、心の中で深いため息をつく。

　……フェランの言ったことは、きっと正しかった。隠し事をすることが、こんなに苦しいだなんて……。







　　　　ルカス・フローレス







「ここが、君のために用意した部屋だ」

　アドリアーノ様が言いながら、両開きの大きなドアを押し開く。

「私の部屋の隣となりで、景色が一番いい側だ。だが、もしも気に入らなかったら、部屋はあと三十は空いている。好きに使ってくれてかまわないよ」

　彼は言いながら広々とした部屋を突つっ切り、テラスに面したフランス窓を開け放つ。ふわりと髪かみを揺ゆらすのは、果実の香かおりを含ふくんだあたたかな風。南みなみ欧おう州しゆうに来たのだな、と実感する。

　部屋は専用リビングとベッドルームの二間続きのようだ。広々としたリビングにはアンティークらしい重じゆう厚こうなソファセットが向かい合い、開いたままのドアの向こうに大きな天てん蓋がいつきのベッドが置かれているのが見える。

「気に入らないなんて、とんでもないです」

　私は部屋を見回しながら、思わず言う。

「こんなに立派な部屋を、この私が使うなんて……なんだか気が引けます」

「君はゲストだと言っただろう？」

　ベランダに立った彼が、私に向かって手を差し伸のべる。

「……おいで」

　明るい青い空をバックにして立つ、見とれるような端たん麗れいな美び貌ぼうの男。それはまるで一枚の絵のようで……私は思わず見とれてしまう。

「どうした？　疲つかれた？」

　彼が少し心配そうな顔で言い、私はやっと我に返る。

「いえ。あまりにも素す晴ばらしい内装なので、思わず見とれてしまいました」

　平静を装って答え、部屋を真っ直すぐに突っ切る。フランス窓からテラスに出て、彼と並ぶ。彼がさりげなく私の肩かたを抱だき、そのまま歩いて漆しつ喰くいでできた手すりのそばに立つ。

　屋や敷しきは、海を見み渡わたせる崖がけの上に立っていた。遥はるか下を見下ろすと、白い波飛沫しぶきが散っているのが見える。高所が怖こわい人が見たら足がすくみそうな光景だが、海の色があまりにも美しいエメラルドグリーンをしているせいで、すべてが現実離ばなれして見えて怖さを感じない。

「……すごい景色ですね」

　目の前に広がる地中海を見ながら、私は思わず陶とう然ぜんとしてしまう。

「……そして、なんて美しい海の色でしょう」

「これが私の故郷だ」

　彼が遠くを見つめながら、静かな声で言う。

「私はこの国を愛しているし、ここに生まれたことを誇ほこらしく思っている。だが……」

　彼が言いかけて、ふいに言葉を切る。私は不思議に思って、

「どうしました？」

　彼は遠くを見ながら前まえ髪がみをかき上げて、

「……故郷には故郷で、いろいろと面めん倒どうなことも多い。実家に戻もどって、両親の様子伺うかがいもしなくてはいけないしね」

　彼は言い、それから間近に私を見下ろして、

「あまり待たせてもまた面倒なので、午後から出かけてくる。屋敷の中は自由に散歩してくれてかまわないし、ライブラリーの本も好きに読んでくれ」

　彼は小さくため息をついて、

「いきなりこの国につれてきて、そのまま一人にしてしまって……申し訳ないな」

　言った彼の顔には深い憂うれいのようなものがあり、私の胸がチクリと痛む。

　……殺害予告が来たんだ。彼も、そしてご両親も、やはり心配に違ちがいない。

「いいえ。私は、この国の美しい景色を見ながらのんびりさせていただきますので。後でライブラリーに行って、本を読ませていただくかもしれません」

　彼は少しホッとしたようにうなずいて、部屋の中を示す。

「サイドテーブルに載のっている電話は家令の携けい帯たいに直じかに繫つながる。電話をすればすぐに来て案内してくれる。必要以上に広い屋敷なので、案内がないと迷子になるかもしれない」

　真顔で言われた言葉に、私は無理やり微笑ほほえんでみせる。

「それは自じ慢まんですか？　ヴェルディ家の屋敷はそれほど広いのだと」

　言うと彼の顔にやっと微び笑しようが浮うかぶ。

「まあね。フェランの屋敷より、少しは広いだろう？」

　だが……彼の笑えみがどこか苦しげに見えて、私の鼓こ動どうが速くなる。

　……あの殺害予告がただのイタズラで、このまま、事件など起きないことを祈いのらなくては。








　　　　アドリアーノ・ヴェルディ・ディ・マルティネリ









　実家にいる両親に挨あい拶さつをしてくる……そう言って屋敷を出た私は、リムジンでマルティネリ公国の宮きゆう殿でんに向かっていた。

　リムジンが車寄せに入るや否いなや、エントランスの両開きのドアが開き、両親が飛び出してくる。二人の心配そうな顔を見て、心が痛む。

　リムジンが停車する。私は運転手に声をかけ、自分でドアを開けて車寄せに降り立つ。

「アドリアーノ！」

「ここに来る前に何かあるのではないかと、とても心配したんだぞ！」

　二人が、私に駆かけ寄ってきて言う。

「長男のあなたがいなくなったら、この国の世よ継つぎはどうすればいいの？」

　義母ははが、ハンカチを握にぎり締しめながら言う。

　私の実の母は、私が三歳の時に亡なくなった。ここにいる彼女は、後妻にあたる。彼女と父の間にも子供がいるが、義母は『国を継つぐのは長男であるアドリアーノでなくては』と昔から言い続けていた。彼女は地位や名めい誉よが目当てではなく父を本当に愛して結けつ婚こんしてくれたのだし、私のことを思ってくれているのは伝わってくるが……時に重く感じることがある。

「ご安心ください。私は無事です」

　父が難しい顔で私を見つめながら言う。

「おまえの身に危険があるとわかったからには、このままマルティネリ公国に留まって、正式に元首の座を継ぐ準備をしてもらいたい」

　その言葉に、私の胸がズキリと痛む。

「しかし、私には仕事が……」

「社会勉強がしたいというので会社を任せたが……もう勉強はじゅうぶんだろう？」

　父が、私の言葉を遮さえぎって言う。

「そして、私が選んだ、元首の妻となるのに相応ふさわしい人と、結婚をしてもらう。そして一刻も早く世継ぎの顔を見せてもらわなくては」

　父が厳しい顔で言う。これは……提案ではなく元首としての命令だろう。

　それは、私が物心ついた時からずっと繰くり返されてきた言葉。子供の頃ころに理り不ふ尽じんだと思ったことはあるが、その時になればきっと納なつ得とくできるのだろうと思っていた。しかし……。

「そろそろ国に戻って欲しいわ。あなたが外国にいることが、今までも心配だったのよ」

　義母が本当に心配そうな顔で言い、私の胸がまた痛む。

「私は無事でした。それに私に何かあったとしても……」

　私は、義理の弟の顔を思い出しながら言う。私の弟であるマテオは、私と違って穏おだやかでとてもいい弟だ。そしてその妻であるローザはとても優やさしい女性。子供達もとても可愛かわいい。

「世継ぎなら、マテオの子供達がいるではないですか。彼らはとてもいい子達に育っている。きっとこの国を栄さかえさせてくれます」

　親孝行で愛国心の強い弟は、二十歳はたちになるとすぐに両親が選んだ貴族の令れい嬢じようと結婚をした。強制的な見合いのようなものだったが二人は今でも仲むつまじく、三人の男の子に恵めぐまれていて、一番上の子はもう五歳になる。

「世継ぎになるのなら、長男のおまえの実子であるべきなんだ」

　父親がきっぱりと言い、義母が深くうなずく。

「そうよ。マテオやローザも、そう承知してくれています」

　……私の中では、自分の伴はん侶りよになるべき人は、この世でフローレスただ一人だ……。

　元首としてこの国を継ぐ覚かく悟ごはできている。だが、そのために愛していない人を伴侶を迎むかえることは、もう絶対にできない。私はフローレスと結ばれるためなら、自分のすべての地位を捨てることができる。

　……だが、もしもフローレスが私を拒きよ絶ぜつしたとしたら……？

　考えただけで、足元から世界が崩くずれそうだ。

　……もしもフローレスに捨てられたら……その時は、地位を捨てる代わりに自分の心を捨てるしかない。

　フローレス以外の誰だれかを愛することなどできない。しかし心さえ捨てれば、夫としての仮面を被かぶり、妻になる人をできるかぎり大切にし、優しくすることくらいはできるはずだ。もしもその女性が私を愛してくれていたとしたら少し気の毒かもしれないが……そうではなく、私に対してよりも元首の妻という立場に魅み力りよくを感じてくれる、したたかな女性を選べばいい。

　私は妻となった人を抱き、国のために、元首の直系の世継ぎを産むための精子を提供するだろう。心をなくせば、愛していない人を抱くこともきっと簡単だ。世継ぎが生まれれば私の役目の半分は終わる。その後は、国のためにすべてを捧ささげればいい。心の底からの喜びを感じること、そして誰かを愛することなど……私の人生には、きっと必要がないはずで……。

　そんな人生を想像するだけで、心の底からの恐きよう怖ふを感じる。

　……私は、なんとしてでもフローレスの愛を得なくてはいけない。

「わかりました。しかし、もう少しだけ時間をください」

　父は難しい顔で眉み間けんに皺しわを寄せる。

「そう言って、おまえはもう何年も国に帰ることを避さけてきた。実はもう、候補の女性達をこの国に招待してある。あとはおまえの気持ち次し第だいで、すぐにでも会うことができるんだ」

「わかりました。あと数日だけでかまいません」







　　　　ルカス・フローレス







　私は、アドリアーノ様の屋や敷しきのライブラリーにいた。海を見み渡わたせるテラスチェアに座り、小さくため息をつく。

　アドリアーノ様から、好きなように本を読んでいいと言われているので、私はこの国の歴史に関する本を何冊か書しよ棚だなから取り出し、テーブルの上に積んでいる。この国の名前や経済状態はもちろん知っていたが、詳くわしい歴史を読み解くのはとても興味深かった。

　地中海は美しい青のグラデーションを描えがき、空は澄すみ切っている。なのに、アドリアーノ様が隣となりにいないというだけで、なぜかとても不安な気持ちになる。

　……ああ、どうしたというのだろう、私は？

「フローレスさん」

　声をかけられて、ハッと我に返る。私の後ろには、いつの間にか家令が立っていた。

「もう一いつ杯ぱいお茶をいかがですか？　パティシエが焼いたばかりのスコーンもございますよ」

　彼が押してきたワゴンには、小ぶりのスコーンやサンドイッチ、それに銀のポットが載のっていた。私は慌あわてて姿勢を正しながら、

「申し訳ありません。自分でできますから……」

「アドリアーノ様がお出かけになってしまって、今日はのんびりさせていただいています。少しは働かせてください」

　家令はにっこり笑ってそう言い、空になっていた私のティーカップに新しい紅茶を注いでくれる。

「ありがとうございます。……これはどこのお茶ですか？　本当に美味おいしいです」

「この国の元首、マルティネリ公こう爵しやくが、スリランカに所有している茶園のものでございます。こちらに、公爵家御ご用よう達たしのマークが」

　家令は、ワゴンに載せられていた黒くお洒落しやれな茶缶かんを持ち上げてみせる。家令の示した場所には、翼つばさを広げた鷲わし……マルティネリ公国の旗に入っているマークと同じものが金色で刻印されていた。

「なるほど。そういえば、英国王室も御用達のブランドにマークをつけますよね」

「はい。たしかに英国王室とよく似ておりますね。あちらもそうですが……マルティネリ公爵家御用達のマークにも、三種類がございまして……」

　家令は言いながら、小さなビンに入れられたジャムを持ち上げる。そのラベルに描えがかれた鷲のマークには、すぐ下にバラのマークが入れられている。

「こちらは現在の公爵夫人、ラファエラ様の御用達です。さらに、次期元首であるアドリアーノ王子の御用達のマークもあります」

　彼は言いながら、テーブルクロスの上に並べられたカトラリーを示す。

「アドリアーノ王子御用達のマークは、マルティネリ公国の象しよう徴ちようである鷲の下に剣けんが交差したデザインです。この屋敷の銀製品には、もちろんすべてアドリアーノ王子の刻印が……」

　家令は言い、なぜかふいに言葉を切る。私は不思議に思いながら、

「どうかなさいましたか？」

「ああ、いえ……この屋敷の銀製品は、すべて御用達のもので揃そろえてあります」

「なるほど」

　私は手を伸のばしてティースプーンを裏返し、そこに鷲と交差した剣が刻印されているのを確かめる。

「これですね？　それにしても……」

　私はずらりと並べられたカトラリーを見下ろしながら言う。

「……趣しゆ味みのいい王子様ですね。持った時の重量感といい、アンティーク風のデザインといい、とても素す晴ばらしいものです」

　私は言い、ふとあることに気づく。

「そういえば、この国の次期元首はアドリアーノ王子でしたね。この屋敷の主のアドリアーノ様と同じ名前だ」

　私が見たことのあるのは、アドリアーノ王子様が中学生くらいの頃の写真。彼は、フレスコ画の天使の彫ちよう像ぞうのような完かん璧ぺきに整った容姿の、本当に麗うるわしい王子様だった。滑なめらかな頰ほおと細い鼻筋、柔やわらかそうな唇くちびる。彼はこちらではなくどこか遠くを見つめ、その瞳ひとみは強い光を宿していた。高名な写真家が撮とり、「私の作品の中で最高と言ってもいい」と自じ讃さんしたその写真は、見た人々の心を揺ゆらし、奪うばってしまうような不思議な迫はく力りよくに満ちていた。私も、彼の写真を見た時には心が震ふるえたのを覚えている。

「ミスター・ハリー・ジョンソンがお撮りになった写真を、以前に拝見したことがあります。本当に麗しい王子様ですね。海外でもとても人気があります」

「ミスター・ハリー・ジョンソンの写真……ああ、はい、あれですね」

　家令は言い、なぜかとても複雑な顔になる。

「あれは、実はかなり昔の写真なのです。アドリアーノ王子は今はすっかり変わられました」

「そうなんですか？」

　私は言いながら、あまりいい話題ではなかったのか、と反省する。

　彼は自分の国をとても愛しているようだったし、もしも王子様が今も変わらない様子なら、きっと自じ慢まんするだろう。

　……かつての美少年も、今はすっかり凡ぼん人じんになったということだろうか？

「ほかに何かご要望はございますか？」

　家令に聞かれて、私はかぶりを振ふる。

「いいえ。大だい丈じよう夫ぶです。どうもありがとうございます」

　家令はにっこり笑ってうなずき、

「何かありましたらベルを鳴らしてお呼びください。それでは」

　いつものように丁てい寧ねいな礼をして踵きびすを返すけれど……彼の横顔には何か憂うれいのようなものがあった。

　……いったい、どうしたのだろう？

　私は彼の後姿を見送りながら、何かがひっかかるのを感じる。

　これだけの屋敷を構えているからには、ヴェルディ一族じゃ相当の名家なのだろう。だとすれば、もちろん公爵家とのつながりは深いに違ちがいない。

　……古い家いえ柄がらならではの確かく執しつでもあるのだろうか？　そのために、公爵家に関する突つっ込んだ話はご法はつ度となのかもしれないな。

　私は思い、少し反省する。それから海に目を移し、アドリアーノ様のことを考える。

　……彼は今いま頃ごろ、ご両親と水入らずの時間を過ごしているのだろうか？

　出かける前に彼が言った、「時期を見て、君を両親に紹しよう介かいしたい」という言葉を思い出し、とても複雑な気分になる。

　……友人としてなら問題ないと思うが、あの真っ直すぐすぎるアドリアーノ様に、噓うそがつけるわけがない。「将来を共に過ごしたいと考えている人で」などと口走りそうな気がする。

　思ったら、なぜかとても悲しい気持ちになる。

　……男と男が愛し合うなど、そんなことが、簡単に許されるわけがないのに……。

　私は思いながら、何気なく庭を見下ろし……そして白い石が敷しき詰つめられた車道を、黒くろ塗ぬりのリムジンが近づいてくることに気づく。後部座席はミラーガラスなので中は見えないが、後ろにＳＰの地味な色のセダンが続いているところを見ると、彼が乗っているのだろう。

　……アドリアーノ様が、戻もどってきた……。

　物々しい警備の様子に、彼が命を狙ねらわれていることを改めて思い出す。

　ライブラリーからは、角度の関係で車寄せも見下ろせた。両開きの扉とびらを開いて、家令とフットマンが出てくる。リムジンが車寄せにゆっくりと滑すべり込んで停車し、運転手が降りてくる。彼は車体を回り込み、後部ドアを外側から開く。

　悠ゆう々ゆうと降り立ったのは、長身の男性。逞たくましい長身と、きっちりと着こなした麻あさのスーツ。

　……アドリアーノ様……。

　彼の姿を見た私の心臓が、さらに速い鼓動を刻む。私は自分の反応が理解できずに、少し混乱する。

　……私は彼の面めん倒どうな要求にしたがって、ここに来ているだけ。約束の一週間が終わったらすぐにフェラン様と裕也様のところに戻る。なのに……。

　私の視線に気づいたかのように、彼がふいに振り向く。テラスにいる私を見上げ、遠めに見ても整ったその顔に、優やさしい笑えみを浮うかべる。真っ直ぐに見つめられて、やけに安心する。

　彼が無事だったことに、私は不思議なほどホッとしている。

　……ああ、私は本当に変だ……。

　家令が彼に近づいて、何かを言う。アドリアーノ様は私にもう一度笑いかけてから、家令と並んで屋や敷しきに入っていく。

　私は、テーブルの上に積んであった本を持って立ち上がる。並び順が違ってしまうと家令が後で大変なので、抜ぬき出したところを思い出し、そこに正確に戻していく。

「フローレス」

　声がして、私は慌あわててドアの方を振り返る。そこに立っていたアドリアーノ様は、なぜかとても深刻な顔をしていた。

「遅おそくなってすまなかった。久々の帰国だったので引き止められてしまってね。……退たい屈くつしただろう？」

　彼の言葉に、私はかぶりを振って、

「いいえ。まだ夕方です。私のことなど気にせずに、ご実家でもっとゆっくり過ごされればよかったのに」

「いや……」

　彼はわずかに私から目をそらし、どこか遠くを見つめるような顔をする。

「話は済んだ。大丈夫。それより、君に大切な話があるんだ」

「はい、なんでしょうか？　どうか、なんなりと」

　私は何か難しい問題でも起きたのかと思い、慌てて姿勢を正す。

「明日……海に行く。君も同行してくれ」

　そして、彼の口から出た言葉に一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとする。

「……海……ですか？」

「そうだ。父とも相談して、いったん街を離はなれることにした。私有地なので警備も厳重だ。それに、フェランと一いつ緒しよではどこに行っても秘書の仕事と警護ばかりで大変だっただろう？　だから君に、休きゆう暇かを楽しんで欲しいんだ」

「休暇、ですか？」

「そう。君はまだ二十代で、本当なら、自由を謳おう歌かし、遊びや恋こいを知っていたはずだ。だから、せめて私といる時には普ふ通つうの青年のように過ごして欲しい」

「フェラン様に仕えることを選んだのは私自身ですし、それを不満に思ったことなどありません。遊びにも恋にも、特に魅み力りよくを感じません。私の使命は……」

「フローレス」

　アドリアーノ様が、私の言葉を遮さえぎって言う。

「私の言い方が悪かったようだ。言い直そう」

　彼の瞳が、私を真っ直ぐに見つめてくる。

「君と一緒に、海でのんびりした時間を過ごしたい。付き合ってくれないか？」

　彼の目の奥にはどこか思いつめたような光があり、私はドキリとする。

　会うたびに軽い調子で誘さそいの言葉をかけてきた彼のことを、私はずっと軽い遊び人なのだろうと勝手に思っていた。だが私と一緒にいる間に、彼の本当の姿が少し解った。彼は実はとても真面目まじめで、少し心配になってしまうほどに一いち途ずだ。厳しいビジネスの世界で戦ってきたにもかかわらず、少年のような真っ直ぐさを失っていない。

　……ふいに送られてきた殺害予告。今までにもあったこととはいえ、自分の命が危険にさらされていると知って、ストレスを感じないわけがない。そしてストレスは心を疲ひ弊へいさせる。もしも彼が疲つかれているのだとしたら……。

　私の胸が、ふいに熱く痛む。

　……私が、少しでも癒いやしてあげられればいいのに……。

　私は、フェラン様に一生お仕えすると決めていた。それは、フローレス一族の一員としての使命感からだ。もちろん優ゆう秀しゆうなビジネスマンである彼のことは心から尊敬している。だが……こんなふうに胸が熱くなったことなど一度もなくて……。

　……アドリアーノ様のために、どんなことでもして差し上げたい……。

　私は、自分の鼓動がどんどん速くなるのを感じながら思う。

　……私はいったいどうしたのだろう？　そしてこの甘いような苦しいような気持ちは、いったいなんなのだろう……？

「フローレス」

　アドリアーノ様が、私を見つめたままで言う。

「返事を、聞かせてくれないか？」

　どこか熱い響ひびきを宿したような、低い美声。私は操あやつられるようにうなずいて、

「もちろんお供します」

　彼は私を見つめ……それからふいに微笑ほほえむ。

「ありがとう。嬉うれしいよ」

　彼の笑みがどこか苦しげに見えて、私の胸がズキリとまた痛む。

　……ああ、私はいったいどうしたというのだろう……？








　　　　アドリアーノ・ヴェルディ・ディ・マルティネリ









　……明日、フローレスにすべてを告白しよう。

　部屋のテラスに立った私は、広がる景色を見つめながら思う。

　……もしも彼が私の噓を許さないと言うのなら、彼を、すぐにフェランの許もとに帰そう。

　思うだけで心が壊こわれそうに痛むが……嫌いやがる彼を無理やりに引き止めることなど、きっとできないだろう。

　ずっと憧あこがれていた美しいフローレスが、ほんのしばらくでも、私の近くにいてくれた。私は彼の別の顔を知ることができ、さらに心を奪うばわれてしまった。彼は凜り々りしく麗うるわしいだけでなく、少年のように純じゆん粋すいで真っ直ぐな心を持ち、とても寛かん容ようで、そしてとても優しい。

　彼の甘い響きの声で語られる一言一言が、私にとってはまるで宝石のように煌きらめいていた。彼は、私にとっては唯ゆい一いつ無二の存在。もしも彼を失ったとしたら、その代わりなど二度と見つけることはできないだろう。

　私はテラスの手すりを握にぎり、小さくため息をつく。

　彼と一緒に過ごしている間、何も特別なことなどできなかった。私は彼のためにずっと必死で、フェランのような余よ裕ゆうのある態度など一度も取れなかった。彼の心を奪えたとは……とても思えない。

　社交界では「まるで王子様のよう」などと言われ、女性や美しい男性達からずっとちやほやされてきた。フローレスに出会う前にはいくつかの軽くてあとくされのない恋れん愛あいを楽しんだりもしてきた。だが、私はそれまで一度も恋に苦しんだことなどなかった。

　……恋が、これほど苦しいものだったなんて。

　私はシャツの胸を摑つかんで、激しい心の痛みに耐たえる。

　……彼を失うことを考えただけで、今すぐにでも死んでしまいそうだ……。







　　　　ルカス・フローレス







　私とアドリアーノ様は、彼が所有するという小さな無人島に来ていた。

　私は、家令が用意してくれた白いＴシャツとベージュのチノパンの上に、白のヨットパーカーを羽織っている。こんなカジュアルな格好で彼の前に出るのは初めてで……なぜか少し恥はずかしい。

　彼は白い麻あさの半はん袖そでのシャツとヴァニラアイスクリーム色の麻のスラックス。裸足はだしに純白のデッキシューズ。ボタンを三つ開いたシャツの布地の間から、しっかりとした鎖さ骨こつと陽ひに灼やけた逞たくましい胸が見え隠かくれする。こんな格好をした彼を見るのは不思議と新しん鮮せんで、しかも彼は本当にセクシーで……私はなぜか彼を正視できない。

　早朝、まだ薄うす暗ぐらいうちに私達はヨットハーバーに向かい、そこから彼が所有するというクルーザーのうちの一隻せきに乗り込んだのだが……警備体制のすごさは、フェラン様の警護に慣れている私でも驚おどろくほどだった。

　私達が乗せられたのは昨日のものとは違ちがう物々しい防ぼう弾だんガラスを装備した大型のリムジン。前後左右、計四台のセダンが私達の車を取り囲み、そこには銃じゆうと防弾チョッキで武装したＳＰ達が乗り込んでいた。車がほとんどない早朝の大通りを進む物々しい一行は、偶ぐう然ぜん目にした人の目にはかなり奇き異いに映っただろう。

　ヨットハーバーの入り口には臨時のバリケードが張られ、何人もの警官が立って早起きの観光客をシャットアウトしていた。まるで国家元首の警備のようなそれに……私は彼がこの国ではとんでもないＶＩＰなのだと思い知った。

　この島に到とう着ちやくするまでの間に、私達は早めの軽い朝食を済ませた。ほぼ一時間後、私達を乗せたクルーザーは、この島の桟さん橋ばしに到着した。

　島に上陸したのは、私とアドリアーノ様の二人だけ。そして普ふ段だんはここを管理しているという別べつ荘そう番ばんが、私達と入れ違いにクルーザーに乗り込んだ。家令が、「御ご用ようの際は電話でお呼びになってください。ごゆっくり」と言い……船は桟橋を後にしていった。

　私はとても美しい砂すな浜はまとエメラルドグリーンの海に見とれたが……ふとあることに気づいた。かなり遠い場所だが、何隻もの船が行き来している。鋭するどい舳へ先さきを持つシルエットからして、観光用のクルーザーなどではなく、武装した軍用の船だ。きっと、あの厳しい警護はそのまま続いているのだろう。

　彼が私の視線を追うようにして、海に目をやる。

「警護が少し無ぶ粋すいだな。気になる？」

「いいえ」

　殺害予告の出された彼の安全を考えれば、警護が厳しいに越こしたことはないからだ。

「それなら、おいで」

　彼は言いながら、私に手を差し出す。

　滑なめらかな肌はだ、すらりと長い指。男らしく大きな手は美しく、私は思わず見とれてしまう。

「砂浜で転んだらいけない。……手を」

　重ねて言われて、私は思わず彼の手を取ってしまい……ドキリとする。慌あわてて手を引こうとするけれど、彼はそれを許さずに私の手をしっかりと握り締しめる。その体温に……思わず頰ほおが熱くなる。

「進入してくる船を防ぐだけでなく、異状がないかどうかこちらも監かん視ししていますよね？　警護のメンバーに見られてしまいます。ですから……」

「彼らはプロだ。何を見ても知らないフリをしてくれる。ああ……いや……」

　彼はやけに真しん剣けんな顔になって、私を見下ろして、

「困ったな。君の水着姿を、彼らに見せたくない。警護のためとはいえ、高性能の望遠鏡でこちらを見ているはずだし……Ｔシャツでも透すけてさらにセクシーになりそうだし……ヨットパーカーを着たまま泳いでくれないか？」

　彼の言葉に、私は思わず微笑ほほえんでしまう。

「相変わらず、仕方のない方ですね。それなら服は脱ぬがないままで。まずはコテージを案内してくださいませんか？」

　私の言葉に、彼はうなずく。

「わかった。コテージの中なら、無粋な視線にさらされることはない。君にセマり放題というわけだ」

　真面目まじめな顔で言われて、私は彼を睨にらんでやる。

「私がどれだけ強いか。今すぐに思い知らせて差し上げましょうか？」

「そんな顔をしても色っぽいだけだよ。……おいで」

　彼はいきなり私の手首を持ち上げ、そのままコテージに向かって走りだす。砂に足を取られて転びそうになった私の肩かたを抱だき締めて支え、そのままスピードを上げる。

「急に走らないでください！　子供ですか？」

「あははは、怒おこった顔は本当に可愛かわいいな！」

　言いながら白い砂浜を駆かけ抜ぬけ、コテージへの階段を上る。

　階段を上ったところにあるコテージは、アジアのリゾートホテルのような贅ぜい沢たくな造りだった。純白の石が床ゆかに張られた、オープンエアーのエントランスホール。高い天てん井じようには天然の椰や子しの葉が編みこまれ、美しい模様を描えがいている。ホールに並べられているのは、シックな黒の籐とうの家具。チェックインする観光客がいないのがもったいないくらいの洒落しやれた空間だ。

「私の部屋にいこう。海がとてもよく見えるよ」

　彼は言って、私をコテージの中に誘さそう。そのまま大階段を通って二階に上がり、広々としたテラスのある吹ふき抜けの部屋に案内してくれる。巨きよ大だいな窓からは、美しいエメラルドグリーンの地中海を広く見み渡わたすことができる。

「このガラスは防弾というだけでなく、偏へん光こうガラスなんだ。内側から海を眺ながめることはできるが、あちらから中を覗のぞくことはできない。設計する時に、こっそりそうさせたんだが」

「そんなことをして、いいのですか？」

「私にもプライバシーは必要だ。ＳＰのチーフは気づいているけれど、一応知らないフリをしてくれている」

　彼の言葉に私は呆あきれ……しかし彼らしい、と笑ってしまう。

　彼は海に向けて置かれた籐のソファに私を座らせ、部屋の隅すみのミニバーから、ミネラルウォーターを二本持ってくる。すぐ隣となりに腰こしを下ろし、私に冷たいボトルを渡わたす。

「ここからの景色は、世界一素す晴ばらしいと思う。君と共有できて嬉うれしいよ」

「本当に素晴らしい場所だと思います。まだ小さかった頃ころを除けば、私にはプライベートで旅行をした思い出がありません。フェラン様と一いつ緒しよに移動したことはありますが、私は秘書というだけでなく警備要員でもあったので、いつも気は抜けませんでしたし……なので、こんなところでのんびりしているのが、なんだかまだ信じられません」

「もう一度聞いておきたいんだ。君は……」

　アドリアーノ様が、どこか思いつめたような声で言う。

「……フェランのことを愛しているのか？」

「私は物心ついた時から、フェラン様をお守りするようにと言われて育ちました。彼は主人であり、家族のようでもあります。恋れん愛あいの対象だと思ったことは、今まで一度もありません」

「本当に？」

　アドリアーノ様が、まだ信じられない、という顔で言う。それから手で髪かみをかき上げて、

「てっきりそうなのかと思っていた。……最初の頃、君は私との接せつ触しよくをとても嫌いやがっているように見えたからね。フェランとユウヤの愛の行こう為いを目もく撃げきしてしまった夜……とか……」

「いえ、あなたを嫌がっていたのではなく……」

　私は言いかけて迷い、それから覚かく悟ごを決めて言う。

「……人に触ふれられることには、少しだけ抵てい抗こうがありました。ドイツのホテル学校時代、同室の男に襲おそわれそうになったことがあって……」

「なんだとっ？」

「いえ、もちろん未み遂すいでした。私は格かく闘とう技ぎをやっているので簡単に撃げき退たいしました」

　私が言うと、アドリアーノ様は本気でホッとしたようにため息をつく。しかしすぐに深刻な顔に戻もどって、

「だが……とても怖こわかったことには変わりないだろう？……可か哀わい想そうに」

　心配そうに言われ、そっと髪を撫なでられて、胸がジワリと熱くなる。

「いろいろと失礼なことをしてしまって、すみませんでした。忘れなくてはと思いながらも、つい……でも……」

　私は、彼のあたたかな手のひらを感じながら、鼓こ動どうが速くなるのを感じる。

「あなたといる時、とても安心できました。あなたなら心から信用できると思ったし、だから一いつ緒しよに寝ねることすらできたんです。……あなたのおかげで、もう何も怖くありません」

「フローレス」

　彼のエメラルド色の瞳ひとみが、私を真っ直すぐに見つめている。

　……もしも私が彼の恋こい人びとだとしたら……。

　私は彼を見つめ返しながら、胸が強く痛むのを感じる。

　……こんなにロマンティックなシチュエーションはないだろう。きっと、蕩とろけそうに甘い時間を過ごしているに違ちがいない。

　そして私は、はっきりと自分の気持ちを悟さとる。

　……私はこの比類なく美しく、なのにまるで少年のように純じゆん粋すいなこの男を……いつの間にかこんなに好きになってしまった……。

「私も一つ、告白したいことがあるんだ。ずっとタイミングを見計らっていた」

　彼の言葉に、私はなぜかとても不安な気持ちになる。

「なんですか？　聞かせてください」

「私は……マルティネリ公国の次期元首なんだ」

　彼の口から出た言葉に、私は呆ぼう然ぜんとする。そして、この国の次期元首が彼と同じアドリアーノという名前だったことを思い出す。だが……。

「冗じよう談だんですよね。あなたが次期元首と同じ名前であることは家令から聞きましたが……」

「冗談ではない。私はこの国の次期元首。正式名はアドリアーノ・ヴェルディ・ディ・マルティネリという」

　彼の真剣な顔は、とても冗談を言っているとは思えない。

　……彼が……本物の王子様……。

「隠かくし事をしてすまなかった。私のことを、ただの一人の男として見て欲しかった。そのうえで、私を好きになれるかを考えて欲しかった」

　彼の言葉に、私はとまどう。

　……まさか、彼が本物の王子だったなんて……。

　ふいに、ハーバードの寮りようの中庭で見た、あの光景が蘇よみがえる。

　……あの時の彼は、自分の父親と話していたのか？　彼が言っていた『自由』とは、次期元首としての責務から、あと少しだけ自由でいさせてくれ、ということだったのか……？

　まるでパズルのピースがはまるかのように、謎なぞが解けた気がした。

　……彼の思いつめた顔、会うたびに見せた必死な様子……それは、彼がいつかは自由のない、すべてを国民に捧ささげる生活に戻らなくてはいけないということを示していたのか。

「君の気持ちを聞かせて欲しい」

　彼の真しん摯しな囁ささやきが、私の胸を激しく締しめ付ける。

　……彼は真っ直ぐな人で、どこまでも無む邪じや気きだ。だからきっと、二人の前に道が続いていると信じているに違いない。でも……。

　私は絶望的な気分で思う。

　……そんなお伽とぎ噺ばなしのようなことが、あるわけがない。本物の王子様である彼が、男と愛し合うことなど、許されるわけがない。きっとこれは、彼独特のゲームなんだ。

　私は、呆然と窓の外を見つめながら思う。

　……彼はチェスで私を賭かけたのと同じように、今度は私とのゲームに勝とうとしている。彼を愛してしまったら、私の負けなんだ。わかっている。でも……。

　彼のことを思うだけで、胸が締め付けられる。もうおしまいだと思うだけで、涙なみだがこぼれそうになる。

　……私はきっと……彼に、恋こいをしてしまったんだ……。

　私は泣いてしまいそうになりながら思う。

　……私は、ギリギリのところで、彼とのゲームにまた負けてしまったんだ。

「愛しているんだ、フローレス。でも君は、やはり私のことなど愛してくれないだろう？」

　彼の言葉には、胸を痛ませるような悲痛な響ひびきがある。

「今度の勝負は君の勝ちだな。好きにさせるつもりだったのに」

　彼の言葉に微かすかな苦く笑しようが混じるが……さらに悲しげになっただけだった。

「いいえ」

　私はもう我が慢まんができなくなって、そっとかぶりを振ふる。

「私の負けです」

　彼はびくりと身体からだを震ふるわせて、そのまま動きを止める。それからゆっくりと身体を離はなし、私を間近に見下ろしてくる。

「今……なんて言った？」

　私は彼を見上げながら言う。

「私の負けです。あなたが好きです」

　彼は呆然とし……それからかすれた声で言う。

「本当に……？　私は今、冗談に付き合う余よ裕ゆうなど皆かい無むだ。本気にしそうなんだが……」

「本気にしてくださってかまいません。あなたを……」

　私は、自分の気持ちを正直に言葉にする。

「……愛しています」

「……フローレス……」

　彼の唇くちびるから、ため息のような声が漏もれる。少年のように煌きらめく瞳、大型犬のように開けっぴろげな好意。

　……ああ、この男は、どうしてこんなに魅み力りよく的なんだろう……？

「……ああ……」

　彼は天を向いて言い、それからしっかりと私を抱だき締める。

「……神様、ありがとうございます。私の願いを、やっと聞き届けてくださったんですね……」

　彼の感極きわまった囁きが、私の髪を揺ゆらす。

「……ああ、本当に、こんな日が来るなんて……」

　彼が、私の髪に愛いとおしげに頰ほお擦ずりをする。

「……君の心が、私のものになる日が来るなんて……」

　彼の声には、少しの偽いつわりも感じられなかった。彼は自分たちの未来を少しも疑うことなく、真っ直ぐに私を愛してくれていたのだろう。

「……フローレス……」

　彼が腕うでの力を少しだけ緩ゆるめ、間近に私を見下ろしてくる。

「……キスを……許してもらえないだろうか……？」

　その言葉に、鼓動が速くなる。頰ほおが燃え上がりそうに熱くなり、身体が蕩けそうになる。

「キスですか？　もう、何度もしているではないですか」

　自分の揺れる様子を隠すために、私の唇からはことさらに冷たい声が漏れてしまう。

　しまった、と思うが、彼はまったく気にすることなく苦笑して、

「もちろん、頰へのキスなどではない。わかっているくせに」

　彼の指が、私の顎あごをそっと持ち上げる。

「頰が赤い。照れているんだね？」

「ち、違います……あ……っ」

　恥はずかしさに思わず抵抗しようとした私の額に、彼の唇がそっと触れてくる。それだけで、もう、私は動くことすらできなくなる。

「こんなクールな顔をして、本当はとても可愛かわいい。純粋で、真っ直ぐで、とても眩まばゆい」

　彼は囁きながら、私の肌はだの上に何度も唇をつける。鼻の先、ぎゅっと閉じた瞼まぶたの上、頰、そして……唇のすぐ脇わき。

「……好きだ、フローレス。愛してる……」

　……ああ……。

　低い美声で囁きながら、唇まであとほんの一センチという場所に何度も唇を触ふれさせられて……もう、心臓が壊こわれそうだ。　>>>♥

「……私も愛していると言いました」

　私の唇から、かすれた声が漏れた。

「……なのに、唇に、キスをしないのですか？」

　私が囁いた一いつ瞬しゆん後、彼の唇が私の唇をふさいだ。驚おどろいている間に、もう一度。思わず身体を離そうとするけれど、腰こしを引き寄せられて、もう一度。

　……ああ、これが、彼の唇……。

　見た目よりも柔やわらかな感かん触しよくに、眩暈めまいがする。

「……あ……っ」

　ふいに力が抜ぬけて、私はその場に崩くずれ落ちそうになる。私の身体をしっかりと抱き締め、そして彼が囁く。

「今すぐにベッドに行こう、フローレス。もう、一秒も待てないよ」








　　　　アドリアーノ・ヴェルディ・ディ・マルティネリ









「……ん……っ」

　私は信じられないほどの幸せに包まれながら、彼の唇にキスを繰くり返す。

　いつもクールな言葉ばかり吐はく彼の唇は、触れてみるとひんやりとしてとても柔らかく、まるで今にも蕩とろけそうなデザートのようだ。

「……ん……んん……っ」

　彼が腕の中で身じろぎをする。しなやかな指が、私の腕をキュッと握にぎり締める。彼の体温は高く、その呼吸は速い。

　……ああ、彼は、私とのキスに感じてくれているのだろうか？

　思いながら、舌でゆっくりとその美しい唇の形を辿たどる。

「……あ……っ」

　彼はあえかな声を漏らし、強く嚙かみ締しめていた顎からふいに力を抜く。

「……フローレス……」

　私は愛おしい彼の名前を呼び、そしてその柔らかな唇の間に舌をゆっくりと差し入れる。まるで性器を侵おかすようなその感触に、身体がさらに熱くなる。

「……ああ……っ」

　彼が驚いている間に、開いていた上下の歯列の間から舌を深く差し入れる。口を閉じられなくなってしまった彼の舌を思うさま嬲なぶり、感じやすい上うわ顎あごを舌先でくすぐってやる。

「……あ……あ……っ」

　彼はとても混乱したように声を漏らすが、その声はとても甘い。小さな舌の先をチュッと吸い上げてやると、彼の腰がびくりと跳はね上がる。

「……ん……っ」

　彼の脚あしの間の部分が、私の腿ももに一瞬だけ押し付けられる。彼は慌あわてて身体を引くが、私ははっきりと感じていた。

　……彼は……私とのキスに感じ、性器を硬かたくしてくれている……。

　彼の脚の間の部分には、たしかに硬い感触があった。それを確かめるために、深いキスを続けながら、腿で彼の脚の間を擦すり上げてやる。

「……ンンーッ」

　彼が切ない声を上げ、ビクビクと身体からだを震ふるわせる。彼の脚の間で……彼の中心はしっかりと勃ぼつ起きしていた。

「キスだけで、こんなふうになるなんて……」

　私は名残なごり惜おしい気持ちで唇を離はなし、腿でその部分をグッと刺し激げきしてやる。

「……クールなように見えて、実は情熱的なんだな」

　彼は目を閉じたまま仰あお向むき、小さく息を吞のむ。

　長い睫まつ毛げが、蝶ちようの羽のように揺れている。いつもは薄うすいピンク色をした彼の唇が、今はバラ色に染まって、我を忘れたかのように微かすかに開いたままになっている。飲みきれなかった唾だ液えきが、煌めきながら唇の端はしからゆっくりと伝う。そのあまりの色っぽさに、背中にゾクリと戦せん慄りつが走る。

「……んん……っ」

　私は彼の腰をしっかりと引き寄せ、彼の美しい顔に顔を近づける。

「……ん……っ」

　溢あふれた唾液をゆっくりと舐なめ上げてやると、彼の身体がビクビクと大きく震える。

「……や……」

　紅潮していた彼の頰がさらに濃こく染まる。きっと、とても恥ずかしいのだろう。

「こんなことで恥ずかしがっていては……」

　私は彼の顎の形をゆっくりと舌で辿たどりながら、そっと囁ささやく。

「……この先が、教えられなくなってしまう……」

　睫毛を震わせ、彼がゆっくりと目を開く。美しい紅茶色の瞳ひとみ。濡ぬれた眼まな差ざしが、とんでもなく色っぽい。

「……迷わないで。私に……」

　柔らかな唇くちびるが微かに動き、かすれた囁きを漏もらす。

「……すべてを、教えてください……」

　その言葉に、目の前が真っ白になる。身体の深い場所に押し込めていたはずの激しい欲よく望ぼうが一気に噴ふん出しゆつし、すべての理性を押し流す。

「フローレス……！」

　私は彼の首筋に顔を埋うずめ、その滑なめらかな肌に歯を押し立てる。

「……アア……ッ！」

　そのままグッと強く嚙んでやると、まるで達してしまったかのように激しく、彼の身体が跳ね上がる。腰に回していた右手を、二人の身体の間に手を滑すべり込ませる。彼のヨットパーカーのファスナーを下ろして脱ぬがせ、それを床ゆかに落とす。それから白いＴシャツの胸に手のひらを当て、ゆっくりと動かして乳ち首くびを探す。

「……ンン……ッ！」

「……布地越ごしにでも、尖とがっているのが解わかる」

　私は囁き、指先で彼の乳首をくすぐってやる。

「クールな顔をして、なんて身体をしているんだ。キスだけで、こんなに感じるなんて」

　布地ごと乳首を摘つまみ上げ、キュッと揉もみ込んでやる。

「……ア……ッ！」

　彼がどこか当とう惑わくしたような声を上げ、身体を震わせる。

「誰だれかに乳首を愛あい撫ぶされたのは、初めて？」

　指先で先せん端たんをくすぐりながら言ってやると、彼は小さくうなずく。

「……もちろん初めてです、こんな……アッ！」

　キュッと強く摘み上げてやると、彼の身体がまたビクッと跳ね上がる。

「少し痛いくらいの方が感じるのかな？　さっきから身体が震えっぱなしだ」

　囁いて舌を這はわせ、しなやかな首筋の反対側に歯を立ててやる。

「……や、あ……っ！」

　さっきよりもさらに強めに嚙んでやると、彼の背中がキュッと仰のけ反る。腿に屹きつ立りつが押し付けられ、さっきよりもさらに大きさを増してチノパンを押し上げているのが解る。

「本当に感じやすいんだな。もうつらそうじゃないか」

　私は彼の上から身を起こし、上から彼を見下ろす。

「私に、めちゃくちゃにされたいか？」

　私の口から、欲望にかすれた声が漏れた。

　……ああ、こんなことを言うつもりではなかった。もしも心が通じ合ったら、優やさしく奪うばってやるつもりだった。なのに……。

「……はい。めちゃくちゃにしてください……」

　私を真っ直すぐに見上げて、彼が囁く。乱れた呼吸が、彼の胸を速く上下させている。

「……すべてを、忘れてしまうくらい……」

　煽あおるような彼の眼差しが、私の理性をすべて吹ふき飛ばす。私は彼を愛する一人の男から、飢うえた獣に変わってしまう。

「すべてを忘れさせてあげる。覚かく悟ごはいいね？」

　言って、彼のＴシャツの布地を摑つかむ。そのまま一気にまくりあげて脱がせ、床に落とす。

「……あぁ……っ」

　彼は小さく息を吞み、頰ほおをバラ色に染めて固く目を閉じる。真しん珠じゆのように白い肌はだ、胸の先端を飾かざるバラ色の乳首。艶つやのあるそれが、愛撫を待ち焦こがれるように微かに震えている。

「もう、私だけのものだ」

　私は眩暈めまいを覚えながら、彼の胸むな元もとに顔を埋める。肌の上に強いキスを繰くり返し、自分の所有物である印のキスマークを刻む。まるで雪の上に散った真しん紅くのバラの花びらのようだ。

　私はこのうえなく幸せな気持ちで、実感する。

　……ああ……こんなに愛いとおしい彼が、やっと私だけのものになったんだ……。
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「……あ……あ……っ」

　私の唇から、信じられないほど甘い喘あえぎが漏れている。

　キスでたっぷりと濡らされた両方の乳首は、ジンジンと熱を持ち、痛いほどに尖ってしまっている。なのに彼は私を許さず、その唇で乳首を包み込み、舌で柔やわらかく舐め上げ……私が甘い快楽に落ちそうになった瞬しゆん間かんに、痛いほど強く吸い上げてくる。

「……アアッ！」

　私の背中が反り返ったタイミングに合わせて、彼の手のひらが私の屹立を扱しごき上げる。とめどなく溢れる先走りでヌルヌルになった側面を刺激されて、今にもイッてしまいそうだ。

　……ああ、こんなふうにされて……。

　私は我を忘れそうになり、切れ切れに喘ぎながら思う。

　……こんなに感じてしまうなんて……！

　こんなことをしたのは生まれて初めてなのに、彼は容よう赦しやなく私の本質を暴あばいていく。一番感じてしまうやり方で、彼の舌が私に快感を教え込む。

　ずっと性に関して淡たん白ぱくだと思っていたのに、本当は少し痛いくらいの愛撫が一番感じること。所有物のように肌にキスマークを刻まれるのが、眩暈がするほど嬉うれしいこと。乳首がとても感じて、両方同時にされると目が眩くらみそうになること、そして……。

「……アアッ！」

　彼の手が、私の両りよう脚あしを大きく押し開く。乳首にキスをしていた唇が、肌の上をゆっくりと滑り下りていく。鳩尾みぞおち、臍へその上、そして……。

「そんな、ダメ……アア──ッ！」

　反り返り、蜜みつを垂らす屹立が、彼の口こう腔こうにたっぷりと含ふくまれてしまう。

　……ああ……こんなことをされてしまうなんて……！

　抵てい抗こうしたいのに、大きく開いた腿ももの間に彼の身体があり、逃にげることが許されない。

　彼の手のひらが私の側面をゆっくりと扱き、たっぷりと濡れた舌が張り詰つめた先端をヌルヌルと愛撫している。

「……ダメ……お願いです……っ」

　彼の身体からだを押しのけなければいけない……解っているのに身体が言うことを聞かない。挙げた両手がいつの間にか彼の頭にかかり、指先がまるでねだるように彼の髪かみに埋まっている。

「……ダメです……そんなところ……アアッ！」

　抵抗を封ふうじるように、チュクッ、と音を立てて先端を吸い上げられ、身体がビクンと跳はね上がってしまう。

　先走りを掬すくい取った彼の指が、私のスリットに滑り込む。谷間を往復して私を喘がせ、それから隠かくされた蕾つぼみを見つけ出す。

「……ンッ！」

　彼の長い指が、私の内部にチュプッと音を立てて滑り込んでくる。抵抗したいのに、屹立を舌で嬲なぶられて、私は喘ぐことしかできない。

「……アッ……アッ……！」

　彼の指は私の感じる部分を見つけ出し、ゆっくりと私の入り口を解ほぐした。屹立を口腔に含まれたまま、後ろの蕾を探さぐられて……私はもう何も考えられない。

「痛かったら、すぐに言うんだよ」

　身を起こした彼が、私の脚あしを大きく割り広げながら囁ささやく。

　……ああ、今ならまだ間に合う……。

　身体をつなげたら、彼のことを絶対に忘れられなくなる。だからこれ以上はやめておくのが一番いいに違ちがいない。でも……。

　……彼が、欲しい……。

　私は苦しい気持ちで思う。

　……一生に一度だけでもいい。彼のものになりたい……。

「……して……」

　私の唇くちびるから、かすれた声が漏もれた。

「……私を奪ってください……」

「フローレス……！」

　彼の手が私の両腿を摑む。彼の逞たくましい屹立が私の蕩とろけた蕾にグッと強く押し入ってくる。

「……ンンッ！」

　彼の逞しい欲よく望ぼうが、私のきつい内ない壁へきをきっちりと満たしていく。

「……ああ……っ」

「……愛している、フローレス……」　>>>♥

　彼が囁き、そしてゆっくりと抽ちゆう挿そうを開始して……。

　ベッドの中の彼は、まるで狼おおかみのように獰どう猛もうだった。

　私は彼にすがりつき、すべてを忘れて喘ぎ……。

　……でも……。

　私の目め尻じりを、快楽と悲しみの入り混じった涙なみだが滑すべり落ちる。

　……これが、本当に最後なんだ……。




　　　　◆




　私の身体をしっかりと抱だき締しめ、アドリアーノ様が言う。

「ずっと一いつ緒しよにいよう、フローレス」

　彼の言葉が、私の胸に深く突つき刺ささる。

　もしも彼が普ふ通つうの男なら、きっと涙が出るほど嬉しかっただろう。でも……。

「フェランに頼たのんで、君を私の専属秘書にしてもらおう。そうすれば、どこに行くにもずっと一緒だ」

　彼の囁きが、私の髪を揺ゆらす。

　鼻び腔こうをくすぐる、とても芳かんばしい彼のコロン。甘くセクシーに感じられるそれに、涙が出そうになる。

　……彼に抱だかれるのは、これが最初で最後だ。

　私は必死で自分に言い聞かせる。

　……彼は一国の元首になるべき人。そんな彼と、私が、つりあうわけがないじゃないか。
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「……ん……」

　深い眠ねむりから、私はゆっくりと覚かく醒せいする。

　開いたままの窓から、眩まばゆい朝の光が差し込んでいる。剝むき出しの肌はだを撫なでるのは、あたたかな海の香かおりの風。鳥たちが鳴き交かわす声も、今朝は音楽のように美しい。

　時間を忘れて熱く愛を交わした後。私達は交代でシャワーを浴び、服を着て迎むかえの船を呼んだ。そして月明かりの下の海を渡わたり、リムジンに乗って屋や敷しきに戻もどった。

　行きはきちんと距きよ離りを置いてシートに座っていたフローレスが、帰りは腿が触ふれるほど近くに座ることを許してくれた。しかもそっと握にぎった手をおずおずと握り返してくれた。

　屋敷に着き、軽めの夕食を取り……その後、私はもうフローレスを離はなすことができなくなった。彼を自分の部屋に引き入れ、ベッドに押し倒たおし……そして朝まで彼を抱いてしまった。

　私はゆっくりと目を開き、ベッドの隣となり……彼がいるはずの場所が空であることに気づく。しかしあれが夢ではなかったことを示すように、シーツには細かい皺しわが寄り、私の身体は満足しきって心ここ地ちよく痺しびれている。

　……また、朝のお茶を用意してくれているのだろうか？

　思いながら視線をめぐらせると、ベッドサイドチェアに用意してある彼のバスローブが消えている。部屋の中には微かすかにシャワーソープの香りが漂ただよい、彼がすでにシャワーを浴びたあとであることが解わかる。きっと今朝も早起きをしてシャワーを浴び、私のためにてきぱきと働いてくれているのだろう。

「……今朝くらい、ゆっくりすればいいのに」

　私は思わず微笑ほほえんでしまいながら、ベッドに起き上がる。

　初めて知った彼とのセックスは、今までに見てしまったどんな夢よりも淫みだらで、そして眩暈めまいがしそうなほどに濃のう密みつだった。私はまるで飢うえた狼のように発情し、人としての理性を忘れて彼を貪むさぼり、あの美しく甘美な身体にたっぷりと蜜を注ぎ込んだ。

　彼はほっそりと優ゆう雅がな見た目に反してとても敏びん感かんで、そしてタフだった。彼は切れ切れに喘あえぎながら何度も絶頂に達し、その無む垢くな肌を淫らに染めた。そして、私の肩かたに顔を埋うずめ、もっと、とかすれた声で懇こん願がんした。

　昨夜の彼のことを思うだけで、身体の奥に火が灯ともる。あんなに抱き合ったのに、まだ足りない、という気分になる。

　……ああ、まさか自分が、こんなふうになるなんて……。

　時計を見ると、七時五十分。彼が紅茶を運んでくるまであと十分しかない。

　私は手を伸のばして自分のバスローブを取り、全ぜん裸らの上にそれを羽織る。ベッドから下りようとして、サイドテーブルにメモがあることに気づく。

『とても楽しかった。でも、約束の期限は終わりました。昨夜のことは忘れてください』

　几き帳ちよう面めんな筆ひつ跡せきは、フローレスのもの。私は愕がく然ぜんとそのメモを見つめて動きを止める。

　……フローレス、いったい何があったんだ……？
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「失礼いたします」

　私は言いながらワゴンを押し、庭を見み渡わたすことのできる家族用のティールームに入る。

　フェラン様と並んで座った裕也様が、心配そうな顔で私を見つめている。

　彼と愛を交わした、あの日。私は夜明けにアドリアーノ様が眠ってしまったのを見計らって屋敷を抜ぬけ出した。タクシーでマルティネリ国際空港に向かい、そのまま空港のベンチで朝を……そして一番早いパルマ公国行きの直行便に乗り込んだ。

　出発ゲートを通る直前に、フェラン様の屋敷に電話を入れたが、早朝にもかかわらず父はすぐに電話を取ってくれた。「これから飛行機に乗ります。お茶の時間までには、屋敷に到とう着ちやくします」という私の言葉に「わかった」と答えてくれた。だが、私の声に覇は気きがないことに気づいたようで、「何かあったのか？」と聞かれてしまった。私は無理やり笑って、「何もありません。長い休きゆう暇かをありがとうございました」と答えて電話を切った。

　……ずっと家令をしていてとても神経の細かい父が、そんな言葉くらいでごまかされてはくれないだろうが……。

　あれから三日。私はすでにアドリアーノ様のことを忘れ、以前とまったく変わらない気持ちでフェラン様と裕也様にお仕えしているはずで……。

　父から何か聞いたのか、それとも私の様子がおかしいのか……いつもなら楽しげに話しかけてくれる裕也様が、今日も黙だまったままだ。私は必死で平静を装いながらワゴンを押し、テーブルの脇わきにワゴンをセットする。

「いつものように、フェラン様はストレートのダージリン、ユウヤ様はアッサムのミルクティーでよろしいですか？」

　私の言葉に、裕也様が慌あわてたようにうなずく。

「う、うん」

「では、すぐにご用意します」

　私は言いながらあたためておいたティーポットに計量した茶葉をいれていく。

「ええと……フローレス、何か心配事とか、ない？」

　裕也様が言う。優やさしい言葉だが、何かを気き遣づかうような響ひびきがある。私は無理やり笑えみを浮うかべてみせて、

「いいえ。何も」

　裕也様はフェラン様と顔を見合わせ、それからさらに苦しげな顔になって、

「あの……帰ってきて本当に大だい丈じよう夫ぶだったの？」

「申し訳ありません。ご質問の意味が理解できないのですが？」

「だって、オレ……フローレスとアドリアーノさんなら、きっと心が通じ合うだろうって思ってて……」

「ユウヤ」

　フェラン様が、静かな声で裕也様の言葉を遮さえぎる。

「君の気持ちも解る。だが、とても難しい問題なんだ。二人の選せん択たくに、私達は口を挟はさむことはできないんだよ」

　その言葉に、裕也様は肩を落とす。

「一つだけ、お聞きしてもよろしいですか？」

　私の言葉に、二人は姿勢を正す。

「お二人は、アドリアーノ様がマルティネリ公国の次期元首だったことを、もちろんご存じですよね？」

「あっ、ごめん……」

　裕也様が泣きそうな顔になって、

「オレ、ちょっと前にフェランから聞いて知ってた。だけど、アドリアーノさんが真しん剣けんなのも聞いていたし、だからフローレスがアドリアーノさんと一いつ緒しよに行った時、このままうまくいったらいいなって……でも、ごめん……」

「責めているわけではありません」

　私はしょげてしまった裕也様に向かって慌てて言う。

「ただ……彼の素す性じように関してきちんとお聞きしておけばよかったな、と。彼のことはずっと以前から知っていましたのに」

「私も、そしてユウヤも、アドリアーノから口止めされていたんだ」

　フェラン様が言い、裕也様が慌てたように、

「うわ、フェラン！　それを言ったらアドリアーノさんの印象が悪くなっちゃうよ！」

「そうかもしれないが……こうなったら、すべてを話しておいたほうがいいだろう」

　フェラン様が言い、私に真っ直すぐに向き直る。

「アドリアーノは、自分の地位ではなく自分の内面を愛してくれる人と結ばれたい、と話していた。そして学生時代に一目ぼれした君を、ずっと一いち途ずに想おもっていた」

　フェラン様の言葉が、さらに胸を痛ませる。フェラン様の、

「君の気持ちはどうなんだ？」

　彼らしい、ストレートな質問。私は小さく笑って、

「彼は本物の王子様で、私は執事。どう考えても、結ばれるわけがありません」

「本当は、彼のそばにいたかったんじゃないの？」

　裕也様に言われて、私はかぶりを振ふる。

「いいえ。私はこの屋や敷しきの執事です。一生を、フェラン様と、その伴はん侶りよの裕也様に捧ささげて過ごすのが……」

「そうじゃなくて！」

　裕也様が、とても真剣な顔で私の言葉を遮る。

「フローレスの気持ちはどうなの？　アドリアーノさんのこと、好きなんじゃないの？」

　私の胸に突つき刺ささった何かが、ズキズキと熱を持って痛む。

　……だが、この気持ちは封ふう印いんしなくてはいけない……。

「いいえ。私は、彼のことなど……」

「もし、その言葉どおりにアドリアーノさんに興味がないなら、そんな顔をするわけがない。フローレス、ものすごく苦しそうな顔をしてる！」

　裕也様に言い当てられて、私は言葉を失う。胸の傷が、さらに痛みを増してくる。

　……きっとこの激しい痛みは一生消えないだろう。でも……。

『君を愛している』『ずっと一緒だ』という彼の声が驚おどろくほど鮮せん明めいに耳の奥に蘇よみがえり、今にも泣いてしまいそうだ。

「フローレス」

　フェラン様が、厳しい顔で私を見つめながら言う。

「私もユウヤも、君のことがとても心配なんだ。主人ではなく友人として、君の悩なやみを聞くことはできないだろうか？」

　フェラン様の優しい言葉が、胸にしみてくる。裕也様も、

「もしかして、身分違ちがいだからこの恋こいは許されない、とか思ってた？　それなら、オレもずっとそう思ってた。フェランと結ばれる前は」

　裕也様の言葉に、私はハッとする。裕也様は苦く笑しようして、

「だって、フェランは世界的な大だい富ふ豪ごうの嫡ちやく子しで、対するオレはただの庶しよ民みん。さらにオレはフェランと血がつながった、腹はら違ちがいの弟かもしれないって言われてて……」

　フェラン様と裕也様が結ばれる前のことを思い出す。最初はとても楽しそうだったお二人は、日を追うにつれて苦しげになり、最後はとても追い詰つめられていた。

「フェランのことが一目で大好きになって、どうしても一緒にいたいと思った。だから彼の屋敷に来たけれど……近づけば近づくにつれてどんどん好きになって、でも兄弟だから必要以上に近づくことは許されなくて……本当は、彼のことを、兄さんじゃなくて一人の男として心の底から愛していたのに……」

　裕也様が、その時の苦しみを思い出すかのような遠い目で言う。真っ直ぐに私を見つめて、

「苦しくて、つらくて、日本に逃にげ帰りたくなった。でも逃げなかったこと、今は本当によかったと思ってる」

　まだ年若い裕也様の言葉が、私の心を大きく揺ゆらす。

　母上を亡なくしたばかりの彼は天てん涯がい孤こ独どくで、さまざまな事情で生活するためのお金にすら困るほどだった。将来を嘱しよく望ぼうされていた大学も辞やめ、たった一人だったところにフェラン様が現れて……。

「もしもフローレスがアドリアーノさんに興味がないのなら、もう二度とこの話はしないよ。でも、もしも本当は彼を愛しているのなら、逃げたらダメだと思う」

　彼の真しん摯しな言葉に、胸が締しめ付けられる。

　……彼はまだこんなに若い。しかしこんなに強い。それに比べて、私は……。

「本当は……」

　私の唇くちびるから、かすれた声が漏もれた。

「私は……」

　いきなり喉のどが詰まって、言葉を紡つむげなくなる。なぜか目の奥が痛み、視界がふわりと曇くもる。

　自分がどうなったのか解わからずに、私は呆ぼう然ぜんとする。

　……え……？

　瞬まばたきをした瞬しゆん間かんに何かが弾はじけ、あたたかなものが私の頰ほおをゆっくりと伝い落ちる。

　……これは……？

　私は手を上げて、自分の頰に触ふれてみる。両目から溢あふれた涙なみだが、私の指を濡ぬらす。

　……まさか……私は、泣いているのか……？

　曇った視界の中で、フェラン様が驚いた顔をしている。裕也様は苦しげに顔を歪ゆがませ……それからいきなり立ち上がる。

「……フローレス……可か哀わい想そうに……」

　近づいてきた裕也様のしなやかな腕うでが、私の身体からだを抱だき寄せる。

「……我が慢まんしてたんでしょう？　今は泣いていいから……！」

　私よりも小こ柄がらな裕也様が、一いつ生しよう懸けん命めい私を慰なぐさめようとしてくれている。背中に回った彼の手が、私の身体をキュッと抱き締める。

「……ユウヤ様……」

　仔こ猫ねこのそれのように柔やわらかい彼の髪かみが、頰をくすぐる。まるで日向ひなたの猫のようなあたたかな香かおりに、私の意地がふわりと溶とけてしまう。

「……いけないと解っていました。でも、私は……」

　私の唇から、勝手に言葉が漏れる。

「……彼のことを、愛してしまいました……」

　私はすがりつくように、彼のほっそりとした身体を抱き締める。

「……あんなにハンサムで大人の男に見えるのに、本当は少年のように一途で、大型犬のように人ひと懐なつこくて、とても優やさしくて、でもとても熱くて……」

　胸が潰つぶれそうに痛んで、私の目から、とめどなく涙が溢あふれる。

「あんな魅み力りよく的な人を、愛さずにいられるわけがありません。今でもどうしようもなく好きで、おかしくなりそうです。でも……」

　私は血を吐はくような苦しみを感じながら、言葉を搾しぼり出す。

「……でも彼は、一国の元首になるべく生まれた高貴な人。私のこんな気持ちが、許されるわけがなくて……」

「どうして？」

　後ろから聞こえた低い声に、私は硬こう直ちよくする。その美声は、私の理性を蕩とろけさせ、私の心のすべてを奪うばった、彼のもので……。

　……だが、彼はマルティネリ公国にいるはず。彼の声が聞こえるわけなどなくて……。

　裕也様が驚いたように私から手を放し、私の身体の脇わきからドアの方を見て……。

「……噓うそ……どうして……？」

　愕がく然ぜんとした声に、私はもう我慢ができずに振り向いて……。

「……アドリアーノ様……」

　そこに立っていたのは、やはりアドリアーノ様だった。彼は、呆然としている私をこれ以上ないほど真面目まじめな顔で見下ろして、

「君が屋敷からいなくなったことに気づいて、すぐにリムジンで追いかけた。王子の職権乱用で飛行機の乗員リストを調べさせ、君がすでにパルマ公国に向けて出発してしまったことを知った。それから宮きゆう殿でんにすぐに向かったが……国外に出るために両親やＳＰを説得するのに、こんなに時間がかかってしまった……」

　彼は、とても苦しげな声で言う。

「それから、職権乱用で戦せん闘とう機を飛ばした。だが……そのおかげで、君の本当の気持ちを聞くことができた」

　彼はゆっくりと私に近づいてきて、私の頰にそっと触れてくる。

「私を愛している……その言葉に、噓はないね？」

　彼は私を見下ろしながら、静かに言う。私は頰を涙が伝うのを感じながら、

「誓ちかって、噓はありません。でも……」

「私が次期元首だから、怖こわくなった？　だからといって身を引く気か？」

　彼の瞳ひとみが、私を真っ直すぐに見つめてくる。私はあまりにもつらくて、彼から目をそらしてしまいながら、

「それならどうすればいいのか、私には解わかりません。あなたはどこかの女性と結けつ婚こんをして、世よ継つぎを作らなくてはいけないのに……」

「そう言って逃げるのか？　君ほどの強い人が？」

　彼の言葉に、私はハッとする。

　……逃げる……？

　彼は私をとても強い瞳で見つめて、

「父母や側近を説得するのは並なみ大たい抵ていのことではないはずだ。だが、私は戦うつもりだよ。世継ぎ候補なら、弟の息子むすこが三人もいる。もしもそれも許されないのなら……私は国を捨てる」

　迷いのない言葉が、私の胸を打つ。

「そんな……」

「君を失うくらいなら、このまま二度と故郷には戻もどらない。……私の伴はん侶りよになってくれ」

　私は驚き……そしてまた涙が溢れるのを感じる。

「……なんて人だ。そんな言葉でプロポーズされたら、断れるわけがない……」

　彼が小さく笑い、私の身体をそっと抱き締める。

「でも、そんな私を、心から愛しているんだろう？」

　私は彼の肩かたに額を押し付け、そっとうなずく。

「愛しています、アドリアーノ様。あなたのいない人生など、もう考えられません」

「私も愛している、フローレス。君のいない人生など、もう考えられないよ」

　彼の逞たくましい腕が、私の身体をしっかりと抱き締める。彼が私の髪にキスをして、それから顔を上げる。

「ということで……フェラン、彼はいただいていく」

　その言葉に、私は驚おどろいてしまう。

「……フェラン様……」

　慌あわてて振ふり返ると、フェラン様はため息をついて、

「フローレス、君はとても気の利きく執しつ事じで、本当に優ゆう秀しゆうな秘書だ。彼に抜ぬけられるのは正直つらいのだが……」

　彼はそのハンサムな顔に優しい笑えみを浮うかべて、

「今までずっと尽つくしてくれてありがとう、フローレス。これからは、愛する人と自分の幸せのことだけを考えて生きればいいんだよ」

「……フェラン様……ありがとうございます……」

「よかったね、フローレス」

　目を潤うるませた裕也様が、私に言ってくれる。

「すごく優しくしてもらったから、離れるのはちょっと寂さびしいけれど……アドリアーノさんと、幸せになってね」

「……ありがとうございます。ユウヤ様……」

　私は涙をこらえながら言い……それからハッとする。

「待ってください、アドリアーノ様。明日から始まるプロジェクトがあるんです。それが終わってからでないと、仕事を抜けることはできません。少なくともあと少し、フェラン様のところにいないと……」

「プロジェクト？」

　アドリアーノ様は不ふ審しんそうな顔をし、フェラン様に視線を移す。

「それは、どれくらいかかるものなんだ？」

　フェラン様は肩をすくめて、

「早くて八カ月かな？　彼がいなくてもこちらでなんとかすることは可能だが……優秀なフローレスにいてもらえれば、こちらとしてはとても助かる。それに……」

　フェラン様はおかしそうな顔で笑って、

「嫉しつ妬とするアドリアーノも見られて、楽しそうだし？」

「プロジェクトへの参加は、許可できない」

　アドリアーノ様は言い、私の身体をいきなり抱だき上げる。

「今までだって、どんなにフェランに嫉妬したかわからないんだぞ」

　間近に見つめられて、頰ほおが熱くなる。

「フェラン様は生まれながらの私の主人です。あなたが嫉妬をする必要はありません」

「私は恋こいする男だよ？　君が視線に入れた男、すべてに嫉妬するに決まっている」

　アドリアーノ様は深いため息をつき、それからとてもセクシーな目になって私を睨にらむ。

「……このままホテルに向かう。そして朝までお仕置きだ。覚かく悟ごしておくように」




　　　　◆




「……あ……ああ……っ！」

　アドリアーノ様は、あのまま私を抱いて運び、リムジンに乗せてしまった。リムジンはそのままホテルに向かい、彼はそのホテルの中の最上階のプレジデンシャル・スイートに私を連れて行った。ここは彼の会社が経営しているホテルの一つで、この部屋は、いつでも彼のために空けてあるらしい。

　一糸まとわぬ姿で、私はキングサイズのベッドに押し倒たおされている。ベッドのヘッドボードは金色の真しん鍮ちゆうでできていて、私は両手を上に挙げられ、真鍮の飾かざりの一部を両手で握にぎらされている。胸を突つき出すような格好が、とても恥はずかしい。

「……もう……許してください……」

　アドリアーノ様の手が、私の肌はだの上をゆっくりと滑すべっている。私の身体からだには、あの夜につけられたばかりのキスマークが、まだ薄うすく残っている。彼はその一つ一つを確かめるように、手のひらで私の肌を撫なでる。触ふれられているだけなのに身体が激しい快感に痺しびれ、このまま熱く蕩とろけてしまいそうだ。

「どうして？　ただ撫でているだけだよ？」

　窓の外に広がるのは、晴れ渡わたる青空、ベッドルームには明るい光が満ちている。その中でこんな淫みだらな行こう為いをしていることに、激しい罪悪感を覚える。しかし……。

　……どうしてだろう？　いけないという気持ちが、快感をさらに強くするみたいだ。

「真しん珠じゆのような肌の上に散ったキスマークが、まるでバラの花びらのようだ」

　彼が囁ささやき、乳ち首くびのすぐ脇わきにそっとキスをする。

「君はどこもかしこも、本当に美しい。愛しているよ、フローレス」

　彼の唇くちびるがわずかに滑り、私の乳首にキスをする。

「……あぁっ！」

　チュッと音を立てて吸い上げられ、私は頭上にあった手を思わず下ろしてしまう。

「手を放したらダメだと言っただろう？」

　アドリアーノ様は意地悪く囁いて、私の手をゆっくりと上に挙げさせ、ヘッドボードの飾りを摑つかませる。

「急に消えたりして、私を苦しめたお仕置きだ。今日一日、私の好きなようにさせてもらう」

　彼は囁いて、その真っ白い歯で私の乳首をそっと甘嚙がみする。

「……アアッ！」

　驚くほどの激しい快感に、私の腰こしが跳はね上がる。いつの間にか硬かたくなっていた屹きつ立りつから、先走りの蜜みつが大量に溢あふれる。

「こんなにクールな顔をしているのに、本当に淫らな身体をしているんだな。とても素す敵てきだ」

　彼は囁き、もう片方の乳首をキュッと甘嚙みしてくる。

「……んんっ！」

　激しい快感に身体が痺れ、屹立がびくりと跳ね上がる。下腹に先走りの蜜が振り零こぼされ、自分がどんなに感じているかを自覚する。

「なんて淫らな身体なんだろう？　でも、とても素敵だ」

　彼は言いながら、私の屹立の先から、溢れた先走りを指で掬すくい上げる。

「……や……あぁ……っ」

　ヌルリとした感かん触しよくがとても淫らで、全身が激しく震ふるえる。

「脚あしを開いてごらん。この間、どうやるかを教えてあげただろう？」

　耳元で囁かれて、恥ずかしさに気が遠くなりそうだ。

「言うことを聞かないと、もっとひどいお仕置きをされるよ？」

　大型犬のようだと思った彼が、まるで狼おおかみのように獰どう猛もうな目をして囁く。見つめられるだけで、私は何も考えられなくなる。脚をゆっくりと開くと、彼はとてもセクシーに微笑ほほえむ。

「いい子だ。ご褒ほう美びをあげなくてはね」

　私の唇にそっとキスをして、両りよう腿ももの間に手を滑り込ませる。

「……あ……っ」

　恥ずかしさに思わず閉じそうになるけれど、彼の手がそれを拒こばむ。

「……や……あ……っ！」

　両腿の間のスリットを、彼の濡ぬれた指がゆっくりと往復する。そのまま私の奥深い場所を探さぐり、隠かくされた蕾つぼみを見つけ出す。

「……あ……ああ……っ」

　クチュン、クチュン、という濡れた音を立てて、ゆっくりと花びらを解ほぐされる。

「……アア……アア……ッ」

　感じやすい蕾の部分をわざと擦こするようにされて、全身が快感で蕩けそうだ。

「……アドリアーノ様……お願いです……」

　私は彼を見上げ、必死で懇こん願がんする。

「……もう、我が慢まんできません。だから……」

「だから、何？　どうして欲しいのか、きちんと言ってごらん？」

　彼が意地悪く囁いて、私の唇にそっとキスをする。

「……あなたが欲しいんです……」

　私の唇から、かすれた声が漏もれた。

「……私のすべてを、奪うばってください……」

「高飛車なところも本当に素敵だが……従順になった君も、本当に可愛かわいい。もっともっと苛いじめたくなるよ」

　彼は囁きながら私の膝ひざの裏に手を入れ、私の両りよう脚あしを曲げたままでゆっくりと持ち上げる。

「……あぁ……っ！」

　膝が胸につくほど折り曲げられ、蕩けた蕾が空気にさらされる。彼は私の足の指先にそっとキスをして、

「ベッドから手を放して、自分で膝を抱かかえなさい」

　セクシーな声で命令する。支配される感覚がたまらなくて、身体の奥がゾクリと震える。

　……ああ、私はもしかしたら、かなりのＭなのだろうか……？

　私はヘッドボードを握っていた両手を放し、彼の言うとおり、自分の膝を抱える。ねだるような姿勢がとても恥ずかしいのに……同時にとても興奮してしまう。

　……ああ……自分が、こんなにいやらしかったなんて……。

「いい子だ。きちんとおねだりしてごらん」

　セクシーな目で見つめられて、なけなしの理性が吹ふき飛んでしまう。

「……アドリアーノ様……してください……」

　囁くと、彼は一いつ瞬しゆん目を閉じ、それから深いため息をつく。

「まったく、なんて人だ。私をこんなに煽あおるなんて」

　私の蕾に、とても硬くて、そしてとても熱いものがグッと押し当てられる。

「……アアッ！」

　不慣れな身体には、彼の屹立が、まだ少し怖こわい。しかし蕩けてしまった蕾はもう抵てい抗こうできなくて……。

　彼の屹立がゆっくりと入ってくる。最初は圧あつ迫ぱく感かんだけだったのに、押し広げられるだけで、屹立が痺れるように熱くなって、先せん端たんから先走りが溢れてしまう。

「……アア……ッ」

　肌が触れ合うほど深い場所まで満たされて、私は震えるため息をつく。

「とても深く入った。それに君の中はとても熱い。これだけでイキそうだよ」

　彼は囁き、膝を抱えていた私の手を外させる。自分の両りよう肩かたに私の両手を置かせて、

「痛かったら、爪つめを立てていいから」

　囁いて、いきなり激しい抽ちゆう挿そうを開始する。

「……あ……あ……っ」

　蕩けそうな快感が全身を痺れさせ、私は必死で彼の身体にすがりつく。

「……あ……アドリアーノ様……！」

　彼の滑なめらかな肌に額を押し付け、私は切れ切れに彼の名前を呼ぶ。

「……愛しています……アドリアーノ様……」

「私も愛している、フローレス」

　嵐あらしの中の小船のように揺ゆれるベッド。抽挿に合わせて速くなる、二人の息いき遣づかい。音が鳴るほどに強く腰を打ち付けられ、ヌルヌルになった屹立が彼の肌に擦られる。あまりの快感に全身が蕩け、目の前が真っ白になって……。

「……アア……ッ！」

　私の先端から、ビュクビュクッ！　と激しく蜜が迸ほとばしった。

「……くう……んん……っ！」

　私の濡れた内ない壁へきが、ヒクヒクと震えながら彼を固く締しめ上げる。彼は小さく息を吞のみ、それからさらに激しく私を奪って……。

「……愛している、フローレス……」

　彼はとてもセクシーな声で囁き、私の奥深い場所に、ドク、ドクッ！　と大量の欲よく望ぼうの蜜を撃うち込んでくれる。

「……ああ……っ！」

　蜜の熱さに、私の全身が痺れる。放ったばかりの私の先端から、再び、ビュッと蜜が飛び、彼の肌を濡らしてしまう。

「……んん……」

　アドリアーノ様が顔を下ろし、私の唇くちびるに深いキスをしてくれる。

「……んん……っ」　>>>♥

　そのまま、身体からだを強く引き寄せられる。グリッと内側を抉えぐった彼の逞たくましい屹立に、思わず声を上げる。

「……ああ……っ！」

　その声が恥はずかしいほどに濡れていて……私は思わず赤くなる。

「色っぽい声だ。もっともっと欲しくなる」

　彼は、私を組み敷しいたままで囁ささやく。

「このまま……絞しぼり尽つくすまで抱だいてもいい？」

　セクシーな囁きに、鼓こ動どうがまた速くなる。私はそっとうなずいて、

「……抱いてください……私も、あなたがもっと欲しい……アッ！」

　言葉が終わらないうちに、彼の腕うでが私を抱だき締めた。

　そして私達は愛する二人でしか行けない高みに駆かけ上り……。




　　　　◆




　その後。秘書室のナンバーツーだった女性が、フェラン様の専属秘書になった。裕也様も、その補ほ佐さを務めることになったらしい。さらにグランディス家の屋や敷しきには本家から新しい専属の執しつ事じが来て、私の出る幕はすっかりなくなってしまった。

　そして私は、アドリアーノ様の専属秘書として、彼の会社のマルティネリ公国本社で働いている。

　彼は両親と弟さんに、自分がゲイで、将来を誓ちかい合った男の恋こい人びとがいることをカミングアウトした。公こう爵しやくの地位を継つぐとしても自分には世よ継つぎが作れないこと、もしも世継ぎが必要なら弟さんの子供の誰だれかに跡あとをついで欲しいこと、そして許されないのなら国を捨てる覚かく悟ごをしている……ということを話したらしい。

　彼らを説得するまでにはまだまだ時間がかかりそうだが、私は焦あせらずに待つつもりだ。

　私は彼を信じているし、私と彼は運命で結ばれている……そう信じているから。

「もうすぐ終業だ。キスしてくれ」

　大型犬のように甘えてくるアドリアーノ様の世話は、いつになっても本当に大変だ。

「終業の前に私に少しでも手を触ふれたら、朝まで残業させます……んん……」

　無理やりのキスにも、最近は本気で感じてしまう。

　どんなに脅おどしてもまったく言うことを聞かないところは、まるで野生の狼おおかみのよう。

　私の恋人は、ハンサムで、獰どう猛もうで、どこか可愛くてそしてこんなふうに本当にセクシーだ。







　あとがき




　こんにちは、水上ルイです。初めての方に初めまして。水上の別のお話を読んでくださった方にいつもありがとうございます。

　今回の『王子様、おたわむれを』は、身分を隠かくしてビジネスマンをしている富ふ豪ごう国の王子・アドリアーノと、彼が恋こいした美しい従者・フローレスが主人公。フローレスは、本当はアドリアーノではなくて彼の友人に仕える身。フローレスに恋をしたアドリアーノが友人と賭かけをし、ほんの短い間だけフローレスを借り受けます。氷のようにクールなフローレスの心を、炎ほのおのように情熱的な王子様・アドリアーノは溶とかすことができるのか？　というお話です。

　少し前に同じルビー文庫さんから『王子様と恋したら』という本が出ているのですが、フローレスはそれにも登場します。そちらの本は王子様のような美形で大だい富ふ豪ごうのフェランと、天てん涯がい孤こ独どくになってしまった日本人青年の裕也が主人公。フローレスは本当はフェランの執しつ事じ、兼けん、秘書です。読みきりなので『王子様、おたわむれを』だけ読んでももちろんオッケーなのですが、興味の湧わいた方は『王子様と恋したら』も探してみてくださいね！（ＣＭ・笑）

　前作に引き続き、お伽とぎ噺ばなしっぽいキラキラの王道ラヴストーリーを目指してみました。あなたにもお楽しみいただければ嬉うれしいです。

　それでは、お世話になった方々に感謝の言葉を。

　おおや和美先生。またご一いつ緒しよできて光栄です。そしてたいへんお忙いそがしい中、とても麗うるわしいイラストの数々をどうもありがとうございます。ハンサムで情熱的なアドリアーノと、麗しいフローレスにうっとりしました。これからもよろしくお願いできれば嬉しいです。

　編集担当Ｔさん、Ａさん、ルビー文庫編集部の皆みな様さま。今回もいろいろと本当にお世話になりました。これからもよろしくお願いできれば幸いです。

　そしてこの本を読んでくれたあなたへ。どうもありがとうございました。水上ルイ、頑がん張ばります。これからも応おう援えんしていただけると嬉しいです。

　それでは、また次の本でお会いできるのを楽しみにしています。





二〇一二年　冬　　水上　ルイ　　
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